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文部省の全国学力調査は昭和 31年度から始められ ，中学校については 36年度から窓皆調査が行な
われ， 37年度からは小学校について 20 0/0の抽出調査が実施されている。本県に£、いても，その結果
については教育委員会から報告書が出され，学力向上のための諸種の教育施策樹立の基礎的資料として
活用されている。
この全菌学力調査は，義務教青の最終段階にある中学校第2・3学年の全生徒について，慈皆調査が
行なわれるようになったとるから，と〈に，教育界のみでなぐ，各方面からの論議が感んになり，一部に
は阻止闘争などもあって混乱が公きたところもあったようである。しかし，最近では一応軌道にのって，
ほとんど全面的に実施されるようになってようでるるが，その反面，一部には，全留学力調査を実施す
る本来の趣旨から逸脱したような面もあらわれ，非教育的な学力コンテストのような風潮も多少おとっ
てきたようであり ，現行の方式では，テストブームの弊筈ともみられるものがあらわれだしたように恩
われる。
そこで全国学力調査の目的である「児童生徒の学力の実態をとらえ，教育課程に関する方策の樹立，
学習指導の改善に役立てる資料とする。なj，、，調査の結果は教育条件の整備にも刺用する。」というこ
とにフいても.改めて深〈考えるとともに，それぞれの目的に対して，現実に行なわれている学力調査
がとのような役割をはたしているか，また.とれを受りている学校の実情などから考えて，より改善進
歩させる良法について考えることは，その調査結果を正し〈活用するためにも，たえず研究されていか
なりればならないものと恩九
当研究所では，この全国学力調査が，まだ小・中学校とも，わずかばかb抽出調査が行なわれていた
時代に，すなわち，昭和 33.... 3 4年にかのて.本県で隔遠地手当を支給ぎれている辺地の小 ・中学校
3 n 0役の全部についγ 学校の実態調査 ・児童生徒の社会環境調査や生活時程調査などの教育条件を
~査し. 3.3年度はその約 20%.34年度はその約40 %の小・中学校について，文部省の全国学力
調査問題を同一日時に同一方法で実施してもらい .その資料はいっさい当研究所に提供してもらった。
その結果は.小学校では国籍・算数・音楽 ・図工・家庭科 .中学校では国詰・数学・英語 ・職業家庭科
について ，各問題どとに分析検討し，全国1シよび全県(本県は小学校36校，中学校 18校抽出)のも
のと比較して.問題点を究明し，可究紀要第26集 「へき地児童生徒の学力」として 35年 8月刊行し，
その大要材その年6月の全国教育研究所連盟総会で研究発表をした。
との研究によれ一般に制1水準の低い辺地の学校は.教育諸条件を華併することが先決問題である
ことはいうまでもないが，へさ地校の中にも ，都市の一流校にも劣ら治学力水準を示すとこふも少なぐ
ないことが判明した。 とれらのうち， 1 0校とよtの学区を現地調査をしたととる，学力水準の高いとと
るは ，社会教育の推進と和まって地域住民の教育意識が高揚され，家庭教育にも熱心なところでるり，
また.教職員が協力して学校教育を振興し.教師の指導力向上により，学習指導を効果的に行なってい
るところが多いととが確認占れた。
それで，教育条件の整備をめざすーっのよりどころとして，本県の「小 ・中学校施設設備基準」を当
研究所の試案として作成し，各教科の仇品の基金主までも示して ，研究紀要第27集として刊行した。
一方，児童生徒の学力向上を目ざして，各教科の学習指導改普ーに関する研究に金所員が協力すること
にし I 3 4年度から各教制の学力と学習指導に関する第一次5か年の笑証的研究を計画し，研究協力校
も特設して全所員との共同研究体制を硲立し IJI員'近3fJ"年はとれを全国教育研究所連盟の共同研究にも
ちこみ，その幹事県として研究成果をあげることに努めてきた。
文部省の全国学力調査の実施に関する笑臨の業務は，本県教育委員会では IilJめは総務意思.後に似機
構改革により学事課の調査係が担当していたが，今日では，昨年新設された企闘調査課が全面的にこれ
を主管している。そして，接競楳の指導主事や教育研究所の研究員は，その調査結果についての解釈や
活用に関する解説などについて協力してきた。
ところが I 3 6年度から中学校は悉皆調査になり I 3 7年度からは小学校の抽出卒も火き〈な 1I希
望調査校も増加したので ，その影響するところは甚大となり ，また，研究調査資料も豊富になってきた
ので I 3 8年度から育び当研究所でも全国学力調査問勉を験討し .文部省から指示された以上に.より
深い分析的研究を誌みようと考えた。
しかし ，当研究所員の定数は少な(I全力を注いでいる 「学力と学習指噂に関する実証的研究Jは5
か年計画の最終段階にはいり，各教科とも研究授業の笑施や分析に忙がしく，全国学力調査問勉を全面
的に宵験討する余力付ない。当研究所で推進している学力研究は，国語では院解力，社会れで侃餌諭力.
数学では思考力 ，理科では理解力が形成される過程を究明し，その妥ましい学留指導法を:ぜiF.しようと
いうところに重点があるので ，全国学力調査問勉についても，この研究の建国に合致するような部菌に
ついての調査からでも始めたいと考えた。
幸いにも ，当研究所独自の繕想による全国学力調査に関する特鎌研究の予算が煤当局から新し〈留め
られ I 3 8年度からそのための研究協力学校も特設して ，との分析的研究に若手するととができた。
それで ，昨年6月 ，全国一斉に実施された学力調査について，中学校は5年の 5教科，小学校低 6年
の2教科をとりあげ，学校規模別に全県から各教科 500名ずつ抽出したうちから ，さらに各新ヰそれ
ぞれ 100名ずつ抽出して.その応答分析を行ない，それぞれ問題点をさぐってみた。次に ，その解答
令するために必要注進磁的な知識・理解をみる問勉や，解答を出すまでの思考の過程の判明するような
問勉などを当研究所で作って .これを分析的問勉と呼ぶことにした。この分析の対象とした学力調査問
屈は ，当研究所で 5か年計画で行なっている学力研究に関連するもめを主として選んだ。そして，会国
学力調査施行5か月後に，分析の対象とした全国学力調資問題を研究協力学校の児童生徒10 0;名につ
いて宵び笑施し .その直後に当研究所で作成した分析的問題で謁査を行ない ，との両者の結果を比較倹
討して考察を加えることにした。
との研究紀要は，これらの研究をまとめたものであるが，初めての試みとして ，その研究方法も未熟
なととろがあり，研究担当所員の数も少な<I対象とした児童生徒の数も多〈ないので.事例的な研究
に終わったも・のであるが.各学校で学習指噂を突践ぎれるにあたって，多少でも具体的な重5考資料とし
て刺用されるならば幸いである。各位のど批判とど指導によって，来年度村さらに陣容を強化してこの
研究を推進したいと考えている。
な4品、，この研究は ，研究協力学校の絶大な協力のもとに行なわれたもので ，学校長を.;;:じめ，関係数
足並員ならびに児童生徒緒子に対しても .心から感謝の意を表するしだいである。
昭和39年 5月23日
新潟県立教育研究所長 小 林 正 直
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研究の目的と方法
目 的 この研究は .全国学力調査の結果を分析して，学習指導改善のための具体的な資料をえること
を目的としたものである。
方 法
学年と耕ヰ 中学3年国語・社会 ・数学 ・理科 ・英語
小学4年社会 ・理科
分析の対象と問題の選定
昭和38 ti手6月に調査が実施されたとき ，県内から学校規綾別に 100名抽出して応
答分析を行ない，
(11 正答率の低い問題
(2¥ 応答分布の解釈が難かしい問題
を}応の選準として，介析の対象とする間勉を選定した。
しかし ，当研究所に志、げる 「各教科の主主力と学習指導改善に関する研究との関連でみ
るJという立場をとったので ，教科によって多少の相違はある。また ，選定した問題の
数も教科によって異なっている。
分析の観点 全国学力調査に出渇された問題について ，次の二つの観点をとりあげた。
(1) その問題の解決に必要と 4思われる基礎的な知識 ・理解をみる。
(2) その問趣の解決にいたる思考過程をみる。
分析的問題の作成
上記のように分析の対象として選定した間勉に対して ，それぞれの分析の観点からの
嗣題を作成して， ζれを分析的問題と呼ふ・ζとにした。
本文中 ，間査問題とあるのは，全国学力調査に出題された問題であり ，分析的問題と
あるのは ，当研究所で作成した問題である。
実施方法 全国学力調査が実施ぎれてから 3 tJ、丹後に，全国学力調査問題の中から分析の対象と
して選定した問題のみをとりだして実施し ，これを回収して，その直後に分析的問通を
実施した。
被験児童生徒
被験児童生徒~;: .各教科ともそれぞれ 1か校の5学級について実施し，集計は 100
名について行なったe
国
? ?? ?
? (中学 5年)
(本文)
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子どもの乙ろ・土びんのふたをとまにして遊んだζ とがある。たζ糸をゆわえた二本の棒
をあやつると.それは地面ーでなしに.空中でぶんぶんいって回転するのである。土びんのふ
たをさがしてきて.それでくふうして遊ぶのは・長持ちのする楽しみであった。
私の村の予どもたちはみんなζ れに熱中した。
①J 私たちはζれ叫んぶんいわせ て ・おむしろがったものだo 五つ六つのζまがいっせいに
|鈴いづくと.まるで風のようにうなりをたてた。たまに糸からはね上がったのが .ひときわ
|激しい音をたてながら・自分の王手もとをかすめながら飛んで行くことがある。また.築地の
|石垣にぶつかって .かちんと真二つに割れるζ ともある。割れ闘はガラスのように鋭くて .
I i細かな真新しい磁質の土が傷口のように宙露出すあ。‘、
r 私は土びんのふたを集めだした。うちの土びんがζ われると ・そのふたをもらったり.道
_. Iばたを歩くにもぼんやりしてはいられなかった。石とろの聞に・それらしいものがひときわ
(2)<， 
一 !あざやかに光ってでもいると.胸がどきどきした。おおば乙の誌かげに.つまみのとれたの
iが捨てられているなどは.子どもごとろにも哀れに思えた。
f 塁塁焼きのはだがなめらかで白いのには .あい色でからくさ模様が錨かれてあった。野らへ
1:持って行く大認の土ひ・んは土焼きで.白星苦に子どものした落書きのような絵が錨いてあった。
ド後分は .これらのふたをー列に並べてながめるのが好きだった。昼間 .それらの活期した様
也レ予が自に見えるようだった。もうぶんぶんはいわない。どれも冷たく黙りとくっている。し
|かし.昼間は気がつかなかったものの .はだににじみ出ているようなあいや茶の絵模様がと
Lてb いいのだ。
〆 私はひとつひとつ取っては .ふたつの手のひらであたためたりした。家のくすぶった台所
いこほうってぬる土びんなど.私は心にもとめなかったのに‘とうして土びんぞはなれて.ふ
卜たばかりながめると.それが全部私自身に属するものであるというζ ともてつだって.いか
④ くにも親書官で・愛すべき存在である ζ とに気づいたのでめる。私はζ まとしてではなしに .と
I (の小さなものをよく見る ζ とができたo すると .ζ れはとれなりに価値のある ζ とそ知った
ドのだ。もっとも ・あくる自になれば.前夜の鑑賞などどこへやら ・さっそくおもてに飛び出
Lしては .ぶんぶんいわせたものだった。
( 完備した形体をそなえていると・私たちはともすれば形休の美しさに幻感されて ・ その
I r質 jに心をひそめる余裕を欠くうらみがある。その窓味では・破片のほうがかえって周囲
@-<:'にわずらわされるζ となしに.質そのものを見きわめやすい場合が多いo す ぐれた質をもっ
|ている破片なら.必ず美しい形体をそなえていたにちがいな(，'0既 得 した知識によって.私
1たちは小さな破片から全体を復元して考えるととも可能である。
C 1 ) 
乙の文章ぞ説んでとたの間いに答えなさい。答えはア.イ.ウ.エの中から.辰 も適当なものを
一つ怨んで.その記号をOで囲みなさい。
作者は・ I後片を・完備レた形体に比べて .ど う考えているか o
fア 必ず美しい形体をそなえていたにちがいない。
E主片のほうが
??
?
?
?
?
??
?
かえって周開にわずらわgれる場合が多い。
f質」に心をひそめる余裕を欠くうらみがある。
質そのむのを見きわめやすい場合が多い。
C T() 
ー との交軍の展開からみて・各段溶はそれぞれどういうととについて響いてゐるのか ・①にな
らって・②以下 .簡単に記しなさい。
cu 平どものとろ土びんのふたをζ まにして遊んだζ と。
@ 
@ 
笹)
@ 
こ との女翠には・子ども時代の思い出として替いている部分と .現在の感額として望書いている
部分とがゐ得。いま .子ども時代の思い出として奇いている部分ぞ Aとし . ~む在の感怨として
瞥いている部分ぞBとするならば・①@也庖)③の段落は ・それぞれどちらであるか。 Aあるい
は 8で答えなさい。
① ② @ ④ ⑤ 
三 苦情「吉〕設の申の .次のととばはどういう窓味のととをいっているのか .わかりやすく書きなさ
b、。
1 美しさに幻惑されて
2 r質 Jに心そひそめる余裕壱欠くうらみがある。
3 周聞にわずらわされる。
CIIT) 
ー との文章は次のように展開 しています。
m 子どものとろ土びんのふたそ乙まにして遊んだとと。
②土びんのふたを集めたとと。
(証i 夜分そのふたをながめたζ と。
(互) その時に!惑じたとと。
(奇) それをもとにしての感想
したがって⑦~④は子どものとろの思い山であり .@がそれをもとにした現在の感i僚を望書い
たのです。
さて・明白段で .作者は子どもの時・土びんのふた舎ながめてどういうζ とそ感じ .どうい
う ζとぞ知ったのでしょう。その点ぞ述べているとζろの宕側に一一ーをひきなき ~'o
私はひとつひとつ取っては・ふたつの手のひらであたためたりしたo 家のくすぶった台所に
ほうってある土びんなど .私は心にもとめなかったのに .ζうして土びんをはなれて.ふたば
かりながめると .それが全郎私自身に属するものであるというζ ともてつだって.いかにも親
密で.宣をすべき存在でるる ζ とに気づいたのである。私はこまとしてではなしに .ζの小Eきな
ものをよく見るととができた。すると .とれは乙れなりにイ函僚のあるととを知ったのだ。もっ
とも・あくる Bになれば.前夜の鑑賞などどとへ平ら ・さっそくおもてに飛び出しては .ぶん
ぶんいわせたものだった。
一 筋 (5)段は ・君主(言)段までのととろで述べてきたζ とに基づいて ・いろいろなととぞ述べていま
- 2ー
すが.翁(主)段までに瞥かれている内容と綾も関係の探いζ とは・は・次のア.イ .ワ・エ・の中
のどれか・ょいと思うものぞ一つ選んで.下の仁二〕の中にその記母を書き入れな出、。
ァ完備した形体ぞ備えていると・転たちはともすれば形体の美しとさに幻感とされて ・その 「質 J
主主そひそめる余裕を欠くうらみがある。その意味では・ ィ破片のほうがかえって局留にわず
らわされるζ となしに ・質そのものを見きわめやすい場合が多い。 ワすぐれた賀をもっている
磁片なら・必ず美しい形体をそなえていたにちがいなむ、。 T 既得した知識によって・私たちは
小さな附から蝉を復元して考える日目隠である。 I
Cl¥l) 
ー 苦情(5)段の 「完備した形体Jr破片Jという乙とばを・いま 「どひ・ん jと 「どびんのふた jに
たとえていうならば .それぞれどちらに当たるか.下の( )の中に書き入れなさい。
完備した形体( ) 
破片 ( ) 
一 衛@段の申にある次のζ とはの意味として.ァ .ィ .ゥ.エ の中から綾もよいとa思うものを ・
それぞれ一つだけ選んで .その宮包母ぞOで箇h なさ骨、。
1 美しさに幻惑されて
ア 夢のような美しさに感動して
イ 見た自の美しさにまとわされて
ウ 美しいと思う心を失なって
ヱ 美しさが夢のように消えて
2 r寅 Jに心をひそめる余裕を欠くうらみがある。
ア 「質」そしずかに考えるととができにくくなる。
イ f質 Jを しずかに考えるζ とができるようになる。
ウ 「質」に心がひっかかって全体がわからなくなってくる。
ヱ 「質Jに心がひっかかるというようなζ とがなくなる。
3 局屈にわずらわされる。
ア まわりにめんどうをかける。
イ まわりの人をとまらせる。
つ まわりの人にとわされる
.:x まわりの ζとに気ぞとられる。
一 次の間闘は官官にやりましたが.もう一 度やってもらいます。前のと答えがかわってかまいま
せん。本交をもう一度初めから読み返してから答えなさい。答えは .ア .イ.ウ ・ヱの中から
最もよいと思うものを一つ温んで.その記号をOで臨みなさい。
作者は.破片を・~傍 ・Jた形体に比べて . どう考えているか。
トア 心ず美しい形体をそなえていたにちがいない。
lイ かえって周聞にわずらわされる場合が多い。
磁片のほうが句 。
lウ 「貸 Jに心をひそめる余裕を欠くうらみがめる。
ドエ 質そのものを見きわめやすい場合が多い。
中学5年の国言語の問題陀ついて， 3 8年 6月Uて実施された際， !県下よ..， 1 0 0名摘出して応答分析
した結果，読解の酬で特に正答率が低〈，問題があると忠われるのは，日.6 .小間鰐32 
ア イ ウ ヱ 無
の問題である。そのときの応答分布は .39 • 12・22' 24 ，ヨであゐ。正答はエで ，24%であ..， .他
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のi選択枝への分教が著しい。ぞとでこの問題をと P上げてみたのでごある。
ζの小聞のねらいは 「作者のものの見方や考え方を読みとゐ刀」をみるものとなっている。もしそ
うとするならば， ζの調査結呆の示ナととろはあまタ陀も低い読解力の現状だといわねば念らない。
何故なれば「作者のものり見方:や今え万を読みとる」というととは， ζの問題本文の読解陀砕いては，
との文章の主題にかかわる最も本質的な中JU鵠題でる.l?，その正答率が24%であるというととは，
他の部分的読解力陀比べて， ζの本質的念読みの力が一段と低凶ととを示してい.oo (との本文陀つ
いての他の小間では 10日名抽出の際の正答率は，切53 ゆ 54 勧 5日 匂4 9 ⑪ 7 1となっ
ている)ただ私は，との出題が「作者のものの見方や考え方を読みとる」というねらいにふさわしい
ものに左っているかどろか陀，いささか疑問をもつので， ζの問題を手がかりとして.その点の本開寸
も併せて，実際に子どもたちが 「作者のものの見方ゃ考え方を読みとるJ ζ とがどの程度できるかを
みるため陀， 上記の分析的問題を作成して，その実態を考えてみたのである。
分析的問題は.本文 1枚，問題用紙ITIDJVの 4枚、らな i1， •.ilm用紙は 1枚どと陀町布し ，回収
した。本文は回収せず，全部終わるまで手前:にかいた。
問題の C IJ.CJV三〕は調査問題ぞのままであ.l? ζV_I~J I'L r作者のものの見方や考え方を読み
と」って応答しているかどうかをみるため陀必要な，文脈的な読みの問題と，直後調査問題の解答に
必要左語いの問題を提出した。
以下，とれらの応答結果陀基づ凶て考察をすすめて凶〈が，最初陀調若手.問題陀ついての応答をかか
げてな〈。
ア J ウ コニ 無
⑦全国平均 3 5.4 ( 3 8年 6九実施〉
②全県平均 ニ 3 // ) 
(主j 抽出 10 0名 3 9 1 2 2 2 2 4 5 〈 1/ 
(互) 分本馳令調育( 1日目名) I 1 1 1 2 1 9 5 8 ( 3 8年?月実施)
(5) F W三 1 3 6 1日 7 1 1/ 
( 1 ) との女意を務ゐで・次の聞いに答えなさい。・答えはア .イ・ウ・ヱの中から・辰も適当
なものを一つ混んで.その符号令Oで囲みなさい。
作者は ・破片ぞ・完備した形体に比べて・どう考えているか。
|ア 必ず美レい形体をそなえていたにちがいない。
|イ かえって周囲にわずらわδれる場合が多い。
破片のほうが<，，....， rl/13' 1 /-..-.~7.. Z-M-.. X ，..t;....';-^，~Fr7/ .:=.r:..z..I-.;tx%. fゥiウ 「質JIこ心をひそめる余裕を欠くうらみがある。
|工 質そのものを見きわめ串すい場合が多い。
、
アは，本文の「すぐれた質をもっている破片なら ，必ず美しい形体をそなえていたにちがいなV>J
b一部を選択l皮としたものでるる。問題交をていねいに読めば， 「完備したj診慌に比べて，破片のほ
うが，必ず美しいj診jAをそなえていたK ちが加老い」 となり，文それ自身，内容的lfC意味をなさず，
誤りである ζ とはすぐわかるはずである。 ζれが 6月実施む抽出 1日日 tivcついては 3 9名もあるが，
ζれは会そら<.問題文をよぐ読まず，ア以下の選択枝の部分だげを読んで ，との文章全体の印象か '
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ら， アを選んだのであろう。
イは， ぶ玖:VCr.破片のほうが，かえって周聞にわずらわされゐとと乏しVCj とるるので ，誤 Dであ
ゐζ とはす ぐわかるはずである。 しかもなる、， 1 2笛もあるのは r.・H ・-・ととなしにj ~で読まず陀
早合点したものであろう。ある加は 「周臣告にわずらわされる」を周闘からるれとれいわれるという意
味K考え ，4王女を緩れて ζの設問の部分だげからζれをよしとしたのであろう。 (ζのイを選択した
ものについて(NJ，二，3の飴いの反I.e;をみると ，乙ゐような誤解をしているもの数名る!)，他は
無答でるる)
ウは， かな Pの選択惑を示しているが， 「f賀」陀心をひそめる余裕を欠〈うらみがある」 と加う
意味がわからないままVC，((IIJ三， 2 (意味の記述)CV関心、をみると ，ウを選んだもののほとん
どが熊谷で ，数名が金ぐ誤答をして凶る) r完備した形係をそなえているとJ という書き出し陀さそ
われて ， ζのととはと設聞の 「完備したj~係陀比べてJ という ζとはの類似から ， ζれを選択したも
のではないだろうか。とすれば ， ζ の場合，語い刀の乏しさがζの誤答をもたらしたといえよう。
エ1;1.， 4i;文'VCr;破片のほうがかえって周囲陀わずらわされるととなしに，質そのものを見きわめや
す凶場合が多い」とあるととろから ，設聞の 「破片のほうが」に注目すれば，正し〈 ζれを選択する
ととは容易なはずである。
以上のととから ，ζの問題を正答したものが，はたしてとの文章の 「作者のものの見万や考え方を
読みと」ったものかどうかは ，はなはだ疑問なのである。ととでは設問を正し〈注意深ぐ読み，選択
肢中の，語いや言いまわしにつ加て正し加知識があれば，正解が得られるのである。設問陀は 「との文
章を読んで」 とあるが， 「完備した形体をそなえていると」以下の敏行を読むだげでも正答は待られ
るの-'-lDV，むしろ全交を統んた・ものはその印象陀ひきずられて ，アを選択するとともあ D得るので
は衣いかと思われるロ阿ってみれば ，との出題からは I完備した形体をそなえているとJ以下の文の
知的組解度がみられるにj~ をないのでは左凶だろうか。 r作者むものの見方や考え方を読みとる」 た
めには，全文を読み ，その上陀は怨されなければならない。 ζの問題でその意図をみたす陀は ，全体の
問題構造をそのよろ念意図で作りな幸子し， その上vcとの問題を位置づv-tなければをらない。
との問題vcつ同ては，上述のどとぐ ，全匡序均 35. a ~ ，県平均 3 1. 3 ~ ，抽出 T日日名について
は24g，分析的調官?のI陀bいては 58名である。との 58名というのほか1.l!)両い正答数といえ
よう。 ζれUてついては分抑令制査の被験者が限られた純聞のものであったとと ，全国調査のとき陀は ，
ζの問題以前陀多〈の問題がなされ .との問題だけ陀じ岨うぶん時聞をかけるζ とができなかったと
と。ぞれにひきかえ ，分析的関合:のときには .との一間のみであったため ，前からの疲労もなぐ ，じ
岨うぶん時間が与えられたζ となとが考えられる。文章全体の印象のもとに ，設聞にじ唱うぶんな注
意を与えず，選択肢以下だけを読んで答えたと思われるアの選択が，3 9名から 11名に激減してい
るととなどは ，ζれを裏番重 していると思われる。
.調冶f同通では 「完備した形体をそなえていると」以下の本文と ，設問を注意深〈読むというととが
解答のきっかげになって会T，金支を文脈づけ ，構造づけて ，そとに作者のものの見方や考え方を読
みと ってい〈本格的な読解刀は ，ととでは必ずしも出ていないのではないだるうか。もちろんそうし
たζ ととは別に ，ζの問題解決に必要な， とーうした部分的に注意深い読みが文章全保の読解の上にも
極めてたいせつでる J:).有効なものであるととは ，あらためていうまでもないととである。
な草子 ，5段階(学校での国際の評価)にわけて反応をみると次の表のようになる。
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1栄 5 4 5 2 '1 不祥 計
ア U 1 5 4 日 市 1 1 
イ 。 日 6 5 1 。1 2 
ウ 1 1 7 ι 4 。， 9 
コ二 t 2 ， 7 25 6 。 。58 
との文書虜の展開からh て.各段落はそれぞれどういうととについて書いておるのか【li)
①にならって②以下.簡単t二回しなさい。
子どものとろ土びんのふたをとまにして遊んだζ と
?
????
@土びんのふたを集めだしたと eo(;!止びんりふたの綾子と，夜分それをながめていろ
いろ感じたとと。@)土びんのふたに対していかκも親密で災寸べき存在K気づき，価値の
言E蟻例(1)
あるζ とを知ったζ と。信涜備した形係よ P破片のほうが質そのものをみきわめやす怖と
12，②土ひんのふたを集めだLたとと。ω土びんのふたをならべてみる乙・がt了fきだ古たとか
q)土びんのふたの価値をみつけたとと。ぽ涜備した形体より破片のほうがその 「質」をみ
と。
きわめやすいとい今 ζ と。
②土びんのふたを集めだしたζ と。ω土びんの後様につ加でのとと。@)土びんのふたの(3) 
鑑賞V亡ついてのζ と。⑤破片の質についてのとと。
いずれもよぐ書けている例を出したのであるが， (lOlJは詳密，12w;r.山をやや簡略にまとめたもの，
131は(1J・(21とやや質を銭陀し， 「何について」斡いであるか陀つInて番いたもので ，(2，以外は内容的
でなぐ概括的である。 (31の場合は各段落をまとめる意識は強〈働いているが，文章の展開の意識が，
そζVてははっきりみるζとができ念加。とうした意味で ，段落指導の場合，それは文章の展開を意識
させる手段なのでるるから ，(1印刷のようなまとめ方が望ま しいと考えられる。実際陀はとの調査で
(3例のようなまとめ方をしているのは ，也1段 ，@)段，③段Kど〈少数みられる陀すき'な同
@段陀訟いては中毒に，その段の中の一文をと って答えて阿るのが犬部分であ!1.中でも多いのは，
噌t得した知識によって ，私たちは小さな破片から全体を復元して考えるとともnJ官官である」という
答えである。し:かし ζれは誤Dであって，とれは説明文の結論的なものが3t末に〈るとの考え方から ，
とれを答えたものと推察される。とのようなものが50gもみられ ，5段階別にみると.5 -2 g. 
4-7名 .5 -1 6包， 2-5名，となっている。また， ζの問題は，lJる.意味で， Cill)二の問題
と照応しているが，との 30名についてみると， Cill)二陀おける反応は，ァ-6包，イ-4 e;，ウ
-6名..:r.- 1 3包，無答- 1名，と左っている。ず念わち 13名のものはcnr)こでもそのまま ζ
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り個所'iL指摘して凶ゐ。 ζの文章の展開(段落のまとむ〉の正答段階をABCとすれば ，そのlぶ答は
次の表のようになる。
いま CI)の問題で，止答(エ)を選
川ぞ 5 4 3 2 1 不詳 言十 択したもの 58名v(つ凶てみると ，A-
1 7名 ，13-22名，C-1 3各，x-
2おとなっている。すなわち ，1 5名の
ものは，文章の展開をじゅうぶん合さえ
て読んでいないと応、われるのでるる。
A 自 7 5 1 21 
B 5 8 1 6 6 35 
C 4 1 5 5 1 25 
× 5 ? 5 1 9
C.[ユ こ との9:::主主にli.子ども時代の思い出と して容いている部分と ・現在の感怨として望書
いている部分とがある。ぃぎ.子とも時代の思い出として嘗いている部分をAとし.
現在の怨怨として軍事いている部分をBとすれば.(I迎xru胞の段記事は ・それぞれどち
らであるか .AあるいはBで答えなさい。
① @ @ (il @ 
との応答は下表のよう陀なっている。 ζの反応をみると ，①段と(j)段はよいとして， @段を現在の
1話実 5 4 5 2 1 子f'詳 言十
① 
A 13 1 9 38 18 5 1 94 
B 。。 3 2 。日 5 
② 
A 13 14 28 1 5 2 1 73 
B 日 5 1 3 5 5 日 26 
(主)
A 9 1 4 31 1 3 T 1 69 
B a 5 10 7 4 。3日
'4) A 12 ， 2 26 s 5 。ι‘ 
B t 7 1 5 ， 2 2 1 38 
@ A 日 日 ‘3 2 。。5 
B 131 191381181 511194 
(無答1) 
完全正答は 28名しかみられない。また ，
さきのCI )の正答58名U亡ついてみると ，
A-23名，B-24名， C- 7名 ，x-
-4名となって訟 !J，CIJの正答者中 ，
とうした弁別のできて加るものは半数Kみ
たな怖のである。
感t怯lとみるものが 26名もる!?，成績で 4の段階陀
属するものでも 5おもいるのはどういうわけなのか ，
との文章の上からは解釈がつかな凶。 (主}段の誤答陀
は 「しかし ，昼間はfhtがつかなかったものの ，はだ
に陀じみでているよ弓なあいや茶の絵絞椋がとても
い凶のだ'J ，@段Vてついては 「私はとをと してでは
なし(I(， ζの小さなものをよ〈みるととができた。
すると ，とれれ 二れな !Hて価値のあるととを知った
のプピ」 という感怨を述べた部分があるので， ζ うし
たととばが ，誤答へ説いたのではないかと考えられ
る。いま完全正答をAとし ，誤1:)1つをB，誤1:)2 
つ'kC，誤!J3っそ×とすると(4つ以上の誤答は
ない)~のような表陀なる。
限ぞ 5 4 5 2 T フf'詳 言1・
A 8 7 1 0 5 日 。28 
B 5 7 20 8 1 42 
C 。 5 品 7 3 日 21 
× 日 。5 五 1 。? 
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( JI) 三 笥@段の申の次のととははどういう窓昧のζ とセいっているのか・わかりや寸〈苔
ぎなさい。
T 
2 
3 
1 突しさに幻惑されて.
2 r寅 Jに心をひそめる余裕ぞ欠くうらんがある。
3 周囲にわずらわされる。
正答 誤答
5 8 23 
3 5 34 
※fj 22 
1 8 
無答
， 9 
31 
26 
※ 2 2名は正答と}Jj，、われるもの， 1 2包は 「わずらわされず
陀」の意味にしたもの ，' 8包は 「周凶屯J人陀じゃまされる，
閑聞の人にあれこれ加われる」意味陀したもの。
ζ とで問題~なるのは， 3の18 g~とついてである。とのうち 1 3 gは女子である。 r芦魁にわず
ら・わされるJというととばr;r. .日常の使v>方としてはζの， 8包の答えのような人借関係の場で使用さ
れゐ ζとが多いので ，その答えは日常用語としてηー完全的な!ぞい方だといえる。 ζうした日常的用法
が ，かえって，文章中での意味は健な阻害するζとがあD得るという ζとは注意すべきである。 ζの
， 8名について，後の選択校で問うたC!V).二.3についてみると 1 0名がiこ答である。
とζで完全正答をA.2つ正答なB，1つ正谷:をCとすればとたのような表κ乏る。全然できなかっ
5 4 5 2 T 
A 7 7 2 
B 5 7 7 2 
C 1 5 1 4 5 
× 1 8 1 6 5 
(II) 三記述係の応答
5 2 哩
A 6 ， 0 ? 2 
B ι 6 16 9 2 
C 3 5 1 1 .8 2 
× 5 2 
('IV) 二選択校への応答
不詳
1 
不詳
1 
計
， 6 
21 
23 
A日
計
27 
37 
28 
日
たもの 4 日芭でるる。ーをし C成綬の 5段階の/f時こした
がってはっきり分布しているようである。
とれを選択枝で問弓たC!VJ二，κついてみたのが，
下の表である。全然でき衣かったものが，乙とでは B
g~て減少している。全体としては下位群の結果がよ〈
左J:).上位併ではい〈らか下降している。実際の個荷
の問題についてみると ，自由記述で正答していたもの
で，選択肢の場合，誤答してv>るものが各段階にい〈
らかずつ見られるのである。
ζの2つの表を比べてみるとき ，自由記述と選択肢
とはそれぞれ特色もあJ:).そと陀はたら〈子どもの思
考Uても途いがあると忠、われるのであるが ，読解K必要
な語い力は，自由記述の方陀正直にでているのではな
凶かと忠われる。そしてまた語いの組!解か文章読解の
基礎として，きわめでたいせつでるる ζ とを考えあと，群tV>知識というものは，自由記述できる刀と
してもっととが，その性質上，本質的なのではるるまいかと忠われる。 ζれをrC1 )で正答であった
5 8芭陀ついてみると次のようになっている。
A-1 6名(2 1名)， B-1 5名(2 2名)， C-1 7名(1 2名)， x-1 0名(3 g) 
(( )内はW二の選択人数)
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cm)ー .ζの交章は次のように展開しています。
u) 子とものころ土びんのふた革命乙まにして瀞んだζ 左
@ 土びんのふたそ集めたとと
(主j 夜分そのふたをながめた乙と
色) その時に感じたζ と
⑤ それをもとにしての感想
したがって包ト(き)が子どものとるの思い出であり . (~がそれをもとにした現在の慰想を書いた
ものです。
さて .5白色)段で.作者は子どもの時 ・どびんのふたをながめて.どういうととを感じ 、どうい
うζ とを知ったのでしょう。その点を述べていると ζ ろの右側(原文は縦容さ )に 一一ー をひき
なさい。
私はひとつひとつ取っては ・ふたつの手のひらであたためたりした。家のくすぶった台所に
ほうってある土びんなど .私は心にもとめなかったのに .とうしてニヒびんをはなれて .ふたば
かりながめると・それが全部私自身に服するものであるというとともてつだって・いかにも親
密で .愛廿ぺき穿在である ζ とに気づいたのである。私はとまとしてではなしに.この小さな
ものをよく見るととができた。すると .とれは ζ れなりに価伯のある ζ と令知ったのだ。もっ
とも.あくる臼になれば .前夜の鑑ztはどとへやら .さっそくおもてに飛び出レては .ぶんぶ
んいわせたものだった。
ζの出題の前半は， C 10ー にま:"Jずる解答"{rJ与えたものであ!;)，その上に立って告)段V亡診ける感え裂
の部分を指摘させるものである。そして，との文章1'(:1;>ける作者のもφの見方や考え方の読みとク陀
迫ろうとするものである。線のひかれた部分を次のよう陀類別した。
いか陀も親密で ，愛すべき存在であるとと陀気づ凶たのである…………………a
とれほとれを!;)trC拡値のある ζ とを知ったのだ・・…・・・H ・H ・..・H ・..……...・H ・.....b 
それが全部奇自身陀障するものでるるとい行 ζ ともてつだって・H ・H ・H ・H ・...・H ・.c 
私はとまと してで付念し陀 ，との小さなものをよ 〈見るととができた……………d
以上の類男IJによって応答をみゐと次のよう陀なる。
cゃ dを-/，e;作者の感怨といえ念いとともな<，気持?
????，?
? ?
?
?
?
?，?
???， ， ???
????
?
?
?
??
?
? 。
??
??
?
， ，???，，???
B 
の上では績徳的trCそうみてもよ凶のであるが ，文章の上
では ，a ， bとは区別して考えた方がよいであろう。
村吉tcl;t47名もとれを含めてし司るが ，一応そのもの
の文章ω読みのあいまいさを疑ってみる必要がある。a ....・・・・ ・・-・・・ ・・・1 0 1 
b ..・・・ー・・…・"・・・・・・・・ 2 I > C 
c ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 6 I 
b ， d………-・・・目・・・・・… 1 ! 
とれそ上記のABCの段階陀よってみゐとか:のよう V亡なる.
また ，とれをC1 )で正答の 58名につい
× 
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ClIJJ二 窃@段は・第色}段までのととろで述ぺてきたζとにき主づいて ・いろいろなζ とを述ぺ
ていますが ・錆色)設までに普かれている内容と段も関係の深いζとばは・次のア.イ .
ゥ .ェ.オの中のどれか・ょいと恩うものを一つ選んで.その記号を仁三の中に嘗き
なさい。
ア完備した形体をそなえていると・私たちはともすれば形体の美しさに幻惑されて・
主主fTiどと主主ひそめる余裕を欠くうらみがある。その意味では ・ィ破片のほうがか
えって周囲にわずらわされるととなしに.貸そのものそ見きわめやすい場合が多い。
ウすぐれた賀をもっている破片なら・必ず美しい形体ぞそなえていたにちがいない。立既
得した知織によって.私たちは小さな破片から全体を復元して考えるととも可腿である。
前問陀続いて，文章の主旨，作者のいわんとすると ζるを読みとる問題である。 しかも ，それを文
章全体の文脈の中vt位置づけて採るうとしたものである。 r作者のものの見方や考え方を読みとる」
というのは ， とうした読み方にないて，はじめて加えるのであ !J ， ζ う したt:è窓~草子いてその刀をみ
るζ とができるのではないだろ勺か。とのj.C;答者千みると~のよ号になっていと。
|殺 |5 4 5 
ア 5 6 6 
⑦ 6 4 7 
ウ 2 5 9 
2 1 
5 2 
5 
4 1 
不詳
。
。
普十
22 
21 
表Kよると， 5り段階ではア，イが多
< ， 4の段階は介敬し ，3と2の段階で
は，そむそ界都丘くがエを選択していふ。
全体としてはエが 35で，ア，イ，クは
大f;$;.>jL均している。
ζの第(奇段は①-@)段i'で~述べてき
たととるをさまー にし，とれに続いて作者が
その感知、を述べていると とるである。(宝)
設でとの土びんのふたを「いかにも続密で，愛ナべき存在であるζ とに気づいたJといい. rζれは
とれな!HC価僚の遣うるととを知ったのだ」 といっている。⑤段はそζから生まれて〈る感t観念ので，
イを正答とみなしてよ凶であろう。アはイをよび起す裂がわからの表現であ !J. @l設までの釜をあら
ためて，乙 ζから書き起した筆致で ，イ!tC雫つてはじめて前段までとの関連が生まれ，読者κその前
段までとの核続が納得されるのである。 ウ，エはさらKそ乙から発展した感怨であり ，ウの内谷も ，
エのlλj容も ， それ自身と してはなんら第~)段までに容かれていた内容と関係がないのである。①-(1)
段までの文章は土ひ・んのふた自身!tCつ凶て君子いてきたので，ア.ウ，エの内容はそのどと陀も書いて
ない。 r私はζまとしてではなし陀 ，ζの小さなものをよ〈見るζ とができた。 すると，とれは乙れ
な!J!tC価値のある ζとを知ったのだ」との ζ とはとぴったD念のが， イである。中位鮮がヱを多〈選
択したのは，前Uても島財もたが，説明文や感j懐古どの結論的なものが文主主の最後にくるというような指場
1;櫛l らず何!らずの今ちに身~ついて ， ζ う した誤 Dをなかすとと陀なるのではあるま加か。指議事上留
意しな付ればなら念いととだとJ思う。
2日
コこ 。 5 1 9 1日 1 。 35 
無答 。 1 日 1 o i 。 2 
お
ァ @ウ エ 無答
ぎた .C 1 Jで正答を選んだ 58名陀ついてみると次のように在る。 16 15 1日 15 ? 
とのCID)-，この問題のよ うに，作者のものω見方や考え方を文章全f，iIi:からはっき P見定める問
題陀なると， lt解は 30名，7.1名となって会.tJ， C 1 )の正答58 ~~Cつ凶ては兄 2 名 ， 1 5名と
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なっている。さらK両者正解は 9名にしかすぎない。
以上(ll)(ll!)の問題で ζゐ文章読解の本質的角度からの説問を終わ!1，(!V)の問題にはいる。
ζれは(!V】三の問題〈調書ど問題7J<.ひ:( 1 )と同じ)を解〈陀必要な部分的知識を問題としてと P上
げたものである。
( 1V)ー 第⑥段の 「完備した形体 Jr破片Jというととはぞ ・いま「どびんJと「どびんのふ
段階
正
誤
無
た jにたとえていうならば.それぞれどちらに当たるか・下の( 〉の中に書き入れ
5 
可5
。
なさい。
完備した形体〈
破片 ( 
4 3 2 1 
1 9 56 '4 
。5 6 5 
日日 日 1 
司事宇 計
11 84 
01 14 
一トー一-。2 
) 
正答は 84名で問題は設いが，ζ のようを容易な問題/IC，
なぜ16fie.;誤答ゃ無答がでるのかわからな柄。とうした予
測できをい不安定な読みが ，ズ司r.!:1小司z.!J子どもの読みの中
陀はあるよう/IC忠われる。
(!VJ二 筋。〕段の中にある次のととはの怠日米として.ァ.ィ.ゥ.エの中から最もよいと思う
むのぞ .それぞれ一つ選んで.その官己管{!!>Oで囲ムなさい。
様そi
ア
@ 
ウ
.:L 
@ 
イ
1 美しさに幻感されて
ア夢のような美しさに感動して
イ 見た自の奨しさにまどわされて
ウ 美しいと思う心を失って
ヱ 美しさが拶のように消えて
2 r 鍵 」に心をひそめる余裕を欠くうらみがある。
ア 「質 Jをしずかに考える乙とができに t くなる。
イ f1賓jをしずかに考える ζ とがでをきるようになる。
ウ 「質Jに心がひっかかって全体がわからなくなってく る。
ヱ 「貿Jに心がひっかかるというようなととがなくなる。
3 周聞にわずらわされる。
ア まわりにめんとうをかける。
イ まわりの人ぞと濠らせる。
ウ まわりの人にζ わされる。
エ まわりのζ とに気をとられる。
5 14 5 2 
1 5 也 4 
12 1 6 30 14 。日 5 2 。。。 1 
8 1 4 1 2 ι 。 2 5 4 
1 不詳
。。
5 
1 。
1 。
日 日
2 。
計
1 4 
76 
81 
2 
40 
13 
誤答の多〈は本文/IC当てはめてみず陀，選択
肢だげ読んで応答しているのではあるまいか。
特陀 2の正答率が低ぐ .ウの誤答に 32名もは
回っているが，du;tr r質JVC心をひそめる余
裕を欠〈うらみがある」というよう左言ρ まわ
しに↑賞れていないためであるう。
とれら 5問を通しての結果については .(llコ
三の説明のととろに掲げたので省略するロ
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2 ウ 1 2 17 B 5 1 32 
ニ:z:. 4 1 7 2 日 。14 
無 。。。 1 。。 1 
ア 2 1 3 7 2 日 1 5 
イ 。 1 2 日 。 4 
5 
13 ウ 2 B 1 。
@ q 16 29 1 1 5 o I 68 
問題CN)一 ，こは前述の重II(，(!V)三宅t解
〈ための語いの知識についてみたものであるが，
ζれは(J[)(JD)とともに， ζの間短解決1'(必
要1i:. 4正文を読む上の読み方ゃ語いむ指議k.暗
々観に授けたとと1'(1i:る。乙う した過程を経たの
ち，調査問題をもう一度(l¥T )三で実絡し ，ー その
変化をみようとしたのである。
(1¥T) 三 次の間闘は前にやりましたが ・もう一度やってもらいます。前のと答えがかわって
かまいません。本交をもう一度初めから続ム返してから答えなさい。答えは .ア.イ.
ワ.エの申から辰もよいと思うものを一つ選んで .その智己管をOで困h なさい。
作者は ・破片を .完備した形体に比べて.どう考えているか。
破片のほうが
?ィ??? ? ? ? ?
、
必ず美しい形体をそなえていたにちがいなb、。
かえって局留にわずらわされる場合が多い。
f 質 J に心そひそめる余絡~欠くうらみがある。
寅そのものや見きわめやすい場合が多b、。
!静 5 4 5 2 1 コド詳 計
ア 1 1 ι 2 z 1 13 
日 3 I 2 日 6 
2 4 I !. 1 。
1 6 28: 1 <1 1 。1711
?????
?
?
??
??? ??
?? ?
??
?????
?
?
????
??????
?
??
?
?
?
???
?
? ? ? ?
????
』
?
???
?
?
? 」? ??
?
??
?
?〕
? ??
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
ー
?
??
，?
??
、
?
? ?
7 
(11正答 一 正答 5 4名 分析的諮査を通して成紙の良いものはすべ工との中にはいっ，て
いる。ただし ，それは 5<1名の一部であって ，すべてがよいのではない ζ とほとれまで述べた通
りである。
(21 正答 一 誤~ <1名 ζ の 4151'(ついては迎出がわから乏凶。
(31 誤答 一 正答 1 7呂 ζの 1 7名v(ついてもとの副食:<2)上では ，IJ;っき Pしたζ とはオフか
らない。
ただ語いの出解についてCIIJ三 (自由記述)とlV二(選択肢)とを比べると次のよう 1tL1i:る。
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立三 - N二 且三一 W二
X - A 1、 B B 
×ー B C 一 C 
組解度1.;¥柿jじもの
× ー
是主解度吃J高まった
C 5 ・
もの 1 4 
×一 × 
5 
C B 
B - A 
B3名，C3f:i， Xl1f.jからA3包，B 7名，Cd名， X 1名となった。
とうした語いの:(lI!解か逃択肢法Kよって高まったζ とカ型自の一つUてなるよう VてはJ思うけれど
も，との現象は，誤~-誤容の部類の子どもにも共通しているので，語いり恕解が高まうたか
らW三で正答に変わったと断定するわけにはい》ない。しかも ζの 1 7名はl司じ問題用紙のーで
「完備した形体J と「破片」とを 「どびん」と「どひんのふたJ(iLたとえる問題K誤答している
ものが6名もある。(同問題につ同ての誤答は全体で 14名 ，無答2名である)とりととは，と
の 17名が本当にわかって正答したといえず ，1V三の問題自身をあやふやに理解して ，つまりすコカミ
らない空ま陀答え ，たまたま正答になったものがかな D含まれているζ とが考えられるのでるる。
141誤答 一同じ誤答 1 4 
151 誤答 一 銭なる誤答 1 1 ζれにも組出を説明するととができない。との141，(5!のものは
全問題を通じて ，131よDも一段と成績がよぐ左い。
ζのCJI)からCJ¥T )までの全問題の応答を ，正答段階町ぶじて汐〈む基準によって点数化してみた。
金問題(日間)正答りもの 1 0点 (次のように減点してい() 
Cll)一，二.三 rm)-Cl¥T)二…...・H ・.B. 0. 5点 C，1点 可X1. 5点
CIIf)二…・H ・H ・..ア，ゥ，.:r:.， '点 rIV ) -...・H ・"X ，l点
CIVコ三……….j ，-1 ，ウ 1点
この計算によると上の(11-15'<2.暗証!)_f;j:汐くのようκ示される。
人数!最高 最低 平 均
(1) Iエ-N・エ 54 守口 3. 6.7 ( 6. 7 ) 
1 5.5 5.5 
(21 I.ェ-1Vゥ 3 6.5 4. 5 5.5 
(I「 5 6 2.5 (3) ィ-]¥iェ ι 6.5 1.5 3.81r (4.1) 
1. rゥ-IV江 ι 2 4.4 I I ".
5 5 3.9 
141 Iィ-]Vィ 2 3 金平均4 ";?-. 
Iウ-]¥Tゥ 5 4.5 1， -O. ~ J 之4
トーー守
1 五5 I 3.5 
Iイ-!¥Tア 45 I 4.5 
(5! Iィ-]¥Tゥ 1 2.5 2.5 
Iゥ-1Vア 7 6 日5 五4
Iウー 1V-: 1 6 白
白h酔 割-ー・園田司--
また， 1 U目白の成績を成立.j，ljv亡示す とか刷 うになる。
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1 
1 
5.3 9 
日6 
へ¥、一一----唱ー
lU 
4 J ??
点'0 9.5 9 8.5 8 7.5 7 6.5 ι 5.5 5 
次VCj混入をlぷ草剤頃vc示すと次のよろ l吃な る。
番号 5段階 ID-
I¥T 
点数I II- 一
調 段 忠、 歪回五同 感 土 ど 語 I 
含: ν、 ν、 怨 び ν、問 出 題 ん と題 ( の ( 
と と 言己 指 ドj
と 選 l司
1，.] 現 述 .b 択
一 落 在: ) 摘 宅芸 7て ) じ
1 5 切ー A A A A イ 。A ニ巳
2 5 ヱL A A A A イ 。'A 三巴 10 
5 5 ニ乙 B A A A イ 。A 主L 9.5 
4 4 ニ1:. C A A A イ 。A ニE ? 
5 5 = A A A A ア 。A ニ乙 ? 
ι 4 ご主c A A A A ア 。A ニ乙 ? 
7 5 ニ1:. A A A A ウ 。A ニr. 9 
8 4 ニエ:← A B A B イ 。A 二主c P 
? 5 よl:. A B A A イ 。B ニ1:. P 
， [J 5 = B A B A イ 。B よ乙 8.5 
1 1 4 ニ工. A A A A ア 。B 二王 8.5 
トー
1 2 4 二Z B B A B イ 。A ニI:. 8.5 
13 5 ニ乙 A B A A ア C A = 8.5 
可 J. 5 こ主L B A B B イ 。B 一司 ー 自
， 5 4 =巳 A A B B ア 。A = 8 
1 6 5 よ乙 B B A B イ 。B ニ乙 8 
1 7 5 一守 B A × A イ 。B 二r:. 7.5 
1 8 4 ニ乙 C ム A B ア 。A よE 7.5 
1 9 5 ~ A A C 3 ア 。A .:<:. ヱ5
2U 5 ニL B A B B よ乙 。A ~ ヱ5
21 4 ニr:. A B C A ア 。A .:r;. 7.5 
22 5 』ニ B B B A ニE 。A ニL 7.5 
23 2 ニ玄L B A C B ア 。A ニr. 7 
24 5 ニ乙 A B C A ア 。B =巳 7 
25 2 ニE B B B A ニI:. 。B = 
26 4 -'!'- A B D A ウ 。C 二:J:.
27 i ニ1:. ‘ C A I C イ O! B ザー g 6司
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~ 
45 a .i5 5 25 2 1.5 U5 
番号 5段I~ I 1- 血一 一 W 点数一 一
調 段 ，出、 言告 感 ヨ= ど 僻 I 食. v、 1/1 銀 ひ ν、問 出 題 ペJ と題 ( と ( 
と と
記 Pす と 選 同
柿j 現 述 指 A当 択
落 在コ
) 摘 谷 た ) じ
51 4 :r. B C C A ニ工 。C = 5.5 
52 3 ア C B C B 孟置与 。B ニE 5.S 
53 3 ニ丘 C B × C イ 。C ニ乙 5 
54 3 :r. B C C B ニ工 。C = 5 
55 4 = C C B C ニE 。B = 5 
56 3 :;s;. B C C B ニz 。C ニ工 5 -
57 3 ニ工 B × B C り 。B ニL 5 
58 2 イ × B × C イ 。B = 5 
59 玉 ウ C B × トー 一ー一
C = 。A ニヱ:ー 5 
品目 五 ニz B B C C ニ:L 。B ウ 4.5 
61 3 ニ工 B × B B ニL 。× ニzニ 4.5 
62 5 イ C B × B ウ 。A ア 4.5 
63 2 ウ × C C B ウ 。』五 二E 4.5 戸ー
ー4
3 ウ C C C B ウ 。C ニE 4.5 
65 3 ウ B × C A ニz 。3 ア 4.5 
66 3 ウ C B × B ニz 。A ウ 4.5 
6 7 3 ニE C B × B ヱ工 。× 一申 d 
68 3 ニz C B × C ニ工 。C -"ニ 4 
6 9 5 :;s;. × B C C ア 。C ニ巳 4 
70 5 = C × × B ウ 。B = 4 
71 2 ア × B × C ア 。B ニL 4 
72 5 イ C B × A プ 。C イ 4 
73 2 ウ × A × C ニzニ 。C ニL ι 
74 5 ウ C A × B ニE 。C ア 4 
75 :2 ウ B × × A ニE 。B ア
76 5 ウ × A × A ニE 。C ウ 1
77 2 ア × C × C ウ 10 B 
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|点数番号 5尉t皆 I l[- 到一
N 
一
調査 段 忠、
三U吉L玉J !議 士 と ロ這五ロ I 
い し、 :tt び し、問 出 題 Iv と題 ( の ( 
と と 百己 内 と 選 l司
|司 現 述 指 」土 択
落 在t ) 摘 容 た ) じ
2tl 5 ニ巳 C A A C ウ 。B = 6.5 
29 4 二主ニF B A A × × 。B ニ乙 6.5 
30 2 二工 B B C B ア 。A 6.5 
3 1 5 ニE A B B B ア 。C 6.5 
32 5 ニ工二 B B B A ウ 。C 6.5 
33 4 之乙 A 。 B A イ 。C 、コ 6.5 
34 5 二乙 B B C B ア 。A 二工 6.5 
35 、之， イ B B B B ニ玄二 。B ニ工二ー 6.5 
36 4 ウ A C B C = 。A .:r. ι.5 
37 5 .コニ A A × C ウ 。B ニL 6 
38 2 ニ乙 B A × B ー 。B ニr. ι 
39 5 ニ乙 A B C B プ 。C ニ乙 ι 
4口 4 ニ乙 B C B C ニL 。A ニzニ ι 
4 1 3 ア C B B C イ × A '"ニ 6 
42 4 ア B B C A =巳 。A ア ι 
43 5 ウ B A B A ア 。C ア 6 
44 3 ウ B C B B イ 。B イ 6 -1 
4 5 4 静甲一 B A B C ウ 。B ウ
4 6 3 ニzニ C A × じ ニz 。A ニ乙 5.5 
4 7 4 ニz B B C C ァ 10 B ニL 5.5 
48 4 ニz C B C B ウ 。B 二r. 5.5 
49 5 .:J:. B B C A イ 。× ドーーーー一一一一ー戸一ーイ 5.5 
5 u _Lユエ × B C A ヮ 10 B 5.5 
ζの一覧表でみると， 8点以上のものは，多少の難点はるるにせよ，だいたいとの文章の読解がで
きていると考えてよいであろう。そしてととでは語い力(附に自由言民主〉がすぐれているというとと，
rID Jの感怨の指摘，主題内容のとらえ方など文革の本格的読みに関する部分がよいというととが，
明白と此政するとき，特徴的にとらえられる。
7.5-7の段階になるとややむらがでてくる。 詩いが選択肢ではできるが，自由記述ではできない。
(ID )=の主題内容にせまる読みがあいまいになって〈る。
6.5の段階になると，上に述べたととむ他にr皿〕ーの感怨部分の指摘も附難なものがふえ，さら
に語いの選択刀もあやふやになる何(特にとの段階に， ~司向記述である程度できた語いが，選択肢で
はできなくなったものがかなPある)
6以 トになると諾いの自由記述はほとんど℃きなくな.!J，ClllJの般恨部分り指摘や主題内主さにぜ
まる読みも，またrI)Cl¥T)三の走塁論的な問題もすべてあやふやになってくる。実はrN)一 ，二
-16ー
I I lUー W 点数 l一
調 段 J'.!}，、 語 感 主 ど ロ言まロエ I 
問資f し、 し、 G懲 ひ
し、
出 題 と麹 ( の ん ( 
と と 言己 内 と 選 l司
l司 王民 述 指 J、 択
一 落 1i: ) 摘 谷 た ) じ
78 3 ア A C × B ニエ. 。× プ 3.5 
79 3 ア B C × C ニL 。B ア 五5
80 3 ア A × C B .:<. × R ア 3.5 
8 1 2 ア C B i占 A ワ × × ウ 五5骨一
82 2 イ C B × × ウ 。C ニ:<. 3.5 
83 2 イ B Iヨ × C ニ巳 × C ニL 3.5 
84 2 ニエL C C × C よE × B ニr. 5 
85 2 ニr. C × × C × 。C ニ:<. 5 
86 日 ア C B × C ウ 。C ア 5 
87 2 イ × C × A 一守 C C イ 5 
88 2 イ A × × C ニL o C イ 3 
B 9 2 ウ C C × C イ × B ウ 3 
?日 2 ア × C × B ニE × C ニE 2.5 
9' 5 イ × A × × ウ × C ニヱー 2.5 
92 3 イ B B × C ア × B ウ 2.5 
93 2 ウ × B × C イ × C ア 2.5 
94 T イ × C X × ウ 。B イ 2 
95 1 ウ × C × × ア × B ー 2 
96 1 ウ × I占 × × イ × C ア 2 
97 5 イ × B × 日× ウ × × ニL 1.5 
98 I ι ，、 1/ × C × × 一守 。× ウ 1 
99 T ク x I C X × ニ乙 × C ア 口.5
1日日 ウ x I × × × ア × × ウ i-0.5 
を誤答していて，CWJ三の問題ができてもとれはCWJ三の問題を本当に恕解して正答したとはい
えないわけである。しかし，乙れを，ただちにCWJ三をでたらめに選釈して，偶然正答を得たのだ
とi断ずるとともできない。子どもにとって，段落の問題は段落の問題として ，請いの問題は語いの問
題として，感怨む指摘は感怨の指摘として，C W J三のような問題は[lV J三のようた問題として，
それぞれに応答するので ，ζれらの街|に一貫したものがあるわけではない。そうとでも考えなげれば，
問題どとの子どもの反応の復雑多機性を ，あたかもでたらめな選択としか思えないようなとれらの選
釈を，解釈できないのである。
ζうした混とんとした，あい1まいな説解刀が，次第にコンクり ー トになり ，E論的に紛のと会った
読みが成立していく過程が，そうした発達段階が ，いま，との 1白日包の簡を結果となってあらわれ
ているように盟、われるのであふ。
そうした点からも，とのあいまいな読解力をコンクリートにしてい〈ためには，読解力の個々の妥
- 1 7ー
素的な刀を方IJ_qにそれとして指導していくのでなぐ ，常にそれらを文章を読むという本格的な読みの
長噂にかえして指導していぐととか本当なのではないかと思う。
1 8ー
(中学 5年)
?
?ネ土
題問査調
や毛主と
次の略年表は・大和時代から平安時代までの大l控と関係のある いく つかの恐がらについて示し
たものですo 路町の 1・2・5・4のそれぞれにあてはまる事がらそ・下のヒゴの中に示し
たアからカ までの中から一つずつ選んで .その肥培ぞOで囲みなさい。
9ooe ??
? ??
???
1iこ時安平
???
，
700 
. 
大白
EFi 
600 500 400 
1 
???
?
?、?
?? ? ?
????
??
っ?
?
?
?
ft 
1「1
H-1 
時華日大
??
???????
?
???
????
初めて蕗ニ使い巻おくる
とのζろ初めて脊銅録や鉄総が伝えられる
初め て唐に使いそお くる
イ
コこ
いな
とのζろ初めて稲作の技術が伝えられる
初めて仏教が伝えられる
とう r うf~匹、じ
唐招提等が盛てられる
???
カ
分析的問題
次のに二1にゐるアからカ までのととがらについて.(i)から⑥までの悶いに答えなさいo ただ
し・ 回答のさいには ・1つの符号だけは 2回使って《ださい。
と抗吻めてば仰 J錠術が伝えられる
ずい
初めてF遣に使いをおくる
初めて仏教が伝えられる
むのとろ初めて宇f錦紛争鉄著書が伝えられる
??
ウ
唐招提寺が重量てられる
コニ
オ
初めて唐に使いをおくる
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プI
① 1 7条の緋にE開を与えたでさとと金・アからカの中から一つ滋び ・その間合l-rω
仰に容さなさい。 ①「一一~ -_ー
@ どんな影畿を与えたか.下の( ) (J)申に制明しなさい。
OC ) 
ω 弥生文化に影響争与えたできとと;a.ァM カ乏での中から二つ削・その符婚を仁?の
申r軍事きなさb、。
ω{(: 
がん1:'孔
匂)銭其に関係あるできごとを・アからカまでの申から一つ沼んで仰を亡コの中に香きなさ
事l[二二コ
りつbよ'
⑤大辞令;二影響を与えたでさととを一つ週んで ・その問を仁二](7.)$1こむきなさい。
@仁ご二コ
{守 どのように影響を与えたか ・下の ( )の中に鋭明しなさい。
⑥( ) 
⑦ 1 7条の滞空注ぞつくった人は維ですか。人名ぞ( )に脅さ・その人が行なったζ とを・
アからカまでの川市一つ遊び・ その符管舎仁コの中に啓さなさい。
⑦( ) i 1 
伊奈良時代のできごとを ・アからカまでの打、内一つ選び ・その問ぞに二jω中に暫:きなさ
調査問題のねらいは次のようになっている。
古代にむける大陣文化の伝来についての年代自拙解
大|純文化の影響についての政鱗
明 I j 
‘ ー
とれに対して， 分析的問題は選択枝として示された各項についての知織かよび，それと年表中に示
された事項との関係を，どのように迎解していふか，という ζ とをみる目的でつ〈られた。
(1) 仏教の旬長について
ア イ@ェオ カ
調官問題については という応答分布を示してい
• 22 • 1日. 35 I 29 • 4 .。
る。すなわち， 正答である仏教の伝来については 3 515 ，弥生式文イ1:f\:~帰する選択肢(ア，ェ)
に 51 おの応答がある。とのζとは，盆表中の項目「とのζる大|快から帰化する人が多い」とい
うζ とや 17条の織法などとの関係を考えずに，年表中ω笠欄の位置を，単に古代と考えて応答
したのではないかという ζ とが考えられる。
ぞとで ，分析的問砲の任)1 7条の憲法K影緑を与えたできどとKついてのよ応答分布をみると，
アィ 内 ェ r カ無
o ， 24 ， JZ ， D • 14 ， T7 ， s となって-:'-!JI称生式文化に闘する選択肢へ
のJ.f:.、答は全〈みられない。分保η商鱈で正答した 42 gのうち，20名が ，制笠間勉では弥生式文化
に関する選択肢を選んでいる。しかし調査問却で正答であった 3 5名が，仏教伝来と 17条悩楼
の関係を考えられるかを分析的問題でみると ，， 7条?超法に影響を与えたできどととして進随使あ
るいは遣皆使を選んたものが 35名のうち 20名もいる。
また，調査問題で弥生式文化に関係する選択肢アまたはニに応答した 51包が分析的調題にな
いて 17条の慾法に影毒撃を与えたものとして ，仏教の伝来ζlぶ答したもの 20 g ， j盆随使とした
もの 13名，造的:(だとしたもの 10名，その他となっている。
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次に ，仏教の伝対とが 17条の詰訟法にどのような影鮮を与えたかを記述させる問題包》についてみ
ると， 1 7 条軍~tおこるる仏教の信 rll舵ついて記述できたもの 1 Uおで，とれは前問にないても正
答であるが，ij局金問題で誤ったものは 5名合まれている。
ζれらに闘述して，弥生武文化についての知識をみようとしたゐが， (みである。正答は当然ア，
エであるか ，両者ともに正2さであるもの 79名である。調合:間勉で弥生式文・化の逃択肢を選んだ
5 1名のうち ，とζで両者正答のものは 41包でるる。との d 1ちIoうち 17 t万九前同の 17 
条慾法に影響を」子えたできごととして正答の仏教の伝来をあげている。
ζれらのζとから.選択肢ア， エが弥生武文化に局長1するととがらでih!?，17条窓口;と仏教伝
染とのi鉛係か，分析的|問地では止解されていながら ，年表に記入する制1.1制Nfでは誤答している
生徒がかなDみられる。とれらの生俳は ，分析的問題のような具体的な問いに約しては正し〈反
応できても ，関白f同題の主うに ，年壌の中に位恒づげるために ，年表。中に記載されている歴史
事象との制係や，上欄む何l世紀か，というととから，.i::し〈選択肢を選べなかっえわけで怠る
が ，その組出として問題。形式が忠、考するそFがかPとなる具俗的危陀史年象の記載が年表に乏し
いという ζ とも一つの原因であるう。
をた ，調'ff.問題で正解しながら，分析的問題①ができず，遣息{交が 1 7条完封法と関係あPと誤
まった判断をした生徒は ，ζの年表の問題の全保健造からみると，選択肢と年表にま撤されてい
る歴史JTi象との関係を製解して正答しているといわれない点かあると考える。
(21 進~1使について
ァ @ウェ
調合問題についての}.i:，::ムJ、布は I 9 ， 33 I 13 ， 9 ， 11 ， 25 となっている。
との問題に恥いても弥生式文化刷業!する選択肢(ア，=)に 18名の応答がみられるのは，弥生
式文化 ，1 7条貫録法の両方にわたって正しい知識をもっていなし、ζ とがうかがわれる。年表中の
分 祈 的 問
選択枝4 ア @ ウ ニz
ア 1 4 ， 。
動
@ 。21 。。
省i
ウ 1 7 日 。
問 ニz 日 2 1 。
題 オ 日 口
日
寸3 1 8 。ロ
言十 E 43 2 。
題 包‘
オ カ 無
T 1 
5 4 5 
。 5 日
2 5 T 
6 4 口
4 1 1 1 
18 28 6 
昔十
9 
33 
13 
一q 
11 
25 
， (J日
1 7条H益法ととの問題の宮戸欄とが看守
絞しているととと，選択肢の内容と
から ，墨絵T太子一追随使という連想、
がうかんでとな付ればならない。
分析的問1lTでl;t，その意味で ，
1 7条調節法をつ〈った人の名を記述さ
せ ，その人が行なった ととがらを選
択校から遊ばせる問題としたのであ
る。調査問題と分析的問題~ャての
!と;答の倒係同援のようvct.γγていら
人名の記述については ，正答の聖
併太子としたもの 77名でるJ，聖
待太子の行なったととに対する正答
イを選んだもの 43包である。 をた，
E伊太子白人名と，行なったととについての両者に正答したものは 38名とえZっている。
上表からわかるように，調査問題c分析的問題の聖書常太了の行なったζ とにフいて両者の正答
は 21名であ !:J，鵠査問題に正答であった33名のうち 12名は，分析的問題では，唐招餐寺.
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遣唐使などに分散している。
ζの年表の空欄については， 1 7条懲法の制定という歴史事象から聖締太子を怨起できれば ，
I盆随使もそれと関連して連怨すると忠われるのであるが ，実際は ，聖者会太子と怨起できても ，進
随f吏と法島l吏を混同しているものが多い。つま!?， ， 7条滋法，聖緋太子，1崖馳・1だが関係づげら
れず ，断片的な知識として把持されている傾向がみられる。
(31 泣唐使について
調査問題について考えてみると，年表中の空欄の位置から， 1 7条続法，追随使に続ぐもので
あ!J，さらには，次の大主律令へと関係をもつものとして考えられなければならない。
ぞとで，王子析的問題⑤，⑦では ，まず，大宝律令に影響を与1えたできどとを選択肢から選ばぜ
(司 ，さらに，どんな影響を与えたかを記述させるもの(めである。
調査問題と分析的問題。についての応答状況の関係は下表のようになっている。すなわち ，調
査問題にかいてはカの遣唐使(正答)3 3名とオの康総提寺27名とが1記圧してみられ，分析的
問題では ，進唐使(正答)3 7名， イの遺随使24名となっている。との両者の聞係についてみ「| 五査 問 題 | ると，両者正答は， 2名で，調を間
!mで大安律令に影響を与えたものと
|吋ァ!ィいi己斗恒三l し山え坤丸山f~8 t;，仏
ア I0 I日戸I1 i 0I 1 î~ J 教の倣，唐招閉山と分散し
分| イ 2I 3I5 I日I6 I8i24 
析|ウ111215101215115
的|ェI0 I 1I 2I 1 I日I1 I 5
問 | ォ I2 I 1 I 0 I日I5 I 5 I、5
題 Io I 1 I 2 I 6 
(5i1 無| 日 I1 I日
言十 I 6 I 10 11 8
てた!)，また ，分析的問題で大宝律
令に影響を与えたものを逝唐使と正
解しながら(3 7名)調査問題の年
表については ，唐紹提寺(1 2名)， 
仏教の伝来(6話 )ーとなっている。
介析的問題債で，大宝律令にどん
な影響を与えたかの記述についてみ
ると ，上述の調査問題と分析的R2
両者に正答した ，2名のう ち， 正し ぐ記述したものが5名，誤ったもの 3g，無記入 4名となっ
ている。
まt，調査問題では誤容であったが ，分析的問題@で正答であった 25名にフいてみると ，正
答と考えられるもの 6名，誤Pのもの 6g，無記入 ，3名である。したがって ，泣唐使が犬家待
令に及ぼした~響について正しく記述した者は 1 1ちである。記入については無答が多(， 5 2 
名の者は全然言己入されていない。 ζれは分析的問勉 ，②の記述問題にbいても同僚な傾向がみら
れ ，記入があったとしても記述の依をなしてい!ないもの ，意味のまった〈とれないものがg立つ
ている。
ととでも ，遣唐使一大京律令の関係が ，よ〈杷揮されていないため ，問題場面が変わると ，で
きたb，あるいは，できな〈なるという傾向がみられる。つまり ，年表の調資問題ができたから
型解されている とはいわれない生徒がいる。と同時に ，調査問題ができないから ，わからないの
だともいわれない生徒がいる。雄主唐使と大宝律令との関係をじゅうぶん把握しきっていない傾向
「その関係を正しぐ記述した者は 1・1名である).がみら れ る。 しかし ，それができなが
- 2 2-
ら，な主P品til住民自にぶった者ー が 6名もいるという ζ とは融tfl:j勉の形式ともl剥係があるう。それ
は後でまとめて考察するととにする。
t4J 唐招提寺の建立について
鞠 食f 間 題
陣択桜ア イ ウ
エ 1 ~ I 
分 ア 。 T 。 日 日
析 イ ロ 2 4 。 5 
的 ウ 。 5 8 。 1 9 
問 三巴 。 。 日 。 3 
題 @ 5 6 
。1 2 
@) カ 1 4 。 1 1 1 
吉l 1 
てのI，t.~・の除l係 I;l:上表のようになゐコ
カ
T 
5 
5 
T 
5 
1 
計
2 
1 2 
3 5 
4 
2 9 
1 8 
誌を問勉に事、いては，選択肢と空
欄ゐ位置とから，とれか奈良時代の
できどとである乙とが怨、起されるか，
鑑兵の名から ，逃唐使ーとむ関係 ，そ
して奈良時代，と怨恕するか，いず
れにしろ ，との問題は著しぐ言回意に
たよる問題である。
そζで，分析的問題では，選択肢
の中から鑑其に闘係あるできどとを
選ばせるもの〈き)と ，奈良時代のでき
ごとを遺書ばせるもの⑤とを与えてそ
の辿解をみようとしたものである。
ミず ， 的 l:~ri.!J ，';j1と ， 鉱誌にI英l係あ
るできどと(介析的問題@))につい
調査問題での正答は 48白で， ζの三間勉の中ではいちばん高い。しかし，とれを鑑其と結び
つけるととのできたものは ，4 8 ~のうち 1 2名しかいなし、。分析的問題で錐真に関係づげられ
たものは 29 .r，である。さらに分析的問頴で，鑑真zと仏教の伝来(ウ)を結ひつけて考えたもの
が 35 gぁJ)，制官t問題で正答であった 48名についても，そのうち 19名が鑑哀を仏教の伝来
と結びつ付て公!)， llEJのものがirt唐使の派遣と結びつけて考えている。鑑真治ザ曽侶であると
いうととから単純に仏教の伝来と結びつー付たのではないかと忠、われる。 逆にいえば，唐招提寺か
ら鑑真の名を怨起して解答したものはきわめてわずうなものであるζとがわかる。
分 祈 的
ウ ごま二
ア o I 1 1 日
調 卜一
イ 日 6 2 。
省f ウ 1 1 5 1 
同 =ι 口
。日 T 
一ー ト一一
@ 。 4 
題 ト一一一一 ーー -ー'-ト一ー
カ 。。z 日
害十 T 9 1 tl 3 
問 題 @ 
@ カ 無
。。。
6 1 。
7 3 。
。。日
一ー ト一一 ト一一一一
3 6 s 1 
1日 4 。
591~ 1 
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計
2 
1 5 
， B
T 
一ー
4 8 
1 6 
1 U 0 
次に ，調静男題と奈良時代りでき
どと(分析的問題@)の応答との関
係をみると左表の去うになる。
をず ，鯛育問題の正答 48名のう
ち36名が ，奈良時代のできどとと
して法招提寺(正答)をあげてÍ>~ fJ ， 
分析的問題で奈良時代のできととと
して止答でふった 59名のうち 36 
名が調資問題でも正答だったという
ととがわかる。分析的問題で，書招
Jヌ・寺の楼立が余良時代のできどとと
して正答した 59名のうち ，調査問
題では込皆f吏のj京地‘としたもの 10 
名，仏教の信長としたもの 7名，治l抱使の派泣といたもの 6名がみられる。と ζで，謝査同地と分析
的問題についての応答の闘係をみると左のようにt.tる。
調査問題 分析的問題
金) @ 。 。0 ・。 。 × 。 × × 。 × 。
× 。。
× × 。
× 。 × 
× × × 
J，6:答数
7 
5 
7 
2 9 
7 
1 6 
1口
1 9 
すなわち，倍招提寺，紘真 ，奈良時代の三者が段l
連づりられて必I出できるとJぷわれるもω7話，}き招
提寺，奈良時代の二者についての似起が 29包，政ー
任問題では誤りであったが分析的同題の奈良時代で
鎖性亡きたもの23行，全〈知識，川解がみられないもの
1 9 gというようなととが考えられるのではないだ
るう7.)'0
そして，制官問かで唐十G提寺を選択したもの(正
答)は，ぞれが鑑具に関係ある ζとまでφJ盟解はな
( ，ぞれが奈良時代であふととから応答していると
とが考えられるのである。
ζ の年表の調査問題 4問をと:l5・してみると，全開正答4名， ift馳j吏，土位厳f史， 唐招提ミ与の31句正答4
%がみられるのである。
以上の介析をとなして， ζ の年表陀文すした生徒o知識と，思考の傾向をみふと，割合:問題には正しぐ
答えられなかったが分析した問題には正し〈応答できる生徒がいる。 ζれらの生徒は具係的な問いか
けに苅しては正し〈答えられる知識迎解はもっていふと考えてよかろう。
しかし，詞脊慌伊の年表に記載された程度の少ない歴史事象と関係づけて，広い範聞の歴史の疏れ
に位置づけられるほどに把撮していないととがうかがわれる。また， ~均在問題に正解しながら，介析
された具体的な関係、が誤っていみ生徒もい荘、。
ζれらの生徒は，選択肢から選んだ歴史事象と年表に記載された際史事象との闘係を笠u解して正答
しているとf;:いわれない。年表に闘する問M:iは選択枝として示された歴史事象を歴史のぬれに位置づ
けるわけであるが，その時.年表に記載される歴史事象の数が少なぐなればなるほど，年代に闘する
詞意iヒ基づいて応答しなければならない。との問題は約 50口年にわたる期間をとっているが，それ
に記載されている歴史事象は 4つでる!J.選択肢と関係づげて考察し ，正答するには何回かの推論を
重ねるか，年代を言己憶していなければならない。正容とされた歴史事象の性格からみて細かい年代の
間意を要求していふわけではなかろう。したがって年表に記戟されている歴史事象dつのうち，とぐ
に前の 5つは思考の手がか Dとなる重要な意味をもっている。そのようなととを生徒が迎解しないで
(つま!J.とういう問題形式の場合の考え方がわからな()年代に関するふじ崎うぶんな言粛に基づ
いて応答したのではないか，というととも考えられるのでるる。また ，/]'1問 4の唐招棲寺のどときは
奈良時代にできたという記憶が，問題を解ぐ重要なカギになっている点など，もう少し思考の手がか
りとなる歴史事象を記載したら応答も変わっていたであろうと考えられる '0
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調査問題 I ~J、間務管 i， ， 
I j尽平均一一
|会凶平均
? 
2 4. 5 
3 8. 9 
とたの当[L;l:・武家社会の時代のできととについて述べたものですo jどを読んで .問いに答えはさ
む、。答えは・下のそれぞれのア .イ .ウ・工の中から辰も適切なものぞ選び ・ その符号を下の
仁 二 コの中におきなさい。
多くの武士が斑西岡敏に分かれて 11年刷む戦ったので ，都はほとんど焼け野原となった。
① 都での戦いの後の社会のようすは ・どのようであったか。
ア 天王註は・京都から青野に移り ・それから 6 O!:g近く、戦舌Lが統いた。
イ 戦舌しの時代が ・約 10 0"'誌にわたって続いた。
ウ 守護.地頭ぞ恒九 ζとを朝廷から許され・武家政治の基胞ができた。
ヱ 外出がわが閣の関岡ぞ求めたので晦鍛誌の酬が盛んになった。 I i 
@ そのとろ栄えた都市は次のどれですかロ ア からヱ までの申から一 つ選んでその問を亡コ
の中に笹きなさい。
ア 江戸 イ 長崎 ウ山口 工平泉
分析的問題
1 次のきEは ・武家社会の時代のでさととについて述べたものです。 ζ の交を銃んで .白から(訟
i一一一1までの問いに答えなさい。答えは・下の Iの中に符母で軍墜さなさい。
多くの民士が東西町議に分かれて・ 11任問も戦ったので .都はほとんど焼け野原と1;{った。
都での戦いの後の社会のようす;正.どのようであったか。
ア 天重量は.京都から舌・聖子に綴り・ それから 60年近く .戦苦Lが続いた。
イ 職活LωI時代が ・約 10 0年にわたって続いた。
ウ 守護 .地頭を健く乙とを朝廷から許され .武家政治の基礎ができた。
ヱ 外闘がわが闘の開闘を求めたので ・主主皐媛爽の主主動が盛んになった。
① あなたは ・先ほどの問題をとくために ・上のアから工 までの中から一つ選びだしました が ・
それはどんな戦いを考えたからですか。次のアからカまでの戦いの中から ・あなたの考えた戦
いを一つ選んで・その符号剖ー_jの中に容さなさい。
また .アからカ までの戦い以舛のものを考えたのであるならば ・その戦いを キの ( )の
中に腕亡二10..)$にキ砕きなさい。
けんむ 品し.jJ古'1こかうじくす"0，)色ま~Uf lr，ったよしさ1~
ア 建武0.>新政に不満ぞもつ武士脅集めた足利滋氏と補正茂 .新副議員らとの戦い
イ 商闘を謀総とした平氏と ・関東地方に根拠地をもっ源氏との戦い
ウ 京都における百五三掛爽の志士と幕内側の役人および新選組との争い
エ 山名氏と細川氏の勢力争いが将軍家のあとつぎ争いをきっかけに してはじまった戦い
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オ 江声t三3ぷ)1?'ひらいた徳川示E善が ・大阪織にたでともる捗箇主号車両を攻めた戦い
は言〈肯C ん
カ 京都(7j-~お植弘司令は Eさんでの . 1:'1.工い夷 (，:tぇ州毎とJ~1l1l合守るみ府およびZ歯車警の兵との戦い
キ(.'・ )
仁て二ゴ
(2) 1 の5[として.しめされた腕いのあったζ ろ栄えた前例Z次のとれですか。アからエまで
山市一つ滋んで・その符号ぞ11岬に帯さなさいc
ア 江声 イ長崎 ウ 山口 ヱ 平復
(込) なぜ ・その郁子日が栄えたと思いますか。下のアからカまでの中から一つ選んで ・その符唾去を
「一一寸の中に容さなさい。もし ・それ酬の趨由で巡んだのであるなら ・あなたの湾え
た理由&キの( )の中仁笹き ・I二ゴの中にキと岱きなさい。
ア 務府の所在地で人口が非常に多く ・B若業も宛還していた。
イ 奥州に鈴JJをもってい~i広告原氏がとζに中 t'~寺をつくっていた。
ウ ポルトガJレ船が入港し ・港町として ・またキυスト教の町として栄えた。
エ 前氏のつくった天電寺船の三基地として栄えた。
オ 大内氏の対明貿易による発展ゃ京都嵐の文化が栄えた。
カ 鎖国中.ただ一つの貿易港で .西洋文化がはいった。
キ(
前夜間僚のねらい 武家社会の時代に合ける政治上の合もなできどとについての知識や理解
応仁の乱後の担金のようす，山口についての知識や迎解
関脊:~臓は問題文中の武家祉会 ， 東西岡駅，日年聞の戦い ， 都の荒廃というヒ ントから応仁の苦L
を怨起させ，その後の社会の状態との関係を正し〈把熔できるかをみたものである。
とれに対して，分析的問題にないては ，その主うな問題交のヒントからどのような戦いを恕起した
かを明らかにし ，調資問題との比較分析を通して理解状況をみようとしたものである。
(lJ 詞金問題Q)亡ついて
調査問題は東西両軍， 1 1年間の戦い，等から戦いの俄刷会のIうすについての忽解をみようとし
ているのに対し ，分析的問屈では ，そ ζに示された戦いそのものについての理解をさぐろうとす
るものである。との両者の応答分布の関係は次のようになっている。
調 査
分 ア <1>1 
一一祈 ア 、2 2 
的 イ ， 1 4 
問 ウ 5 。
題 @ 4 14 
オ 3 日
問 題
ウ 主巳
2 。
8 。
3 2 
6 1 
2 
百十
， 6 
23 
1日
25 
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左表によると， 詞任問題についての応答を
みると ，怨武の新政について 41 ~ ，源平の
争いについて 28名，正答である応仁の乱に
ついては24名し刀、みられなし、
そこで分析的問題にないて，どのような戦
いを怨起したかをみると ，正答である応仁の
乱に 25名， 隊平の争いに 23名，南北朝の
争いに 16包，蜂皇鹿夷の戦いに22名，と
いうように，平均して分敬している。
カ 4 2 4 
キ 2 5 
無 。 1 
計 41 24 28 
z 
。
。
7 
1 2 
6 
2 
T日日
との両者について}.e;答の闘係をみると ，調
資問抱で南北朝の争いに三手数近〈の 4 1名が
応答していながら，怨起した戦いについては
同じ南北朝の争いに応答したものは 12名に
すぎず ，他の29名は平均して他の選択枝に
分敬している。このζ とから ，南北朝の戦い
に応答した根拠は全ぐ定観性のないあいまいなもむであったζ とがうかがわれるのであ
る。
また ，調査問題で跡、平の争いについて応答した 28名についてみても全〈同ょうのととがいえる
のである。
とれに対して，調査問自で正答であった 24名についてみると ，たしかに 24名というのは少
ない数であるが，介析的問題に対しても， 一貫して応答しているものとしては最も多い数である。
すなわち，との 24名という数は少ないけれども，その大半は客観性のある史笑に即した根拠で
応答しているととが推測される。
をた，調査問題。選択肢をみた場合，正答を除いた他の三つの文は，いずれも ，はじめに状況
の説明文があタ結論文がそれに続いている。しかし，正答の選択肢のみ単に戦乱の時代治鳴り 1UO
年間続いたという主将文形式になっている。 ζ ういう選択肢の秘文上の違いも .その応答を考える
ときは考慮すべきであるが，また，ζれに応仁の乱という固有名闘をつけたものにすれば，応答
状況はかなÞ~化するであろう'と思われる。しかし ， との分析をと診しても ， 調査問題になげる
正答者の約41%(10名)は根拠が違ったものから応答しでかT.分析問題にないての正答者
2 5苔中， 1 1名は ，調官問題にかいて誤まった解答をしている。し;がも ，いずれも正答者は.5O 
%にみたない。ととでは ，史実を示ナコトパ(Jる;仁の乱)と，コトパの意味する具依的な乙とが
らとが結びつけられ，さらに ，それを歴史の流れの中に位置づ付るととがじ地うぶんになされて
いない傾向がみられる。
(21 調資問題@ 都市について
都の荒廃によって ，多〈の貴族や公殆f:7.)事を逃れ，山口に京風の文化が栄えたζとについての
理解をみようとするものであるが ，前間で惣起した戦いがカギとなるわけで.分析的問題では，
調査問題と同じかたちのものと ，さらに ，その都市が栄えた理由について出題した。
調査問題⑦
関 選択~買 .ア む ウ = 
室f ア
5 5 8 5 
問 イ
11 5 4 4 
題
@ 2 2 。。
@ '"ユ
25 1 4 1 6 日
計 4 1 24 28 7 
計
19 
22 
4 
55 
1 0 0 
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まず ，拐をt問題について ，前問の応答分布
との関係をみると ，友表のようになっている。
都市についての正答である山口には 4名し
かなぐ ，平泉55名，長崎22名，江戸 19 
名となっている。
前聞との関係でみると
南北朝の争い一一一平泉 2 5 g 
源平の争い一一一一平泉 1 6名
!ぶ七の乱一一一一一平泉 1 4名
南北朝の争い一一一長崎 1 1名
となっで"]，d
応仁の乱一一一山口と両方にわたって正答したものは 2名だけである。
とれらむとiとから推測されるむは，平泉に多〈反応した割出が，確信がるってなされたもので
な<.単に江戸時代以前という推定のみで， 平泉についての時代的な位置が鎖解されて会らず，
さらには山口についての知識がなぐ，平泉の印象が強かったというようなζ とからJ.f:;答の大学が
平泉に集中したのであるうと考えられるのである。
分
析
的
間
題
② 
調資問題 ② 
三f日@|エIHt7 1 81 1 01 4113 
イ 1 一一一一71141 01 6127 
C7.>!日1 t 1 2' 0' 3 エ41 61 21~~1 
言十 119122! 4ISSI'oU 
ζの都市について ，調査問題と，分析的問題②(調育用
語とまったく同じもの)との応答分布の関係をみると ，左
衰のようになっている。調含作1題について平泉 55名であ
ったのが，外祈的問題で 57 g ，正答の山口は 4名が3名
となって，目立った変動ほ見当たらず，両者む応答について
は平泉f'c4S名，長崎に 14 gかあ!?山口(両者E答)
は 2名にすぎfない。分析的問題の①で，惣起した戦いを明確にとらえさせたととが生徒のJ思考ー に影
響を与え，都市の応答に大きな変化があらわれるというととはみられ々かった。
分 |ァ|ィ|ゥェ@カキ無計
祈|ア 91 01 11 ul 11 11 1 日 13 
次に，その都市が栄えた理由につい
ての理解をみようとしたのが ，介析的
問題の(必である。前問の者E市と，その
栄えた恕由とについての応答の関係を
みると左表のようになっている。
的ィ ?日 12 1 3 日 1t 1 0 口 27
問 6 111 0 ~ 1 1 t 1 D 日日日 3l題エ 81301 11 61 51 41 01 3157 
⑨計 19 3 0 1 1 5 1 t0i 6 I 16 I 1 I 3 1 0 U ζの表によると ，前向で山口(正答)
に応答した 5名は ，明確な知識に基づいて応答したものでないととがわかるロすなわち，乙の者f
市についてはじ唱うぶんな知識，却解をもっているものは一人もいなかったという ζ とになるロ
栄えた型自については正答であった 6名についても，そのうち 5名は平泉に応答しているのをみ
れば，系統だった知識として身につけているものではないととがわかる。
ぎた ，f也の都市についてみると，前習で平泉に応答した 57 gのうち，平泉に対する正しい知
識をもっているものは 30名にすぎず，長崎については 27名のうち 12名，江戸についでは
1 3呂のうち 9gである。
とのような傾向を示した理由の一つは，山口に関する指導が，苅明貿易の基地としても，応仁
の苦Lと関係づけて考察するたしても ，じ町うぶん迎解させるほどの重点的な指導内谷として版 D
放われてはいないのでないか，というとと。さらに ，反応の分布状態からみて，都市に対する理
解という空間的な考慮が，歴史にかいてはなろそかになDがちではJをいか，というととが推測さ
れる。また ，その反面中学校の指導の現状フがらみて，との都市についてむ調査問題②は，昨年ー
か年歴史的分野に台げる学習をと会して獲得Lた知識，理解をみる問題としては ，細かい矢口識を
要求した難しい問題であるというζ ともできょう。
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数
?
(中学 3年 )
調査問題
囚右の図で ，直角三角形ABCの斜辺BCの申
点型~:i湿り .BC に霊線をひき， ABとの交点を
E とします。との~について，次の(1 1 (2)の 問
いの答えを.(J)についてはア.イ，ウの申から ，
(2)については，ア，ィ，ウ， エ の叩から一つず
つ選んで ，その記号をOで閉みなさい。
(!l ム ABCとムDBEとが相似であるととを B 
証明するのに，次の相似の条件のうち ，どれ
を用いるか。
ア ニつの角がそれぞれ等しい。
イ ニつの辺の長さの比とそのあい だの角が
それぞれ等しい。
ウ 三つの辺の長さが等 しい。
(21 A Bが 8cm， B Cが 1日αnであるとすれは
dBDE(7)直樹は ，L'l.ARCIJ);mmの間借地〉。
ァ十倍 25 イ ーー イ舌
64 
?
????ゥ?他
図右の図で，台形ABCDの対角総の交点Pを
返り .BCに平行線をひき ， AB との3とー点苦~ Q
とします。次の(1. (2)の「泊いの答えをア.ィ，ウ
エの中から一つずつ~んで，その記号をOで阻
みとEどさい。
AQ 
(1) 一一ーに等しい ものはどれか。QB 
ァ AP
BP 
イ QP-
BC 
ウ AD-
QP 
(2) A Dが 10 C7Il， Q Pが 6cmであるとすれば
BCは何センチメートノレか。
ア 9c祝 イ 12 cm つ 15 cm ヱ 2SC1l 
A 
¥ 
C 
D 
小間番号
県平均
全国平均
A 
B C 
小間審号
県平均
全国平均
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分析的問題
回右の図で ，直角三角形ABCの斜辺 BCよの点Dを
i通り ，BCに主陸線をひき .ABとの交点を Eとします。
と の図について， ム A BCと6DBEは どん公関係
にめるか。 ア，イ ，ウの聞から正しいと思うものをー
つ~んで，その記号をOで閤みなさい。
ア 合同でd!:る。 イ 相似である。
ウ 合同でも相似でもない。
同 右の図で， 薗角三角形 ABCの斜辺BCの申点Dを
通り BCに重量線をひき， ABとの交点を Eとしま す。
ム DBEは I百角三角形で ，またムABCと相似にとr
りますo 乙のi記について，次の①，ゅの問いの答えを
ア ，イ.ウの申から一つずつ選んでその記骨をOて由
みなさい。
① ム DBEのどBEυは6AsCのどの角に対応し
ますか。
ア ζBAC イどACB ウ ζABC
@ ム DBEの辺 BDはムABCのどの辺に対応しま
すか。
ア AB イ BC ウ AC
団右の図で ，L己ABCの一 辺 ABょの点 Pを通り .A
B"'"ど
B 
Cに平行線をひき .BCとの交点を Qとします。とのへ
図について ，次の① .(2)の闘い の答えをア ，ィ，ゥ，
エ の申から一つずつ選ん<::，その記号をOで囲みなさ
L、。
① AC -一ーに等レいむのはどれですか。
PQ 
ア AP-ps イ PB ~ B C _・BQ一 一一---AB ~ BQ - BC 
AP 
(2) :::. Iこ等 しいものはどれですか。
PB 
イ AC--- ウ BP-
BQ 
エ CQ-
D 
A 
回 ム A日BC山とム叫DE
ア BC-BQ QB PQ 
A 
B 
れ図のように 15cm. 1 2c仰m• 9 c仰mと，5侃 ，4伺， 3 /' '"ベ〈f 
Q 
GlIlであるとすれば ，ム DEFの面積はムABCの面積 /./ '" 
C 
C 
の何倍ですか。かくのア，ィ ，ゥ，エの中から一つ選ん B' 1 5 、C
で ，その記号をG"C"阻みなさい。
ア÷倍 イ ÷倍 ゥ す倍 エ +倍
国ぢの図で ，ム ABCの 一 辺 AS上の点 Pを通り .B
Cに平行線をひき .ACとの交点をQとする。
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μとごさF
乙の凶について・次の①.(g)の関いの答えをそれぞ
れ ア，イ .ウ，エの申から一つずつ選んで， その Rc号
をOで凶h なさ い。
点、 AP~l}. 一一一に等 しいものはどれですか。
'7' PB 
ア CQ ~ A C .. A Q --- ーー ウ 一一-QB ・ AQ - QC 
._， BC 
(2) ーーに等しいものはどれですか。.， PQ 
ア AQ ィ BP っ AQ-_.- .， -- .. ---
AC AB - QC 
A 
ヱ琵B三L-Jic 
???
????
回 右の図で ，台形ABCDの対角線の交点 Pを通 1) • 
B C~こ平行線をひき . ABとの交点をQとします。
との図について，次の①.(g) .ゅの聞いの答えを ・
それぞれア .イ，ウ.ェ ，オの申からニつずつ選んで
その配号をOで阻みなさい。
① AQ -一ーに等しいも のはどれですか。QB 
イ QP ~ AP _ AP 一 一---ーBC - PC po. B ァ企EBP 
オ Dp
PB 
{JD A D 一一ーに等しいものはどれですか。
BC 
アA.B ， AP ウ AC _ DP 一一 イ 一一一 ウ 一一一 エ 一一-DC PC - BD PB 
，.:.え AD
(3) 一一ーに等しいものはどれですか。
"" QP 
ア AB ， DP --- ---DQ ・ PB
オ AD-BC 
回 右の図で ，台形ABCDの対角線の交点Pをi祖り，
BCに平行線をひ き .ABとの交点をQとします。
との図につい て，伐の①.(g).@.(4Jの式の正しい
ものにはO を， .~ I..J < t;ct，、ものにはぷ3 仁コの中に
かさ .正しいものにはその廻聞を簡単に : 
の中に書きとEさい。
①二 ADP∞ム CBP己二コ
C 
A 
B C 
ーー‘ ・一.................・ 0・0・・ ・・・ ・・s・ー・ 0 ・・・・・・・・ー・ー・ー ・-・..・ ・ー ・・守.."， ・・・ ・・・・ e・・ー・・: 
ー ・ー 牟 ・ー・ーー.......ー・........................-..・ ・・・・・...・・・・・ ーー・ー..・・...ー ・-・・・・・・・・ ・ ・・ー.....・...ー・ ・ . 
(g) .6ADP∞ゐDCP仁コ
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... ...... ーーー・令・・ ・・・・ .ー...........・・・ー ・・ー ・ーーー ーー ・一 .， ・ー・・・・・・・・・・・・ ・ ・ー ・ー ・ー・ ・ー 一・ー・・ー・ー・田・
調 査問題のね らい
選択肢 ア イ ウ コこ 無 計
ijJ.¥j ① @ 32 5 1/  10日
盗ー 回 @ ⑬ 33 100 問 1 5 34 2 
題 ① 30 24 23 。o I 100 
回
(2) 。1 7 6f詰 日 100日
回① 三角形の相似条件についての盤解
(g) 三角形の相似比と面積比Kついてω理解
図① (2)台形において ，平行棋に闘する線分の比例についての法解
ζれを 6月実施のときの 10 0枚抽出によって正答をみると
囚① 44 (2) 15 図① 11 (2) 47 
となってお!J，調査問題中でもきわめて正答率の低いものでる!J.かつまた相似形についての基
本的なものが要求されていると ζろから分析の対象としてとタあげたものである。
分析的問題ω作成の方針として叫まず調査問題を実施し ，その結果がはたして正しいものである
かどうか ，また ，相似についての知識理解はどのような点でつきずいているかをみようとしたもの
であ!J，分析的問題についてのねらいとしては次のように考えられるであろう。
回調室問題白と類似の凶形について合同と相似の弁別
回j)(2) 相似三角形における対応する角及び辺の理解
回①~) 相似三角形における相似比についての理解
回単純な相似三角形における面積比についてω理解
回①@相似三角形における相似比についての理解
団(忌 (訟@調到句題固と同じ幽形において今割された線分ω比についての理解
回① (z)@④ 前間と同じ図形において分割されてできる三角形の相似についての理解
以上のような問題によって相似についての盤解を診断的にみようとナるものである。
まず調査問題の結果から考えていぐ。
調査問題についての応答分布は次のようになっている。
白 ① ζれは相似の条件について逆に問いかけ犬
問題であ!J.相似についての基本的なものであbなが
ら64名の正答しかみられないωは少ないのではなか
ろうか ，ζの問題がわからなければ次の問題へは当然
進めないと考えられるのである。
白(~) ζれは相似比と面積比の問題であ!J，面積比が相似比の2乗でるるということを知識と
してもっていなければ，格似比の知識だけからは解答できない。しかし ，それとても基本的なもの
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である以上，当然身につけておぐべきものである。との正答はわずか 16名である。応答分布によ
ると÷としたもの3 4名でるるが・ ζれはBDがBCのをというととろからの糊と考えれば， ζ
れらのものは対応する角，辺についての轍すらなされていないととになる。をたきとナるもの
3 3名であるが， ζれは相似比そのままであ!JrfJiM比についての知識がみられないn とこで考えら
れるのは.相似比tというととが図の上から直観的に雌できないというととから ，その2乗の
25 τ3となると一層それはできないととになる。すなわち，ととで要求されるのは与えられた数によ
る諭理的鎌作のみによるととであり.面積比についての知誠はるっても，その論理的操作が確信を
25 も「てなされほいとなるとーという復雑な比に幻感されるとともるタ得るのではないた・ろうか。64 
図①台形において分割された線分についての相似の条件の遜用をみるものである。正答は
2 3名で各選択肢への分散は平均しており，無作為の場合と同じような応答;状況である。ととにお
いても三角形の相似について知識の論理的操作が必要となるわけであるが ，はたしてとの正答も確
信をもったものであるかどうかはうたがわしし、。
図~) とれは前問K具体的な数をもって問うものであlJ，前問の理解がなければ解き神U、と
思われるのに， 75の正答がみられた。とれについて前問の応答との関係をみると次の表のように
な「ている。
醐査問題図①
選択肢 ア イ ク③
調 ア 。。。。
量正 イ 7 3 2 5 問
場
@ 2 1 18 1 8 1 8 
ニE 2 3 3 。
計
。
1 7 
75 
日
@の正答は 75名の多〈を示しているが，そのうち前問に
対しでも正答を示したのは 1B名しかみられず，他の 57名
は前問においては他の 5つの選択肢に確信もな〈応答してい
ると思われる。すなわち，との 75名の大部分は明確な論理
的操作をもって解答したのではないと考えられる。
次に分析的問題の結果を考えてみよう。
計 30 24 ; 3 23 1 00 回 ζれは謝査問題Eと類似の図形において ，それらが合
同か相似か ，そのいずれでもないかの弁男1)を問うものである。正答84名は問題内容から考えて，
妥当な数でるろうと怠われる。
固 についてみると，乙れは調査同組亙の図形を回転させただけのものであるが，とのととがす
でに問題に対する構えに影響を与えたかもしれない。①@の応答の関係は次の表のようになってい
る。
分拘句問組亙①
分 ア ① ウ
祈 ⑦ 
的
6153 5 
問 イ 8 6 8 
図題 ウ 4 9 
@ 
計 20 68 1 2 
ある。
計
62 
22 
1 6 
10 0 I 
ナなわち，①の対応ナる角について 68名.(仰の対応する辺につ
いては 62名の正答:がみられるが何者の正答は53名しかみられな
い。前聞において84名の正答がるり ，相似か合同かについての弁
別をするときには当然ζ とで扱われている対見、角 ，対J臼互について
の意識的な判断が必要とされているはずであるのに 53名と激滋し
ている。さらにとの分析的問題5聞についての完全正答は 49名で
とれらについて考えると ，相似か合同かというような判断を求めるζとに対しては，かなb正確
に反応できるが，とれを分析的に考察させる ζ とになると，とのような最も基礎的な場合において
も誤bが増加するの ζれをさらに総理的に組みたてる ζ とになればーそう大きな抵抗を生徒たちは
感じるのではないだろうか。
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回目 ζれは相似三角形における相似比についての理解をみるものである。団匡は同じもの
であるから両者を比較してみると下衰のようになる。
分析的問婚団①
鋤そ肢 ア イ ⑤ Z二 無 計
分 ア 5 5 4 。。1 2 
析
的 イ 8 8 5 
。。19 
問 ウ 8 。5 2 。13 
Jl.1i @ 10 14 27 2 2 55 
国 ヤーーー一ー
無 1 。。。。 1 
道路敬
分 ア
析
的 イ
問 ② 
題 ニE
団
~) 無
分析的閉鎖国(2)
ア イ ウ ③ 無
1 。 。
2 5 2 2 日
0148 3 
1 B 2 。
。。。。。
計
3 
P 
76 
12 
。
団①に
ついては
3 7名，回
(_2)について
は 55名，
団 (_2)につ
いては52 
計 130!27137 100 昔十 1 1 301 4 52 名，団①
については 76名の正答がみられる。回の①信)の両者正容は 3 1名，団の①J)の両者正答は 47名
となっている。日羽と回は全〈問ーの問題であるがとのような正答 〉なμの差がでたのはどう
いうととであろう沙句考えられるのは回では図の三角形がさかきまに示されており.固ではその点
から比較的直観的に考えるζ とができたのではないかという乙とである。すなわち，同ーの図形に
おいてもその論理的操作がじ帽うぶんになされ得ないものは，その図形の位世や角度の変化によっ
てたちまち混乱なおζナということでるる。とのととについτ団①と困 ~) ，団②)と団①と
の応答の関係をみたのが上の表である。全ぐ 同ーの問題につ、てとのような釜がみられるわけであ
る。団団の問題を通しての正答は23名にしかナぎない。
回 とれは面積比の問題である。とれを調査問題回明と比較すると下表九 こうになる。→ 分析的問 題回 |ー
蹴破アイク③無計|
ア 。6 2 7 。~ 調 ql i 0 査 8 。8 。
問 ク 1124 1 8 。34 
調査問題については前述したように対応する辺につい
て .相似tむについてすでに抵抗があ勺たと恩われるが，
乙の|肖足首ではそれらについての彼雑さを除き ，単純な形
で示した。それだけにいっそう也観的に正答が得られた
と考えられる。
ζ とで目だつのは士附する 59名の応答でるるが，
ζれは相似上とそのままである。すなわち ，調査問題にお
いて対応する辺についてつまずいたものの大部分(2 4 
名)と相似比そのままを応答したものの大半(1 9名)が乙 ζにはいってきたわけである。正答も
3 4名と調査問題についてよ b増しているが両者正答は 8名にしかすぎず硝査問題で誤ったものの
うちから平均して正答がみられる。乙れらのととから面積比についてはその知識も理解も節度に低
調であることがわかる。
凹@題) 1ニ 01 19 31 1 1 。33 
無 。2 。。日 2 
計| 1 159 6134 日 1日日
団 とれは調査問題固と同一図形において線分の比についての理解をみようとするものである。
各選択肢への応答は次のようにな 4 ている。
それぞれ五つの選択肢から二つずつ選択するもので各正答への応評はそれぞれ多ぐなっているが，
r-ーーー
ア|イ ウ
① 延安
問 (2) 20 @ 1 9 
@ ⑪ 18 27 
コニ オ 無
91@ 46 
⑪ 2 1 51 
⑬ 3 1 53 
阿君.11:.答
27 
24 
21 1 
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こっとも正容を選んだというの
はわずかに①は 27名 ，~)は
2 4名 ，(3)は21名ずつで，と
の三つの小聞をとおしての正答
は 10名しかみられない。台形を分割l.てできる三角形についてはこれまでの阿形にかげるよりは
かなりむずかし<，まず必要な線分と不必要なものとを区別し，次に各段階への論理的操作がなさ
れねばならぬのであるが，このように少々複雑な場面になると，そういう態度がみられなくなるの
でちる。 ましてや調査の時なとはその前後に多〈の問題があるわゆでじゅうふ'ん納得のい〈まで
考える余裕もないのではないか，逆にこの問題一つだけならば正答はもっと高くなるはずでるる。
白 ζれは前向と伺ーの図形によって .種々の線分によってできるい〈つかの三角形について ，
それぞれが相似であるかどうかを問うものである。さらに ，相似であると答えたものについては理
由を記述させた。
① 6ADP∞6 C BP 0 5 2 X 1 0 無 38 
すなわち52の正答である。これについての理由をみると，正しいものは 22である。
@ 6ABP∞心、DCP 0 1 5 X 4 1 熊 4 4 
すなわち 41の正答である。
① 6AIlDC/')10、QBP o 3 6 X 1 7 無 47 
すなわち 36の正答である。これκついて相似形であることの正しい寝泊をのべたものは 8にす
容ない。
o ~.AB 弘司，0.ACD
すなわち， 36の正答である。
o 1 8 X 3 6 無 46 
この小間の四っとも正答のものは 24名で ，そのなかでこっとも(全部)理胞の正し いのは8名
にすき'ない。
この困の問題では無答がどれも半数近〈あることか目だっている。これまでの向勉から疲労もあ
るかもしれないし，記述らんのあることもそれを強めたかもしれない。それにしても時間的には制
約されなかったはずであり ，特に熊谷は男子に多〈みられたのである。では ，それほどむずかしい
苛通かといえば正答も 4日名前後であり ，後述するように他の開通ができなくとも，この問題はで
きているものがかなりあることから .問勉自体何それほどむずかしいと比思われない。
以上，各問勉どとにその応答状況を考えてきたのであるが，次にこれを全体的にみることにする。
介析的問題は全部で 15問あり，その正答数によって誤りの筒所をみる。
分 析 的 問 題 調 査 問 題
正i人 | 市田南 ①回I@ 巴 ヨ 回 行1 CIJ 回 正答教に到てのへ数義数白 ①@ ①@!@ ① @I@!@ |①@①I@ 011121314 計
1 I 1 日 日 。。 。。 1 I 0 日日 。。 。。 目。 。11 。。 11 0 01 0 1 
2i 3 21 0 01 1 。 210 日日 。。 日日 01 2 T 01 1 01 2 1 。。 3 
31 6 <1 1 1 1 01 'l 。。 01 3 21 1 31 1 。 51 1 21 2 11 0 6 
A 111 81 7 5 1 21 7 51 1 。。 41 2 21 6 1 31 9 11 3 51 2 01 11 
5110 715 312 5 21 7 312 11 0 41 3 31 2 61 1 21 8 01 4 51 0 1110 
6114 13 10 813 713 10 713 41 2 51 3 21 4 81 1 3110 61 5 21 0 14 
7! 15 12 10 1日 51 9 41 14 71 2 1 1110 81 7 5110 1 2110 118 41 2 0115 
日 15 13 11 12 81 8 61 11 10 51 6 51 5 71 5 6110 61 3 12 21 2 61 3 2115 
916 616 61 1 413 312 214 31 4 31 3 2 11 5 口 21 3 1 口 6 
1 0 3 312 312 313 01 1 112 21 2 21 2 D 11 2 11 0 1 1口 5 
11 8 E 1 8 81 7 71 <1 818 41 4 31 4 51 5 51 7 3J 8 日 口 61 1 11 8 
1 2 3 313 312 312 31 3 31 2 31 3 112 。 21 3 日日 21 1 01 3 
13 3 313 31 '2 31 '2 313 2 11 2 51 3 31 .5 31 n 21 '2 日 1 ul '2 日 S
1 4 。。 。。 。。 目。 。。 。。 。日 。 。。 日 。。 日 0 。I0 。。
151 2 212 212 212 212 2! 2 21 21 21 2 2 2 1 。。 日 11 11 0 。 2 
計100. 8<1168 62 37 52 3<1176 5512712<1 21 到4113636164116 23 75 7 32141116' 4 
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分析的作摘の正答数についてそれぞれ人数が示されている。全部で 15問あるわりた'がこれにつ
いて金協正答となれば .一応相似についての知識理解があると考えてよいと恩われる。
1. 介析的問題で一つしか正答のなかったもの 1名，これは回①で.調査問題でも一つしか正答
がない。しかし，これは回①で全体で 23の正答のものであれば ，じゅうぶん理解して得られ
たものとは患われない。
2 分折的問勉で正答につのもの5名 ，この正答は白，[ヨの①，回，[卦①に正答がみられるが
回の①，囚は会体でも 37名，3 4名の正答しかないものである。また調査問題についても巴の
① ， @，~附に正答がみられる沙在陶は全体で 1 6名の正答があるだけのものである。この
応答にはやは り不安定なものがあると思われる。
3. 正答刃包つのもの 6名，ここでは回の正答が目だって〈る。また調査問題については図の@の
正答数が目立つ。調査問勉でも三つの正答を待たもの 1名であるが.分析的問題ではもっと多く
なってよいはずと恩われる。囚に2名に対し調査問勉で 1名である。
4 正答四つのもの 11名，全体の正鵠と同じような傾向をたどっているが，酢比し咽の正
答が少なすき'る。また調査問題で三つの正答が5名あるが .分YT的問哉の正答数に比して多いと
思われる。また調査開通司の①は全体の正答数からすればとの群では多いと思われる。
5. 正答数五つのもの 10名，前の四つのものと同じよう々傾向である7己正lの@は少ない。調査問匙
で全部正谷 1名であるが，分析的問是自の正答数からすればじゅうぶんな理解を認めるζ とは困難
である。
6 正答数六つのもの 14名.回の①，回，回の①③ ，臼で誤りが多い。調交問題では巨!の(j)の正答
8名は少ない。
Z 正答数七つのもの 15名，囚の①@@とも非常に低い。巨!の正答のぐあいからみて当然もっと多
〈ならなければいけないと思われる。調査問題についても同様のことがしえる。囚の@と図の①
が他に比して低すき'る。
a 正答数八つのもの15名平均正答数が七つであるから平均した正答数を示しているが.それに
しても囚，回目のあたりに欠陥がみられる。調査問題では図の①がと〈に低い。務査問趣で4
間全部正答tJ砕られるが，とれはじゅうふ・んな理解があってのこととは考えられない。
R 正答数九つのもの 6名，図の①，酢と〈に低いのが目だつ.調査問勉では図的。とのあたり
では三つ正~がもっとあってよいと思われる。
10正答数十のもの 5名，囚と図にと〈に低い。調査問題に沿いて正答のないもので 1名あるが，
理解の不安定さを示すものであろう。
11 正答数十ーのもの 8名，囚，回に低いのが目だっ。調査問勉にかいても白の@と回の①が目だっ。
12 正答数十二のもの3名 ，回の低いのが目だっ。調査問題にお、いては日の@である。
1五正答数十三のもの3名図の正答が少な同調査問題では囚の@である。調査問題の正答数ーと
いうのはじゅうぶんな理解でないといえる。
14.正答数十四のものo，十五のもの Z名分析的問勉で全部正答であったということは一町相似に
ついての知識理解が成立しているとみてよいと患われるのであるが ，調査問勉については正答数
- <OJの①)と正答数二(囚の①，@)はっている。
以上各正答数についてみてきたわ砂であるが，全体にあ、いても正答数の低い間起は正答数の多少
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κかかわらず正答がみられる。すなわ .， 逆にいえばそういう問題(分析問題では 436調査開通
では 1の(g). 2の①〉については磁と した理解なり知識なりで応答されてはいないというととが考
えられる。また調査問題の正径数かE;，も ，単にその数だ付ではその玉虫解内容までみることは非常に
むずかしいことが考えられる。
これまでの分析によって次のことが考えられる。
調査拘抱は最も正答率の低い分野・領域と忽われる三角形の相似に関するものや選んだのである
が ，この正答率さえ不安定のものであって ，生徒の磁かな知識 ，理解に基づ〈ものでない正答もあ
ると，思われた。したがって ，相似形に関する知識理解はきわめてふじゅうふ'んであるといわなりれ
はなら々い。
とのような棺似形の4基本的な性質についてじゅうぶん身につげさす指導の研究がなお、いっそう必
要と考えられるのであるが.とのととを分析的研究によって次にかかげる。
-簡単な基礎的知識，たとえば面積比は相似比の 2笑に等しいというようなことさえ忘れていると
いうことは ，重要なことがらの〈りかえしの指導がたUないのではないか，学習指導にあたって
は ，数料の縦の系統を念政1'，:，;1;'き，みとお、しを立て，したがって教材の軽重をよ〈見きわめて指
導することが重要である。
・凶形が後雑になると正答尋iがさがる。とれは，後雑な凶形から解答するために必・要な送躍的図形
を抽象する指導沙述、ろそかにされているものと思われる。 ζの指導は中以下の生徒にはと〈に重
要であって ，その抽象化には ，その必要な部分だり色チョークによって区別させ知覚のたすけを
かりることも一つの方法であろうロ
・図形の空間的位置ぷかわると正答率が上下する。これは図形の概念の非本質的属性が捨象されて
ないからである。たとえば ，三角形に恥いて底辺が下にある三角形を山形の三角形，底辺が上に
ある三角形を〈さび形の二角形というならば，閉じ問題に対して ，山形の三角形と〈さび形の三
角形では .(さび形の三角形に関する問題の正答~;が低い。とれは問題を山形の三角形でのみ指
導しているとこのような結集になる。これは生徒の不得意とする〈さび形の三角形や .底辺沙E績
にある僻むきの三角形と開き換えての指導が重要である。
-線分の長さを5αn.1 0仰のようにある単位で表示した場合と ，線分の同献の名称Kよって .A
B，CDなどのように論証幾何で用いる方法で表示した場合とでは ，後者のほうが生徒の抵抗が
大きいようである。翁証にお、いては後者のような数学的表現になれきぜることが大切であるが ，
それには指導の順序がある。生活斥賠を用いての直観的な取り扱いの過程をへて数学用語になれ
させないと数学的概念や法則は身につかないa
・理由を書きコトパで表現することは困難である。相似形であるということが，直観や内面的思考
でわかったとしても ，これを簡潔に文章で害発あらわすには抵抗が大き(，勿力も必要である。
害事コ トパになれさせるには，日常の綬業に公いての話しコトパによる表現の指導が大切である。
・平行線による比の移動は比較的容易であるが，相似三角形による比の移動は凶縫である・0 とれは
辺や角の対応関係が直観的にうかんでこないととも火きな原因と思われる。この指導には ，対応
する辺や角を色ゎ砂するとか，あるいは複雑な図形にbいては，必要な部分をぬき書きしたり ，
図形の空間的位置を移動するととも考えられよう。
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理~笠間 fu
関のA.B.Cのように.3本:の獄験
管に水を入れ，同じような大きさの誕が
同数ずっついたツバキの枝をさして.せ
んをしました。 Aはそのままにし .Bに
は全部の葉のおもてにワセリンをぬり，
Cには全部の薬のうらにワセリンをぬり
まレた。乙のA.B.Cを同じように風
科 (中学 3年)
小間番号 1 3 1 4 
県平均
全国平均
通しのよいと ζ ろに 1日おいて ・水の減 葉にワぜリン 葉の事、もてに 葉のうらに
り方を調べました。 とれについて ・次の をぬらない ワセリンをぬる ワセリンをぬる
1 • 2の聞いに宅与え立さい。答えは， ア.
イ.ウ.エの中から一つずつ選んで .そ
の記号をOで劉みなさい。
1. 水の減り万げぞうなったか.
ア Bと Cとを比べると .Bのほうが
多く減った。
イ BとCとを比べると .Cのほうが
多く減った。
ウ Aと Bと Cとは.どれも同じよう
に減った。
ヱ Aだけ減って .8と Cはほとんど
減らなかった。
2. ζの実験でBでは葉のおもてに .C
では築のうらにそれぞれワセリンをぬ
る ζ とによって.f可が礁かめられるか。
A B 
ア 水分の大部分は .策のおもてがわから出るととが磁かめられる。
イ 水分の大部分は .築のうらがわから出あととが滋かめられる。
ウ Rと Cは .それぞれAの半分ぐらいしか水分が出ないととが確かめられる。
C 
エ 水分が出ていくのは .禁にワセリン努ぬったことに関係がない ζ とが確かめられる。
分析的問題
図の(調査問閣と同じ図を用いる。図は省略)A.B.Cのように.3本;の試験管に水を入れ，
同じような大きさの葉遣が同数ずっつい たツパヰの校受さして .せんをしました。 Aはそのままにし.
Bには全部の薬のおもてにワセリンをぬり .Cには全部の梨のうらにワセリンをぬりましたロ乙の
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A.B.Cを閲じように風通しのよいと ζ ろに 1日おいて.水の減り万そしらべました。ζ れに
ついて.次の 1. 2の聞いに答えなさい。
1. ζ の実験では，ワセリンのどんな性質ぞ利用していますか。次の :(省脇〉の中に
容さなさい。
2. ツパキのま震では.水分の大部分が裳のうらからでるとすれば ，ζ の実験で .水の減り方はど
うなると思いますか。次のア .イ， ウ .エの中から立しいと思うもの一つを選んで .その配号
をOで囲みなさい。
ア BとCとを比べると .Bのはうが多く減るはずである。
イ BとCとを比べると .Cのほうが多く減るはずである。
ウ AとBとCとは.どれも同じように減るはずである。
エ Aだり減って .BとCとはほとんど滅らないはずである。
文部省の出題意図は，蒸散と葉の構造についての知識 ・理解と，蒸散作用と業の構造との関涯を
考察する力をみるとともに，あわせて実験の目的と方法との闘係を考察する力をみようとした問題
である。間勉構成をみると、小間1と2とはたがいに関連をもつもので，小間 1のアと小明 2のイ，
同じ〈 イとア ，ウとエとがそれぞれ対応するように作られている。生徒の反応結果もはたしてこの
ように対応するものであろうか，またこのような相闘がるまりないとすれば ，とこに間態μ あるの
であろうか。この点の解明をねらって，検討を加えることとした。
そこで，分析的問通としては ，この実蹴でワセリンを使ったととの意味がはたしてとらえられて
いるかどうかをまず確かめるとととした。つぎに ，t震のうらから主として蒸散作用が行なわれると
いうことを前提とした場合.この実験万法に£、げる論理的なすじ道がどの程度たどれるかをIliかめ
ることとした。そして，調査問題ノj、問 1， 2の相闘をみることとあわせて.闘連的な分析的考察を
行なってみようと意図したわけである。
まず調査間短の小問 1 • 2の選択肢に対する生徒の反応
ならびにその相関をみると右表のようになっているが ，ζ
れによりっさのことが考えられる。
① 小問 1の正答 33名， 2の正答 46名 ，両方とも正し
〈反応することのできたもの 20名となってなり，はじ
めに予想したと公り，同小問聞の相関は高〈均ない。こ
1寸 lァ(v (。
イ 1 4 
ウ 1 
エ. 5 
警十 2 8 
③ 
@ 
《か
4 
7 
@ 
ワ 二工 計
2 。
3 。3 2 。4 P 
1 0 2 2 2 
1 4 B 
とに，小問2の正答者46名の中 2日名しカ吋、問 1に正答:できていないことをみると，小問2の
正答者中には，小問 1の実験的事実と関連的に考えるととな<， h蒸散作用は薬のうらで主とし
て行なわれていふとと，の知識のみで反応しているものがあったと考えられる。したがって，小
間 2の正答者46名は，この問題のねらっている挺力をもっているものが 46名あったというこ
とにはならないと思う。この問題のねらいからすれば ，小問 1 • 2の両方に正答できた2日名を
真の正答者とみることが妥当である。
@ 小間 1では， Bのほうが多〈減った(ア)と判断してお、りながら，小間 2では，葉の主、もてか
ら出る(ア〉と反応 Lている 10名 ，逆に.小間 1ではCの低うが多〈滋った(ィ)としてお、り
ながら，小間2では棄のうらから出る(イ〉と判断している 15名 ，言十25名は，小間 1と2の
間で全〈逆の対応をしているといえる。これらの中には.この実験に為、けるワセリンの佼用目的
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についての誤解や不明があったことが予想きれるし ，また ，たとえそれがわかっていても，との
笑験の目的と方法為、よび結果のすじ道について論理的に考えることができなかったものもあった
と考えられる。
@ また，小間 1では ，Cのほうが多〈減った(イ)とじて去りながら，小間 2では棄のうらから
出る(ア)としている 14名についても同様なことが予想される。
そこで次1'1:，分析的問題の結果について考察を加えてみよう。
分析的問題の小問 1は，この掲験で刑用しているワセリンの性質を問題として言自主させたもので
ある。水や気体を通さない性質を利用しているという意味のことを記述し得たものは32名しかな
< ，他はワセリンの使用目的と即応しないことを書いたり，何も記述し得ないという結果になって
いる。ワセリンの使用目的を明確につかんでいないと思われる記述内容のお、もなものをあげてみよ
う。
水の減り方をみるためとか ，蒸散作用を調べるためというような問題の趣旨にあわず ，しか
もワセリンの使用目的について明確な判断をなし得ないもの。
ワセリンは水分を吸収するとか，水分を蒸発させる性質があるというような.使用目的とは
逆な性質を考えているものもある。
ワセリンの使用目的についての理解が上記のようであるとすれば ，調査問題の小間 1に対する生
徒の反応が，先に示したように分散することはむしろ当然の結果とみることができる。
次に，分析的関越の小間2は，水分が葉のうらから主として出ることを前提とし，これを検証す
る形の問題として提出し ，実験国的と ，方法・結果の聞の論理的すじ道をたどれるかどうかをみた
ものである。反応結果は右表のとお、りでるり ，
調査問題小間 1の反応結果と比べて大きな変動
はない。 このように ，検証実験的な形の問題と
しても，水分が葉のなもてからでるとするもの
が35名，ワセリンをぬったこととは関係がないとするものが18名もいることはどうしたことで
ふろうか。
そこで ，先にあげた ，ワセリンの使用目的を明慌にとらえていると思われる 32名と，そうでな
い68名について， 小問2で正答し得たものの比率をみると次のようになっている。
( ワセリンの使用問とらえ… 7~9"iE~者は 2 3名で山 72弘
ワセリンの使用目的をとらえていないと思われる 68名中jf.答者は 14名で，比率は 21 % 
これをみると，ワセ リンの使用目的を明確にとらえていたかどうかが， この問題の解答に大き〈
影響しているといえよう。またワセリンの使用目的を尻確にとらえていながら正答し得なかったも
のが ，37名中 14名もいるととは ，この実験目的とそれをためすための方法，操作と結果との聞
にある論理的なすじ道についてどこかに思考上のつまづきや ，混鼠があったためと推察される。こ
のような欠陥は ，他の 68名中にもより多くあったと考えてさしっかえないと思九
以上要約すると，この調査問題に当面した生徒の能力として，蒸散作用が主として葉のうらで行
なわれていることの知識をもっているものはかなりあるげれども，これをためすことを目的とする
ような実験場面で，目的と方法.結果の聞にある論理的なすじ道を正し〈たどれるよう底思考能力
に欠陥があったと考えられる。ことにこの問題の場合，ワセリンの使用目的に対する判断が大き 'f.r
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役割を果していたようである。このような能力を伸ばすためには，実験搾樽の過程についてさらに
配慮を払うととが肝要である。
調査問題
次の鈴 1図.~局 2 図のA .8 は . 長さの等しい
ニクロム線で .AはBより太い.乙の図をもと に
して .下の 1.2.3.4の聞いに答えなさ b、。
答えは .現由と結巣がともに正しいものを一つず
つ選んで .その言己号を O で臨みなさいc
1. 第 1[習で .Aを流れる電流の強さと .8を流
れる電流の強さを比べるとどうか。下の:
. 
ー ーー す ー・
の申に示したアからオまでの中から選べ。 A B 
2. 祭 2図で .Aそ流れる笥流の強さと .8を流
れる億流の強さを比べるとどうか。下の;
の中に示したアからオ までの中から選ベロ
・ー 一・ ・ー -..__. ー ・ー-・ 6・一ー -ー ー...一ー ーー - -ーー・.__........ 
ドケプ--
:ァ Aのほうが抵抗が小さいので .電流の強
さはBより大きい。 第 1図
;イ Bのほうが抵抗が小さいので.電流の強
さはAより大きい。
:ウ Aと8とは抵抗が毒事しいので.穏流の強:
8は待しい。
A 
-エ Aと8は直列につないであるので .電流
の強さは等しい。
オ AとBは両織の電圧が等しいので ，笥流 ;
の強さは等しい。
3. 第 1図で .AとBとに発生する熱ゑを比ぺ
第 2罰
るとどうか。下の 1の申に示したア.
イ .ウ .エの申から選べ。 -・...，....-.ー.
4. 鎮 2図で .AとBとに発生する熱震を比べるとどうか。下の :
イ，ウ ，エの中から選べ。
ア 電流の強さは違うが .両織の電圧が等しいので .発熱震は等しい
イ 両端の電圧は等しいが ，電流の強さが這うので .発熱盤は起草う。
ウ 両端の電圧は遣うが .憶流の強さが等しいので・発熱訟は等しむ、。
エ 空軍流の強さは主宰しいが .抵抗が違うので .発熱震は違う。
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:の中に示したア ，
分 析 的問題
1. 下図に示すア .イ，ゥ ，ヱ のニク ロム線のうち.いちばん電流を返しにくい〈抵抗が大きい〉
と思うものの寄号をOで囲み ，そのわけ必・ . の中に書きなさ ~'0ただし.ア ，イ の線
の太さは等 しく .ウ ，ヱの線の太さはア .イの 2分の 1とする。
ア
イ
ウ
エ
.-， ・・a・・・・・・・・・ ・ー・ー・・_，，...ー・ー・・ー ・ー・・・・・・・・・・・・・・ー・苧・ー ・ー ー・φ・.一・一 ・ー一一ー・一一・...
2. 次の祭 1図.童話2図(調査問題と同じ図を用いる。閣は省略〉のA .Bは .長さの等しいニ
クロム線で .Aは8より太い。乙の図をもとにして .下叫1)• (2)の関いに答えなさい。
(1) 鏑 1図のように回路を作ると .電流の強さと発熱量はどうなるか。それぞれについて ，正
しいと思うもののaC号をOで囲み.それを選んだわけを :の中に書きなさい。
! ア AがBより大きい。
① 電流の強さは { イ BがAより大きい。
t ウ A.Bと色等レい。
。。
?????????
?
????
?
，? ?
?
? ?
， 、
?
???
?、
?????
向 第 2図のように回路を作ると ，億流の強さと発熱意まはどうなるか。それぞれについて .正
しいと思うものの宣言号ぞOで囲み .それを選んだわけ手の中に望書きなさい。
(以下 (1)と同じ。省略〉
文部省の出題意図は ，抵抗の直列回路と並列回路を流れる電流についての知識 ・理解 ，ならびに
これと関連するえュールの法則を応用する力をみようとした問題である。電流，電圧 ，低抗が感覚
的にとらえに〈い抽象度の雨い概念である上 ，との問題の選択肢が理由と結果を結合した形で示さ
れていることから ，原理に対する正確な理解を得ていない生徒にとっては ，きわめて困難度の高い
問題であることが予想された。事実，この間是の県平均，全国平均とも ，金問題中もっとも低い部
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類に属しているととね，調査問起のはじめに示したとb りである。また調査問題の各小問に対する
生徒の反応状態以次のような結呆となっている。
① 各小間とも正答率が低<，しかも反応が各選択肢
に分散して.いる。ことに発熱量を問髄とした 3 ， 4 
の小聞にその傾向が目立って見られる。
@ 小向 1の反応でみるように.直列回路でも Aまた
はBrc軍流が多〈流れると判断しているものが多く，
Bの細いほうが抵抗が小さいとみているものが相当
ゐそを
1 
2 
5 
4 
ア イ ウ ニL オ
1 6 3 '7 ? @ ? 
@ 1 6 8 1 8 3 4 
1 4 3 5 2 0 (。 / 
2 4⑫ 22125V 
数あるのではないかとも予想される。またβの37名の中には ，抵抗の大小は考えず， Bのほう
が発熱する事実から電流も多〈通っていると判断しているものがあるのではないかとも考えられ
る。
@ ノj冊 2の反応をみると ，A，Bを流れる篭流は等しい (オ〕としているものが正答を上まわっ
ている。これはいったいどうしたわりであろうか。
@ 小間3 ， 4では先にも指摘したように ，反応の介散度が大き<，はっきりした推論に基づいて
反応してはいないのではないかと考えられる。
以上を総合してみると，回路と電流 ，電圧，抵抗与、よぴ発熱量などの関係についての理解がきわ
めて不安定であj)，また誤まった理解もなされている上に， い〈つかの条件を組みこんだ選択肢の
内容が，生徒の判断を混乱させているのではないかと予想される。そζで ，回路，抵抗，電流 ，電
圧，発熱量などの関係について ，総合的な判断を求めている調査問患に対し，とれらをやや分析的
にみる単純な問題に再構成して，生徒の理解上の欠陥を診断するとともに ，調査問題の出題形式が
生徒にどの程度の抵抗となっているかを確かめる目的で分析的問題を作成したのである。
分析的問題の 1は，線の太さ ，長さと抵抗の大小との関係を単純な形でみたものであり， 2の問
題は調査問題の選択肢の理由の部分をはぶいて単純化したかわりに，選んだ理EJを記述させるとと
としたのである。この介析的問題に対する生徒の反応結果は次のようになった。
A ニクロム線の太さ ，長さと抵抗の大小との
関係について
太くて長いニクロム線の抵抗がいちばん大
きいと応答した生徒の数が正答 (35名)を
上まわって 39名もあったととはむしろ意外
の感さえする。 ζのような誤まりをしている
生徒の判断の根拠はどこからくるのであろう
か。との点については ，この問題の解答結果
からは直接うかがい知ることはできなかった
沿 ZF
① 
(1 ) 
@ 
2 
① 
(2) 
@ 
ア
5 0 
4 7 。
⑪ 
イ ウ 無答
2 7 @ 1 。1 8 2 
2 9 4日 4 
3 7 2日 8 
が，これらの生徒の判断の根拠に次のような考え方があったとすれば，これは指噂上の大きな問
題である。
ニクロム線という物質は需主流を通しにくい倒費をもつものでるって，太〈長いほどその物質
が多くあるから電抗も通りに〈くなる。
回路のいかんにかかわらず需洗を通しにくいほうが発熱するという考え方と，たとえば600 
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Wの電熱器のほうが 4ooWの電熱器より線も太〈発熱量も大きいという現象の認知とが結び
つくと .太い線のほうの抵抗が大きいと判断するととがある。
抵抗ということばの意味がはっきりせず ，ともする と抵抗が大きいととと ，'m:i椛が多(Mtれ
ることと同意義と判断してしまう。
いずれにせよ，ニクロム線の太さ，長さと抵抗との関係について，正し〈反応できる生徒が5
5名しかいないということは，こうした理解の状態を基盤とした以下の問題に対する反応自体，
そのまま受げ入れることのできないものであるとみなければなるまい。
底ヲi1J回絡になける抵抗と電流事、よび発熱量の闘係 (2， (11)についてB 
直列回路にお、ける抵抗と電統との関係について① 
分析的問題に名、げる直列低抗と電流との関係についての反応を前記の表でみると .線の太い
としたものが 50名もあり ，線の細いほうの電流が大きい(イ)
としたもの 27名.電流は等しい(正答，ワ)としたもの 22名となっている。 とれを先に実
施した調査問題の+f司1でみると ，それそれ ，1 6名(ア) ，37名(イ)
(ア)ほうに電流が多〈流れる
• 4 7名(ワ，エ，
オ)となっていて .両問勉の反応状匙・に大きな変動がみられる。このように欠きな変動がみら
れるととは ，生徒の理解がきわめて不安定であって ，原理の明確な理解に基づ〈判断をしてい
るのではないと考えられる。
さらに ，それぞれの選択肢を選んだ理由を倹討してみると次のようになっている。
o':t!読はA，B等し¥，)!:したもの。Bの電流i&vcきいとLえものoAの電流が大きいとしたもの
5 -直列だから7 .Aの抵抗大だから1 6 -太いから
5 -鰯Eが等しいから5 -細いから5 -低抗が小さいから
2 -電j王が等しいから4 -紺I(低抗小だから5 -太〈抵抗小だから
.抵抗が大きいから -紙抗が等しいから-納〈低抗大だから2 
-直流だから2 -その他7 -その他
1 0 
? ?? ?，?
? ?? ?? ??
?5 答-無1 5 答-無
2 2 
とれをみると ，直列回路に為、げる帝疏の強さを考える場合，線の太さと低抗の大小とを根拠
として判断しているものが圧倒的に多(，理由を含めて正答とみられるものはわずか 5名に過
2 4 言15 0 
?
しかも ，線の太さと抵抗の大小について誤った考え方をしているも のが多いととと考官ない。
えあわせると ，このような内容に対する理解はきわめて低いという ととができょう。
直列戸酪tL;kげる抵抗と発熱量との関係について@ 
との問題の反応結果についても電疏の強ぎの場合と全〈同じような理解上の混説がみられた
そとでさらに ，問勉1の紋の太さ，
長さと抵抗の大小とのBヒ係について
の反応と ，問f&2 (J)の直列IQ!路に志、
ける抵抗と電dfEおよび発熱量との尉
係についての反応とを関連的に考祭
? ? ヮ ?
??
のである。
C 
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してみることとした。
まえの表は両者の関連を示すものである。
① ニクロ ム線の形状と抵抗との関係 ，直列回路に為、げる抵抗と亀:抗との関係の両問題とも正し
〈反応し待たものは P名にすき.t;rい。
@ ニクロム線の形状と抵抗との関係 ，直列回路に字、げる抵抗と電流との関係の両問題とも正し
〈反応し得たものは 13名となっている。
@ さらに ，これら三問題に正答し得た ものは 5名に過をなかった。(:表には示してない。)
@ また表にみるように ，ニクロ ム線の形状と抵抗と ，直列回絡にお、げる抵抗と電流または発熱
量とを組み合わせた反応類型はさまざまであうて.しかもこれらをとお、して誤りのすじ道を推
察する ことすら困難であった。
以上調査問題ならびに分析的問題の 1j;、よび 2の(1)のそれぞれについて，さらにまたこれらの関
連について分析的考察を加えてきたのであるが，その結果調査問題のねらっている理解や能力につ
いては生徒の理解がきわめて不安定 ，不確実で誤った考え方の累積も多いことがわかった。そこで
分析的問題の 2の(2)(並列回路の場合)についてこれ以上倹討を加える必要はないと怠われたので，
この点、については分析をしないこととした。
電l1TE，電圧 ，抵抗 ，回路 ，発熱量等の相関関係についての生徒の理解がよ記のように混乱してい
るととをみると ，調査問趣の結呆にみられる正答率は ，必ずしもその問題がねらっている理解内容
についての真の正答率を示しているとは考えられない。この問題に関する限り.とのような正答率
を示したというととでるって .ほんとうに理解して正答し得たものはきわめて少ないのではないか
と懸念される。
これらのことから指導上の問題を-指摘すれば ，つぎのような点をあげることができると思う。
① 小学校から中学校にかけて学習した，各種の電気に関する現象についての知識やイメ ージが
構造化されず ，断片的に雑然ととらえられている。そこで電気に関する学習経験がしだいに原
理的なものに構造化されてい〈ような認識のすじ道についてさらに検討を加える必要がある。
@ オームの法則等により電気現象を数量 ヲに取り扱う以前に， 電気現象を定性的にとらえさせ
る際 .ある現象が生じる条件について ，もっとはっきりした観察と ，それに基づ〈判断ができ
るようにしてシ〈必要がある。そうでないと ，ある特定な条件のもとで成立する現象を ，すべ
ての場合にお、よほすような誤りを生じやすぐ， そのことがまた原理を理解する場合の障害とな
る。
調 査 問越
1. 次の仏)， (2)の問いの答えを ，下の :の申に示したアか...~ ，-.':~νJ叩から一つずつ選
んで .その配号を0で図みな、 ‘ 
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?。
?????????????
???。?
ア ;/l!J酸化水祭水にこ般化マンカ・ ンを加えたとき。
ウ 石油を~気中で燃焼させたとき。
?
?
???
?
???????? ??? ???
オ 水E主化ナ トリウムの水溶液に希硫酸を加えたときロ
Z 水駿ナトリウムと位置費が中和するときの変化を示す化学反応式は，次のどれですか.答えは
ア ，イ，ウ.エの中から一つ選んで ，その記号をOで臨みなさb、。
ア NaOH + I-!C 1-一一ごみNaHZ+CJ0 
ウ NaOH + HCl-一一歩NaH+OHCl 
イ NaOH + HCl-一一品NaOCl + H2 
エ NaOH+ HCl-→Na Cl 十 H20
分析的問題
次の化学反応によってできる物質の名まえ全部を ，それぞれの仁二コの中に書きいれなさい.
1 過酸化水素水に二酸化マンガン脅加えたとき。
2. 食塩水を電気分解したとき。
玉 石油を空気中で燃焼させたとき。
4. 亜鉛に希硫酸そ加えたとき。
5. 水酸化ナトリウムの水溶液に希硫酸与を加えたとき。
文部省の山趣意図は，J誌についての知識・理解ならひ・に化学反応式についての知識 ・理解をみよ
うとした開通でるる。生徒にとって塩という概念は ，食塩や塩素などと混同されやすい概念で ，こ
れを正しく理解していろいろは化学反応について使えるというととは，なかなか困難なことである
と予想される。そとでまず，調査問題に対する生徒の反応の様相を，次の表によって考察してみよ
う。
脳空 ア イ ウ コ二 オ 無答
(1) 23 33 ⑪ 25 1 
1・
⑬ (2) 1 1 4 1 2 日 2 
2 7 1 3 1 1 @ I/こ 7 ， 
① 場と水素ができる化学反応についての知
議・理解をみた 1の(1)では，反応がア，イ，
エ ，オに分散し，正格取が 17 %ときわめ
て低〈なっているc ことに，食続水を電気
分解したと きに櫛と水素ができると反応した(イ) 3 3名の中には，塩と食塩とを混同している
ものがあるのではないかと予想されるし ，水酷化ナトリウムの水溶液に希硫酸を加えると塩と水
素ができると考えた(オ) 2 5名中には，この反応を水酸化ナトリウムと塩取とによる食l援の生
成や，金属と希硫段との反応による水素の発生と誤認し，しかも塩に対する正しい理解によらず
反応しているものがφると考えられる。
② 塩と水ができる化学反応についての知識・理解をみた 1の(2)では ，正答が(1)に比べでやや高〈
なっているが， 36%にすぎない。しかもとの問勉でも ，食塩水を電気分解すると極と氷ができ
ろと誤認しているものが 41名と半数に近い結果を示している。このことからもそれぞれの化学
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反応についての知識吻理解が不確実であるととが推察される。
③ 中和に関する化学反応式についての知識・理解をみる 2の問題では，正答率が 62%と前の二
問題にくらべてずいぶん高くなっている。水般化ナトリワムと塩酸による中和はもっとも基本的
なものとして小学校のときから取りるげられていることを考えると，との正答率は当然であろう。
しかし，前問の選択肢オの化学反応がこれと間接であPながら ，正答率が低〈かったととは ，塩
という縦念と関連さぜたためであろうか，それとも同類の化学反応についての一般化が行なわれ
ていないためでbろうか。
以上のことから， 一つには.1の(1)で示した化字反応についての知識 ・理解か不正篠であるとと
が予想されるし，他の一つには栴という概念に対する誤ったとらえ方があるのではないかと考えら
れる。そとで分析的同組としては，塩の意味に対する理解の程度を直緩みるよりは，まず Tの(1)に
るげてある化学反応について，生徒がどれだげ正確にとらえているかをみることによって，上記の
予想を確かめることとした。次に，分析的問是訟に対する解答の結果をあげてみよう。
① 過酸化水素水に二酸化マンガンを加えたとき，
。鍛素の発生宏あげているもの 一一 (1 0) 
O2 (4) 
0 2 • 7X (2) 
O2 .マンガン .7.K(2) 
O2 .水素，水 (1) 
O 2 •境(1 ) 
o無答一一(5 6) 
@食塩水を電気分解したとき
• C 12・H2.NaOH (1) ・H2 (3) 
• Cl 2 ・H2 (8) • H2・O2 (7) 
• C12 .Na α王(1) • H2 ・O2・権 (3) 
• C 12 ・ II2 ・ I-~ 0 (1) • H2 ・O2・食棺 (1)
.Clz (1) • H2 ・纏 (8) 
.C12・H20 (1) • H2・食煉 (1)
。その他一一 (34) 
水素(3) 
水素・水 ・過酸化マンガン (2)
水 .:i@i酸化マンガン (4)
二酸化水素 (2)
二酸化炭素 (2) 
その他雑多なものが多い。
.N誌OH(1) 
.NaOH.HzO.HCl (2) 
・塩・水 (12) 
・食指1・7k(8) 
・食塩 (1) 
・その他 (10) 
・無答 (3日〉
-複素の発生
を書いたも
の ー 13 
・水素の発生
を書いたも
のー・ー 3 3 
.NaOHの生
成を書いた
もの一 一5
.壊または食
塩と書いた
もの-・34
上記の様相と調査問題 1の(1). (2¥でこの化学反応を選択した生徒が多.'1、ったこと と考えるわせる
と生徒の誤Pの状態がはっきりうかがわれる。生徒が，塩と水素，ま i "rくの生成について，
この選択肢を選んだ根拠は‘墳素を塩と考えたか，食.Jgと塩とを混同L."， .のどちらかるるこ
とが ，憶かめられたわげである。それにしても.食塩水の電気分解によーて物質名全部を
正し〈答えられたものが， 1名にすきずず，水酸化ナトリクムの生成をお、としてv.'-)を加えても?
名しかないととはどうしたことであろうか。
① 石油を空気中で燃焼させたとき
• H20・CO2 (4) .Hつ (2) • HzO・テy来(1) -無答 (64) 
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• CO2 (13) ・CO2・水素 (1)
• H20・炭素 (1) • H2 0・結 (1) 
@ 亜鉛に希硫酸を加えたとき
. C02 (4) 
・その他 (9)
• Zn 804 ・ ~ (11) • H2・H20(1) ・その他 (13) 
・H2 (2) • H:・H2804(1) ・無答 (60) 
左の結果にみるよ
うに ，この化学以応
• H2・塩 (3) ・Zn804 (η によって ，硫銭高鉛
• H2・鉛 (1) ・Zn804・H20(1) と水素ができること
を正しく記述し得たものは 1 1名にすぎず，他はこの反叫による生成物に対して正しい知識を
もっていないとみられる。調査問題の ?の(1)でこの選択肢を選ぶことができなかったものが多
かったことの原因として，塩という概念の意味についての不正確さのほかに，むしろそれ以前
の問勉として，このような巻本的なイ佐学反応についての知識 ・理解のふじゅうぶんさをあげなげ
ればなるまい。
@ 水E変化ナト リワムの水溶絞に希硫E査を刀fiえたとき
• Na2 804 ・B20(11) 
• Na? 804 ・H2O. H2 (1) 
・Na2 801・(3)
• Na2 804 ・ I~ (3) 
• Naz 80盆・水峻化カルシワム (1)
• H20・腹 (5) 
. H2 0・NιHS04 (2) 
• H20・NaC1 (1) 
• H20・O2(1) 
・その他 (10) 
・熊答 (60) 
左の結巣にみるように，
との化学反応によっ て，
磁敏ナ トリウ ムと氷がで
きることを記述し待たも
のは， 1 1名しかな<， 
水ができることを示し得
たものにしても 19名にすぎない。 ところが ，調査問題の 1の(2)で，織と水ができるというこ
とで ，との選択肢を選んだものが 36名だったととと考えあわせると ，これらの中には硫駿ナ
トリウムが金属と殿根の結合による塩だとJさえることなく反応したものがあるというととにな
る。名、そらく ，ζの化学反応が厳とアルカリの中和の現象であると気づいて反応したものであ
ろう。したがって.調査問危の 2の正答し得た62名中，水酸化ナトリワムに境酸を加えた場
合と .硫畿を加えた場合とが同類の現象であると一般化しているものは5日名内外とみてよい
と思う。
以上の分析的な考察により .調査問題の正平等率が低い原閃とし て， 第ーにはお、もな化学反応につ
いて正しい理解と知識をもっているものがきわめて少ないこと。第こには寝という概念の意味が正
確にとらえられていないととのこつを確かめるととができむ これらの指導については，単に記憶
ぎせようとする方法ではなく ，原理的なものと関連さぜながら理解を積み上げてい〈ような方法の
改善が肝要であろう。
-4 9ー
調査問題
1. 右国のように，直方体を水平から 6o. 
ななめよ方に引いたら .ばねばかりは 1
2 0 gを示した。 ζ のとき・直方体を引
く力の水平方向の分力はいくらかの次の
ア ，ィ.ウ.エの中から一つを選んで.
その曹日号をO で阻みなさい。
ア 43 gのカ イ 60 gのカ
ウ 10 4 gのカ ヱ 12日Eの力
小 関草委号
県平均
全国平均
JC くさcdf 
2. 閉じ百万休を .4図 収、ように
かたむけたとき. a . b • cの
それぞれで.i;fi心Gにはたらく
iIl方体の認さ (宜主力〉の8点の
まわりのモー メントを比べると
どうか。次のア.イ.ウ.エの
中から一つを~んで.その宮古号
ぞOで悶みなさい。
a b 
ア aの場合が最も大きい。
ウ cの場合が最も大きい。
分析的 .問題
1. 右の図のように.ar万休の箱
を水平からななめよ万に引いた。
ζ のときの百万体を引く力の水
平方向の分力ぞ，イ乍aJによって
求めなさい。
水平な台 c 
イ bの場合が貴重ゐ大きい。
エ a • b む吋・れの.tJ~合も等しい。
水平な台
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Z 同じ直方体を.下図の a • b • cのように.ひもでひっぱってかたむりた。 ζのととについ
て，次の(1)， (2)の聞いに答えなcぃ。
(1) ひもにかかる力を比べるとどうなりますか。次のア.ィ.ウ.エの中から正しいと思うも
のを一つ選んで，その記号をOで囲みなさい。
ア aの場合が債も大きい。
ウ cの羽合が震も大きい。
イ bの場合が最も大きい。
エ a ，b • cいずれの場合も等しい。
(2) a， b ， cのそれぞれについて，定心Gにはたらく直方俸の重さ(重力〉 のB点のまわり
のモーメントを比べるための作灰|手しなさい。
a tJ E 
D 
AくfcA7c ぐノc人¥&0 ;.400 
/B- 〆 ，〆〆.- B ノ〆 7-././ -' / __:8_ _~___ ___I 
文割l省の出題意図は， 1が ，力の平行四辺形によって力を分解することについての知識・ 2解を，
調査問題の2は力のモーメン卜についての知識とその応用力を，それぞれみようとした問おである。
との問愚?とのたびの分析的制究の対象としてとりあげた意図は，昨年度の調査で，滑車を用いた
問題場面で同じくブJのモーメントについての知識とその応用力をみた問勉の正答率がきわめて(a'か
ったこと(会周平均 ，@ 1 2.6 % ，@ 1 4. 0 %)に比べて ，本年度はどのような様相を示すかをみ
たかったのである。また，調査問題の2に正答し得るためには，力のモーメントについての知識と
ともに，力の合成分解にヲいてみることとした。調査問題1 • 2についての反応結果はっきのとか
りである。
力のモーメントに関する問題の正答箪は 53%
と ，昨年度の 12.6 %に比べると大きな伸びψみ
せているようにみえる。しかし .カの分解に関す
る問題の正答率が 4 5 qらであることと対応すると，
調査問題の 2では，直方体の窃さの分力を求め .腕の長さが等しいことと考えるわせながEアの選
択肢を選んでいないものがあるのではないかと予想される。また調査問題中の「童心Gにはたら く
直方体の重さ(重力〉のB点のまわりのモーメント」という表現の意味が生徒にと 司て，きわめて
むずかしいと予想されることと考えあわせると ，5 3 %という正答率Mそのまま受り入れかたいも
のである。とうしたことから，との開通の解答を選ぶとき，生徒は.直方体の重力を分解し‘ !T'，i，') 
長さがa • b ， cとも等しいことから力のモーメントを考えたのではな(，全体的な印朱からておl
る感じで解答しているものが多いように思われる。しかも問趣場面では，邑l方イ本をi頃りるのに重正L
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方向にひもで引いているようになって事、!>I生徒はこのひもにかかるカがaの場合いちばん大宮い
と考えたのでMあるまいか。(しかし ，ζのような方向にひもを引いた場合，ひもにかかる力はaI 
h I Cとも等しいはずである。この点についてはさらに後述する。)
そこで分析的問ゐでは .以上の点を確かめることや目的として .ひもにかかるカの大きさを問通
とするもの I ... 'よび力の平有四迦形によって力を合成分解するととを作図によって求める向勉を作
成してのである。まず，分析的問迦2の(1)のひもにかかる力の大きさを比べさせた結果をあげ ，調
査!日1陶 2の反応結来と対応させてみよう。
分折的問地 2I (l) 
調査向島 2
① ひもにかかる力は ，aの場合(ア)
がもっとも大き いと判断したものは 7
8%にも逃してなり ，調査問題2の 5
5%をさらに大き〈上まわっている。
@ 調査問題2で .aの場合を港んだ 5
5名中 .分析的問勉でも aの場合を選んでいるものは 48名で ，正答者のほとんど全部が，この
場合の力のモーメントの大きさと.ひもにかかる力の大きぎを同授と考えているようでるるω
それならば ，これらの生徒の中で，力の合成分解に良する匁踏を活用して ，力のモーメントの大
宗さ令比へるととができたものは ，どの程度あるのであろうか。つぎに分析的問題の 1と2の(2)で
求めた作凶の内容を倹討してみたいと恩ラ。
① 分析的問勉1 (水平方向の分力を求める作凶)について
凶の正否は別として ，とにかくなんらかの作闘をしたもの 52名で ，他は幽をか〈ことができ
なかった。闘を官〈ととのできた 52名中 ，大体正協に作闘することができたと患われるものは
5名しかな<I他の作閣の内容は力の平行悩辺形を正し〈迎僻していないと忠われるものであっ
て ，分力の方向に対する判断があいまいなものが多かった。またまちがっている作図は種々雑多
である。次にその例をい〈つ治、示すこととする。
// 
Lゴ:
，?
?
?，?，?
?
/ 
/ 
胎 ~"IU(lIlI1"""，.II"，，， .， ..，，，，，.
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@分析的向勉 2の(2)(力のモーメントを比べるための作図〉について
この作闘は前の作凶より困難度が高<，なんらかの作図をしたもの23名で，他は図をか砂な
かった。しかも闘を帯〈ととのできた 23名中 ，正しい図を主主〈 ζとができたとや淀されるもの
はー名にすぎ泣い。このような問
題場面で ，重力の作用点と方向を
考え ，任意の長さの線分で力の大
きさをあらわし ，さらに ，二つの
分力の方向を判定した上で .それ
ぞれの力の大きさを判定し ，右図
のような作闘をするとと ，つぎに
腕の長さがa， b ， cとも等しい
ことを考慮の上力のモーメントを
比べるということは，きわめて困
難度が高いものといえよう。
A 
D 
C 
B 
とのようにみて〈ると ，力の平行四辺形による力の合成分解，ならびに力のモーメントに関する
知識 ・理解を応用して ，調査問題の 2tL正答し待たと考えられるものは ，ほとんどなかったのでは
ないかとさえ疑われる。そして，調査結集にあらわれた 53名の正解者の大部分は，$、そらくひも
にかかる力の大きさを考えて反応しているらしい。
ところが先にも述べてあ、いたとる、
~ .図のような方向にひもで号|いて
ささえた場合 ，ひもにかかる刀の太
きさは I a • b ， Cとも等しいはず
である。その理由を右凶によって説
明してみよう。
直方体の重心にはたらく重力を
GQであらわすと .との直方体のB
点のまわりのモーメントは ，右まわ
りでBG'XGRの大きさとなる。と
の右まわPのモーメン トとつりあう
ようにひもで支えているのであって，
ひもの力はD点にかかっている。と
の場合 ，腕の長さは .BDであって，
A 
、、
糸、Y
Q 
とれはBGの2倍でめるから .DR'はGRの2分の 1でよいととになる。すなわち ，BGXGR
=BDX百五J の関係がなりたつわけである。ところで ，ムQGRと6QDR' は相似でありその
相似比は 2 1であるから ，ひもの力DQ'はGQの2分の 1となる。だから闘のような方向のひ
もでささえる場合常に直方体の彊さの半分の力となり.a • b ， Cの三つの場合ともひもにかかる
力は等しいこととなる。もし とのひもの方向を ，腕の方向BDに対してli角にすれば ，ひもにかか
る力はaの場合がいちばん大き <1;Cるわりであるが ，(均勉場面として示されている闘では上方に51
- 5 3ー
いてあるので，理くつからいえば等し〈なってし まう。
ととるでひもたかかるブJの大きさを等しいとみるととは ，中学校段階ではきわめて困難なことで
あって ，aの場合のひもにかかる力がいちばん大きいと判断「ずるのも無理はないと思われる。そう
すると .この調査問題が ，カのモーメントに関する応用をみるための問勉として，果たして妥当であ
ったかどうかを疑わざるを待ないこととなる。
いずれにしても ，このような場面に£、げる ，力の合成分解ならびに力のモーメン トに関する応用
力は昨年同様，きわめて低いレベルにあるということができょう。
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? ? ?? ? ?
? (中学3年)
調査問題
小間帯ち
良平均
全国平均
~の111 ・ I <!I . (31 • 141の()内に示した単訴の下線をひいた部分の免官と閉じ発音ぞ含ひ単穏を ，
右側jに示した文中のア，イ，ウ， エの用から一つずつ~んでその記号ぞOで阻みなさも、。
(lJ (b e d) J J c s a id • .‘ Comc and sCc 凹 e. " 
アイ ウエ
I<!I ( [ i r s t) S 1e 1 a s a 
アイ
s h 0 r t 
ウ
pencil in 
zニ
h e r hand. 
131 (0 1 d) 11 0 W 1 0口g do you study at ho田 e?
アイ ウ エ
141 (a b 0 U t) J J e k now 
イ
bow 
ウ
t 0 g 0 
コ=
there. 
分析的問題
とたのは 1 ・ I~I. (31の各語群の申 に下線の部分の発音が他の怒と鎚なるものが，それぞれ一つずつ
あり玄す。その記号そOで阻みなさい。
(lJア S 1 X イ pass ウ nolebooksヱ face オ sh e 
121ア二土ank イ three ウ then エ month オ th i n k 
131ア n0 イ Z三旦互ht ウ kn旦豆 エ s~. オ 宮0
11J 調査問題と分析的問題の応答分布
ア イ ウ 二E オ 持l1:~ 平均
調 (lJ b e d 2 6司 5 31.， ..// 1 
査 I<!I f i r s t 1 0 7 ~鐙 // / 。
問 70 
正n忍-
(31 01 d 1 0 26 6 @ / 1 
141 a b 0 u t d 1 4 ω 5 / - 。
分 111 ( s ) 1 0 13 15 ? ~ 析 [ e ) @ 的 I<!I 13 10 13 7 54 
題問 (31 ( 0 U ) 5 ⑪ l 18 I 1 1 ! 1 3 
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(~I 摘を問題と分析的問題の正答数の関係
謝 査 問 題
正2客数 4 5 2 日
ヨ 1 1 5 。 5 
分
析 2 1 1 15 ? ヨ
的
問
1 d B 8 5 
題 。 。 6 4 4 
計 28 34 I 21 1 3 
。
2 
1 
4 
1 9 
40
1 
26 
15 
100 
』一一一一」
発音の問題については，ペーパーテス
トの給巣で結論を下すととは危険である。
たとえば，謁査問題の(11では .まずbed
が読めなげれ止まならない。次にHe，said 
sefl，m巴がIF.確に読めなければな
らない。そして (e Jの音をとり出して
比較し.同じもの会選ぶという操作をす
る ζとになる。したがって，全然
r官cognizeできない単置きがでてぐれば発
官以前の点で失俗というととになる。
fしかしたとえば，(11の場合.s a idを知らなかったが .He. se e. meはわかって .bedω( e) 
とそれぞれ集なるζ とがわかれば .s a j dがrecognizeされなぐとも疋牌はだゼる ζ ともある〕
また ，生徒の応答がそのときどきで，その場だげの答を出すととが笑外多いととである。さらに ，ζ
乙で発音としてとりあげているのはphoneme であるというととである。
phonemic.:ally the sameでるっても phonccically diffcrcnt位当然おζ り
得るζcであり ，その点の理解が ，理論としてではな(.実際のζととしてなされていないと，
phonemically the sameのものを ，背の発音療境の相違が ，生徒にそ(;...1s-'<C' dir ier e It 
と解させていて ，生徒が誤答を与える場合も考慮にいれねばならない。ζのような点、は(s )と
(S).(ou)と〔つ:)の問題の結果をみ:(1)fわかると思う。
ζれらのととを一応考慮した上で.結果を検討してみよう。各問題の応答分布は上の表のようにな
っているがJ 調査問題，分前附句題の完全正答者は 11名であるととは少ないと，思われる。
m i n i Ina 1 p a i rsを利用したじゅうぶんな指導が必要であろうか。
(ll (e) 
ζ 乙にででぐる単語はかなりひんぱんに使用されるためか，正答率はかなり高い。しかし ，乙ζ
で正答を与えたからといって，正し〈発背できるとは限らないのであって ，と〈にsai dの場合，
sayにひかれて (seidJと発音される場合がよ〈あるととで ・気をつけねばならない。
山〔呂〕と(S) 
( e )に比べて単語がむずかしぐなったためか正答率もく'っと滋った。l'ecognit ionの点
でまずできなかったものが多数あったと恩われる。 fi r s t の(s )と pen c i Iの(s )とは ，
その発育される環境の儲か ，あるいはpencilの綴りから(s Jというよりも，むしる〔い
に誤って(penSil)と発音するものが多いためではないだるうか。
支え， notebooksについては ，pass， face はそれぞれ ，母音のあとにきた(s )に対
し，子音のあとの (sJ.sixとsheはそれぞれ(i ) .あるいは(j : Jがるとにつづき，環
境が似ている ζ とから(s Jと(5)を誤って， s i x をdiks)と発音しているものが多いの
ではないかと考えられる。日本語に(5 j Jという音がないために ，との音が一つの盲点となって
おり ，よぐ() j )で代用されるのである。
131 (0 u )と〔コ :J 
これらの音は日本人にとっては，たいへんむずかしいものである。 recognitionの点でふ
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るむれたのもある 5が ，さらに ，ζれらの発音が互いに区別しに〈いためにできなかったと思われ
る。old は ，おそら<.[ am s i x t e e n ye a r S 0 1 d.等の例でじ由うふんなれているの
であるうが .(ouJd) とは徹底されずに .(oJd)イ0:J d)と発音していて， 10 ng ( 1コ3・
I :> :【)Jと同じに考えたものが多いのではないだううか。をた， bomeは日本語のホー ムから(ho:m) 
と誤った と考えられるのである。また ，分析的問題については.knowに応答が多〈みられたが ，
nowの綴bから(nau)としたり，また.日本語で ，アイ，ドント，ノーと発音しているととから
とも考えられる。 no• S 0 • go についても ，(no : ) ， ( S 0 : ) ， ( go : )と発音しているものも多
〈みられる。 mi n i ma I p a i r c 0 n t r ~ s t t e ch n j q u e を刷いて指導するととが必要であ
るう。
141 (0 U )と(:¥ u ) 
聴取にぜよ ，発音にぜよ ，それほど臼本人にとってはむずかしいものではない。誤りも少ない。正
答数77名も当然の数と考えられる。とれは， ひしと:>r e C 0 gn i t i0 n が問婚といってよいである
う。発音にるっては，数える外国語と母国語との音韻組織を比較して ，その trouble spotsを
つかみ ，minirnal pair contrast tecbniqueを利用して ，じゅうぶんに指導すぺき
である。と〈に〔コ:)と(0 U )のように， 8本語の〔オー〕でとか〈どまかしがちな，似て非な
る点、をとらえて教える必要がある。その場合 ，一つ一つのphonemeでなく，まず，語で，ついで
短文を利用して ，intonation等を考慮して dr i ))するととが必安であう九。
小間務骨
調査問題 県斗4 均
全国平均
次のアからオまでの単隠の申から， (幻の部分を肢も強く発音するものを三つ選んで，その記号を
Oで囲みなさい。
ア be- come (become) エ to-mor_ row (tomorrow) 
???
(2) (1) (2) (3) 
イ be-gin -ning (beginning)オシes-ter_day (yest<>rday) 
(1) (2) (3) (1) (2) (3) 
ウ ev -e r (ever) 
(1) (2) 
分析的問題
次のアからクまでの単簡の中からゆの部分を殺も強く発音するもの径滋んで ，その記掃をOで
四みなさい。
ァ。'_clock (0' c 1 0 c k) ウ Oc-to-ber (October) 
①@ ①(会③
ィ 。-lcv-cnth (elれventh) ヱ Sat-ur-day (Saturday) 
①@ @ ①(.?) @ 
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オ StilC- ond (second) キ an-oth-er (anotbe.) 
カ be-twe匂n (betweじn) ク nev-er (never) 
(1) 調査問題と分析的問題についての応答分析
調査問題
分析的問題
(2) 調査問題と分析的問題の正答数の相関
分 析 的 問
正答数 5 4 5 2 
司書 5 8 21 10 ? 
査 2 2 5 8 B 
問 1 1 1 1 1 
題 。 。 日 。 1 
言十 1 1 27 19 19 
J哲
t 。
6 。
? 。
4 。
4 
23 
計|
54 
32 
5 
ι 
1 00 I 
調査問題と分析的問題の両者完全
正答は，わずか8名にすぎない。正
答数7， 2 3名，正答数6， 1 6名，
正答数 5， 2 8名，言十75名 ，であ
るが，との程度までは一応アクセン
トについてじゅうぶん気を配ってい
ると考えてよいと思われるのえだ ，
調査問題κついては正答数指定があ
り，5つのうち 5つ選ぶというのは，デタラメκやっても 1つは必ず正答となるわげである。それに
対して， 分析的問題では正答数の指定がないため，正答数も減っている。
。becomeについてはもう少しょく 1とってもよいと忠われる。通例be- !tLはアクセン卜が念い。
become，between，beyond，等いずれもそうである。アクセントの場合も発音の場合も ，
発音さぜると正{確にやっていながら，ペーパーテストでは誤答をする。また，その逆の場合もあ
る。さらに閉じ問題Kヲいても 1回目と 2回目とでは以なった解答となる不協突なものが多い。
日本語ではpitch accentで，ほとんど示差的要素をもっていないが ，英語ではstress
ac c e ntで，示差的要素をもっているという点が多分に影響していると，思われる。
o ever!tL応答したものは少をく， n ev e rではさらに少ない。ひんぱんに使用されるからであ
ろ」うか。
o yesterday，second への応答が比較的多い。 yesterdayは了ecognitionの
点で誤っているのが多いと忠、われるの torno rr 0 w を「昨日J，yes lerdayを「明日Jと考
えているものもかなりいる。 secondは日本語のセカンドκ影縛されたものと恩われる。
o o'clock 1(ついては ，第一音節κブクセントをないて発音されるのは工('応ぐ。一年のとE
K時計のととろでじゅ うぶん指導がなされるはずであるから， もっとよい結果がでてよいと思わ
オ1る。
eleventh jrlelevenであったならもっと工いE答数がで(かもしれ念い‘それにして
も-thはアクセント に影響を与えないのであるから ，も っとよくともよいと，fJ!，われる。
。 October κついては，月の名祢はかなり徹底していると，巴、われるのκtくなかった。発音
が正しぐできていてもアクセン トの所在tてついては指悩できなしい， . Jlí.!I~'I~~ ~ ~わけで ，じ申う
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ぶん意識させるととが必要である。
。 between 1'(は betwe e n と発音する生徒が案外κ多いoanother 1'(しでももっとよ
くできてもよいと恩われる。
英語のアクセY トは位置が変わると意味K影響を及ぼすというととを ，ドリ Jレをとかして体得させる
必要があるう。たとえばrecord衣ら文字だりでは品詞のゆIはわからないが ，アクセン トをつりて
歌山つ月ーくに区別されるわりである。乙れらは ，一つの単語として dr i 1 1するより，文の中でたえず
矯正していく方が覚えやすいであらう。
調査問題
小間容易
県平均
全国平 均]
次の文を読んで、下の(1)， (2) ， (3) ， (4) ， (5) ， (6) ， (7)の闘いに対する答として正しいものを ，ァ，イ
ウ，ヱの中から一つずつ選んで ，その記持そOで囲みなさい。
Last Sunday Tom went to see his friend Bob. He went by 
bus. 1t took hi国 half an hour. When he got to Bob'邑 house，
i t was about eleven B 0 b a n d h i s p a re n t s we r e ve r y g 1 a d t 0:
see Tom. 
'1'0皿 and sob studied in sob's roo皿 At noon Tom had lu且 ch
with Bob and his parents. 
After lunch Bob took Tom dOWD to the river，and they Swa回 目
there for about one hour. 
T h e y c a me b a c k t 0 B 0 b'5 h 0 u s e. s 0 b's m 0 t h 'e r g a v c t 1 e田
50回。回 i1 k •
Tom and Bob had a VerY good tiffie 
A 1 it t 1 e a f t e r t h r e e T om s a i d“Good-by"to Bob and his 
parents. 
注 parents=father and mother 
(1) Did Tom go to Bab's house by bus? 
ア He went to Bob~ house. 
イ He did not go by bus. 
ウ No，hc did not. 
エ Yes，he did. 
(2) H 0 W m a n y p e 0 p 1 e h a d 1 u n c h w i t h T 0田?
ア Five teop，le did. 
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イ FOUI l'eople did. 
ウ Three peυple did. 
エ Two 'p e 0 p 1 e d i d . 
(3) Where did To皿 and 臼ob swim? 
ァ They swam in the rivcr. 
ィ Th号y Swarn 1口 Bob's hous，- . 
ウ They Swam i且 Tom's hous'e・
エ Th号y s w a m i n B 0b' s r 00田.
(4) What did Tom and Bob haVe after swimmi口g?
ァ They had a bus. 
ィ TheY had gupper. 
ゥ They had some apples. 
ェ They had some mi1k. 
(5) How Jong was Tom wi th BOb? 
ア He vra沼 with ~ob for about one hour. 
イ He was with sob for about four hours. 
ウ He was with Bob for about six hours. 
コニ He was with Bob for about eleven hOurs. 
{6)i. ::の申の下線をひいたWhe.n he g 0 t t 0 B 0 b' s n 0u S e ， i t wa S 
about elcven.はどんな意味ですか。
ア かれがポプの家にでかけたときは ，1 1時ごろでレた.
イ か れがポプの家にでかけたときは ，1 11時でしたの
ウ かれがボブの家についたときは ，1 1時とろでした。、
エ かれがポプの家についたときは ，1 1時でした。
(7) :.. . .._の中の下線をひいた the皿 は ，何をさレますか。
ア トムとポプ ウ トムとポブとボブの父
イ トムとボプとポプの母 エ トムとポプとポブの父母
|分析的問題
次の文をよく読んで ，下の(1)， (2)， (31， (4)， (5)の聞いに対する答として正しいものを ，ァ，イ
ウ，ヱ の叩から一つずつ選んでその記号居Oで閤みなさい 内
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Last Sunday John went to see hi尽 frieod Oick. 
H 0 I e f t h 0 mo a t n i n e. H e t 0 0 k n 0 bu 8. H e j u 8 t wa 1 k e d ，
Wh e 0 h 6 g 0 t t 0 0 i c k' s h 0 u s e ， i t wa s a b 0 u t h a 1f t c n. H e 
bad ¥Va 1 ked 80 long tha t be ¥v3s ver'Y t it"e d. 
J 0 b n a n d 0 i c k p 1 a y e d c a r d s i n 0 i c k' s r oom. A t ;! q U 3 r t e r 
to twelve. John bad lUDCh with OiCk，hiS" brother 3ud lwo 
S 且 St e r s 
After 1unch Oick and John w~ nt to tho parlt ，'ith I)ick's 
sisters and thpy p1ayed tennis tbe're for about ha]f an 
b n u r • 
They came back to Dick's house， Oick's mother gave them 
S 0由。 candy.
A li t t 1e a f te r four-thirty " " John said Good-by to 
Oick and all his Iamily. 
(1) Oid John go to Oick's housc by bus? 
ア He ¥Vent to Oick's house. 
イ He went by train. 
ウ Yes. he did. 
エ No，he did not. 
(2) Why was John very tired when hc got to Oick's house? 
ア Betause he took a bus。
イ Be ~ ause he got up very 宅ar1y that morning， 
ウ Becaus<:' he walked 80 10ng， 
エ Because he ran. 
(3) How 聞 any ppople had lunch with John? 
ア守、wo pe op~ e did. ウ Four people did. 
イ Three people did， ヱ Five pcople did. 
(4) Wu:lt rlid John. Dick and Dicl<・8 siSlcrs havo after 
playing tennis? 
ァ They had tunch. 
ィ They had 8upper. 
(5) 下織をひいた themは何をさしますか。
ウ They had &0凶 e milk. 
ヱ Thβy had Somd candy. 
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iア ジーァク ウ ジョンとティックとディックの母
イ ジョンとデイッとティ ックの第 エ ジ g ンとティック とテ ィックの姉妹たち
(] ) 調査問題と介析的問題Kついての応答分布
調査問題 分析的問題
プ イ 終答 平均 ア ィ|ワ エ. 無答平均
(1) 5 10 4 行、、J 2 (1) 5 4 1 1 。 4 
(2) 4 27 望/号、 5 1 (2) 5 ? {包金" 2 5 
(3) ⑪ 10 5 4 (3) 1 0 1 7 |伶 20 3 71.6 
(4) 8 3 7 18ち る9.6 (4) 1 5 1 6 (3 2 
(5) 28 6号 自 8 (5) ι 15 。|2 
(6) 20 10 信託 1 3 
(7) Jの 8 7 
畏文説j詳の問題で ，全体の平均正答率は調査問題で 69 . 6 "分析的問題で 71 . 6であった。問
題文の内容を?みると ，謝査問題κでて 〈る単語はやさしいものばかりであり ，分析的問題陀沿いても ，
left，tired，candy衣どが多少むずかしいかもしれないが ，とりたてて考えるほどでもないの
正答率も順当と考えられるであろう。
(2) 調査問題と分析的問題κついて正答数の相関
調 資 間 題
正答数 7 6 5 4 2 。計
分 5 20 1 3 日 5 。 。。45 I 
折 4 
3 ι 4 5 。 1 。。1 7 
5 1 2 5 2 1 5 o I 1 
的
2 1 。 5 5 2 日 。1
r，n 
1 。 。 2 2 3 。
題 。 。 。 2 
i 言十 18 1 ~ I 
しーーー
。 調査問題(1)と分析的問題(1)について
ζれは両者とも ~yes - no questionである。 ζのととを理解できなかったものは，調査官
題で 15名，分析的問題で?名である。分析的問題で記入させた解答理由るみると次のようKなって
L、る。
① 調査問題 ，分析的問題の両者正答 71名
1 ) “He t 0 0 k n 0 b u s. He j u s t wa 1 k e d ."だから等意味を他実κっかんでい
ると思われるもの 6 4名
2 ) 語j関変化の疑問文である。 2名
3 ) 無記入 5名
@ 分析的問題のみ正答のもの 5名
- 6 2-
1 )“ He took no bus. He just walked"だから 2名
2 ) 無記入 5名
ω 分析的問題VCi誤答のもの 2 1名(謝査問題のみ正答 9名，両者誤答 1 2名)
1 ) パスでいったかときいているので はい そうですと答える 1名
2 ) 本文から 4名 3 ) 無記入 1 6名
no +名調の挫は日本語の感覚と進うので ，誤答も多い。やさしいものからし品収応用力をつり
させる くふうがたいせつである。
o li消去tf品l題(2)と分析的問題(3)~ついて
How manyt'L答える問題で ，Did-構文と同じくよ〈理解されていると考えられるから ，問題
の窓味がとれ設かったものはないと考えられるの次に全体の治~I沫をとらえ ， 次κ数える という 作業が
加わる。 W~符JÆI抱をみれげわかるように ， この数えるととろでつまずき ， 登場人物全部を考えたも の
もか念りみられるo'i閥査問題ではwith Tom というととろで誤解し念げれば th r e e という解
答がでてくるはずであるが，正答は 63名であった。分析的問題では ，多少複維lそなっているが ，
At a quarter to twelve John had lunch with Dick， his b roth~ r 
and two sisters がわかれげ正答が得られるばずである。 JE答は 50名である。とれで調否
問題，分析的問題の両者正答は 58名 ，いずれか一方の疋符は 56名で ，後者のものはまだ知識が確
実でないと考えられる。
王監由Vてついては ，両者正答の 38名はfatherとbrotherの怠l床をとり没えたものもあるが ，
一応まともた班耐をあげている。分析的問河のみ疋各;であった 11名κついては ，正確な理由脅記入
したものがあるが ，それらが澗資問題花枝ぜ誤ったかはわからない。乙九らから 40名程度はとの問
凶をl能実!ζ列u得していると，ra，、われる。もう少し，Jl]!.仰が倣氏すれげと忠、われるもの 5日名将f変である。
指導法を 〈ふうしたじゅうぶんなdr i 1 1が噌まれる。 Wi'答JI!Jlば次のようKなっている。
① 調管l品宙 ，分析的問題ともに正符のもの 3 8名
1 ) “John had Junch with Dick， his brother and two sisters': 
とあるから ，としたもの 5 0，名
2) DickとDickの姉妹たち ，彼らの父止界食したから 2:r(brotherとfathcr
。混同)
.3 ) 木文より 2名
4) :1時記入 4名
@ 8-析が71¥1J，盟!てのみ疋容のもの 1 1 ?:" 
1 ) “John had lunch with Dick， hls hroth巴r nnd two slstcrs: 
とちるから 4 {; 
2) Di c k と父と 2人。姉妹と一市とあるから (brothcrとfatherの混同，) 1名
5 ) えべたのは 4人だから 7名
4) .John は誕とー 絡に食べたかときかれているから .J0 hn ははいらない 1名
5 ) 正しいとjg、った t名
6) ，~!t õC人 1.，: 
- 63-
@ 分析的問題K誤答のもの 5 1名 (譜査問題のみ正答 2 5名， 両者誤答 2 6名)
"John had lunch……1・ n の中の人数を数えたら 1 8名
his brother and sisters とるるから 2名
:5 ) two sistersとあるから 1名
Di ckとそのsisters2名だから 2名
適当だと思った 5名
5人だから 1名
無言己入 2 2名
。 調査問題(4)と分析的問題(4)について
調査問題については選択肢にまぎらわしいものが乏かったため ，正答 81名は当然と考えられる。
一方分析的問題では1un ch がまぎらわしく， 質問の意味をとれなかったもの ，あるいはThey
had吋コ健3ただけを探したと思われるものが ，ァκ応答したと思われる。両者TF.答は 67名であった
が ，理由の内容から確実陀理解していると考えられるものは 40名程度である。、川lat did-
have-?よりも ，after-ing の部分をは叶きり理解できなかったものが多いと思われるが ，
tranformationを利用したり ，あるいはaftcr lunch等の熔文と際植させて指導すると
とも考えられるだろう。解答玉虫也は次のようになっている。
① 調査問題，分析的問題ともκ正答のもの 6 7名
1 ) “Dick's mother gave them some candy"だから 3 9名
2 ) 何をたべたかときかれているから
3 ) キャンディと あるから
4 ) ディ ックの母がキャンディをつくったから
5 ) 上文から
6 ) 無言己入
@ 分析的問題にのみ正答のもの ?名
1) S orne calldyとあるから 1名
2 ) 無記入 8名
2名
3名
1名
1 1名
1 1名
③ 分析的問題{tL誤答のもの 2 4名 (調査問題のみ正答 I 4名 ，両者誤答 10;名〉
1 ) 昼食のあとでテニスをし宍こから 5名 4 ) 主〈わから左いが ，大体 1名
2 ) 公関へ行って昼食をたべた 1名 5 ) 無記入(主主杭イ刊を含む)1 5名
3 ) 上文から 2名
。 鴻笠問題(.1)と分析的間出(5)陀ついて
代名詞が何すうはるかの問題である。とれは内容を工<H.解していないと 11¥れない。謝王証明越
と介肝的問題ともK正答は 62名 ，いずれか一方の臣答は 21名であるが， ・ れから ，じ唱うぶ
んに理解していると思われるのは 40名くらいである。生徒は ，代名詞が何 i ‘ jもかがわからない
ものが多いし ，また ，と〈べつな注意をはらわずにすますことが多い。じ由 Cぶんゐ dr i 11によっ
て，たえず在意させることがたいせつでるる。解答理由は次のようになっている。
① 調査問題 ， 分析的問題とも lぺ~-_';~ _1 Iもの 6 2名
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1 ) テニスをして，その後，家VCf突った人たち 3 2名
2 ) 姉妹とDickとJohn をさす 4名
3 ) 姉妹とDickとJohnκcandy をやった 2名
4) Di c k' s s i s t e r s a ndt h e yとあるから T名
5 ) 三人でテニスをやった 1名
6 ) 姉妹たちもいたから 1名 8 ) 文より 1 1名
7 ) 弟はテニスにいなかった 1名 9 ) 無記入 ・ ?名
(会 分折的問題にのみ正答のもの 1 1名
1 )テ=スをした人たち 玉名
2) J 0 hnと一緒にいたのはDickの姉妹たちであったから 1名
3 )わかりません 1名 4 ) 無記入 品名
① 分析的問題に誤答のもの 2 7名(調査問題のみ正答 1 0名 ，両者誤答 1 7名)
ジョンとテ酬イックになる 1名
2 ) them のtJiJ1i(在かれている 玉名
でてくる人がーぞれしかいない Hろ
them &)iÎ~l t'L Di c k の母とあるから 1名
5 ) 本文から 2~ る〉 Jr町三己J戸、 1 9名
。 調資問題(3)と分析的問題(2)について
とれは今までのように対応したらのではな1"• /; t w h y -q u e s t i 0 nという点で併記する。両者
正答71という高いiE答数で， 調任問題で(ぺ 80，分析f(1開閉では s3となる。解答退出をみても.
無記入や 「本文から」 というのを除いても55名F ものがwhyの質問をよ〈 とらえている。調子j_;] 
A'Jlでは悶いの意味がつかめれH常識的v<.こも:rQ'1J';.できるiJ:，誤っ?とものは swim，swamの意味がつか
めなかったためであろうか。分桁自']問題で ，ィ「早〈かきたからJK 9名みられるのは文外の意味な
考えたためであろう。とれはwhy-question KついてLりも間いの文章を斑解するKey
word が問題となって〈るよ うκ思える。 解答理向付;次のようになっている。
① 調査.官i姻，分析的問題ともK正手干のもの 7 1名
1 ) “He had walked so long that he was very tir巴d."だから49色
2 ) なぜ疲れたかときいている刀、ら 4名
五)文から 1 2名 4) 1iE記入 品名
山 分析的問超にのみ正答 1 2名
1) "He had walked eo long that-."とあるから 1名
2 ) あ忍ハてきて， 非iFI'(.:: < I氷っ脅から l 九(tired を 「絞るjとしたものか)
3 ) 文から 2名 4 ) 無記入 8名
岳j 分析 |子Jib~ Jillvc誤答のもの 1 ~' 名 01母子主問J協の止谷 ?包 [，f，j者説答 8名)
三〉 丈から 1;t， 2) 11長 ~r.入 1 6名
。 調室|討j短{ω，((i)について
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(5)VCついては，意味だけでなく，数える操作も必要があったためか正答は 55名しかみられない。
アの選択肢に 28名もみられるのは， They swam there for one hour. (rCつまづい
たのであろうか。
lo)についてはge t t 0 の意味につまゴ5いたものが多かったのでは念いだろうか。わから左い単語が
でてきても contextから判J析できるよう忙なっている ζ とがたいぜつで，そのためには構文の斑
i俸の徹底が望まれるのである。
調査問題
小間審吾
口県平均
全国平均
次の(1)， (2) ， (3)の問答の申の答について，辰も強く発音する単語~，ァ，イ，ゥ，エの中から
一つずつ選んで，その記婦をOでかζみなさい。
(l)How old are you Bill，? 
I'm twelvぞ years old. 
アイ ウヱ
(2)Which do you like better，suJUlcr or wintcr? 
1 i !._C s u rn:r! o:r b e t t C7" 
ア イウ エ
(3) Ca n y 0 U r b r 0 t h e r s Pe a k En g 1 i s h? 
No， he c3n't. But my sister c.;an. 
アイウ ヱ
分析的問題
次の(1)， (2) ， (3)の問答の中の答について，肢も強く発音する単認を，ァ，ィ，ウ，エの向から
一つずつ選んで，その記需をOでか乙みなさい.
(1) 日ow long does it take to .'(0 fro皿 here to the station? 
[t t a k e s t we n t y m i 1 U t e誼 .
ア イ ウ エ
(2) Which does he ljke better，English or F'ronch? 
He likes English better. 
ア イ ウ ヱ
(3) Do y 0 U 1 i k e 0 r a n g e s? 
NO， r don't. But my brother does_ 
アイ ウ コニ
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(J) 謝査問題と分析的問題の応答分布
ア イ ウ ニ巳 無答 平均
;(1i~ (1) 71 ~タ 6 5 日
1ま
(2) ? 7 り 1 6 5呪5間
量魁 (3) 31 ? I~ 31 。
分 (1 ) 3 I 1 1 l~ 10 。析 l~~ 的 (2) 3 I 1 0 1 4 1 60.3 
問 亘主j25魁 (3) 40 I 1 1 
(2) 調査官題と分析的問組の正答数の相羽
i周 査 1¥] 相
E答数 5 2 。言十
分
析
3 15 7 1 。23 
的 2 25 8 。4 1 
間 1 2 6 1 2 ? 29 
1m 。 。 4 2 7 
計 !25 421 23' 10 100 
3之を読むときは ，名詞 ，形容制 ，副凋，動l対や一部の代名詞l吃stressをがいて読むのが原則で
ある。そして ，文中のある語K特I'Lstressをかいたとき，他の部分のstressは消えてしまう。
問題文の場合Kは問われたととに対する答の部分にstrcssがかかれ .I也の慢|均文と重復している
ととろはstressがな〈なり ，それが極端κなると省附されてしまうととになるの
(1) How old-? How long-? f'C対して .twelve.twentyがstressを受げる
ととになるの正答数は 82.76で分析的問題は多少むずかしく なっているかも しれないのHow
01 d-?は一年のときにじゅうぶん練習されたであろうが ，How long-?のほうは多少復
雑Kなっている。解答理由も大部分が正し く記入されている。誤答Kついてみると ，たとえげ，
itakesがだいじだからJというものもあるが，どれ〈らいかかるかというのであるから ，
「かかる」がたいせつと考えたものと思われる。また.yearsやminutesをあげたものは
「上の文にない新しい単語だからjと考えたものであろう。解答理由は次のようKなっている。
① 調査問題， 分析的問題ともに正答のもの 6 1名
1 ) どれくらい時聞がかかったかをきいているから 2 6名
2) How long-?ときいているから 2名
3 ) 距離をきいているから 5名
4 )数をきかれたから 玉名
5 ) 一番重要な単訴だから .1 2という答がだいじだから 13名
6 ) 脅n記入
@ 分析的問題陀のみLE~<Úもの 1 3名
1 ) どれ〈らい時聞がかかったかときいているから 玉名
2 ) 一番だいじな単語だから 玉名
3 ) 読んで強〈発すtるから 1名
4 )無記入 品名
@ 分析的問題K誤答。もの 2 6名(調子E問題のみ正答21 .両者誤答 5名〉
1) takesがだいじだから
2 ) 時間を分で示すから
?????
?
??
3 ) 新しいコ トパだから
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1 2名
4) Sがついているから，段上級があるから，
そしてとつづ〈から 4名
5 ) かかるを強〈いう 1名
6) m~記入 1 7名
(2) Wh i c hVC対する答で，正答はsummer 工り Eng1 i'snがよ〈なっLている。解答理由もじ
咽うぶん理解されているととを示していゐ 中にはf昨日英語を勉強した」の?ように誤解してい~ -1 P - 'l_ .1 IIr '"-4::;.r.;.::~ 白
ながらi正答を与えれものもめった。解学年理由は次むようにつまってい.るぜ
① 調査問題 ，分析的|笥j告ともに正答のもの 69名
英語が好きだ効、ら，どっちと主い勺、る :5 0名
一番だいじな語 2名
ヨ〕 昨日英語を勉強じた 1名
無記入 I (6名
@ 分析的問題にのみ正答のもの 1 3名
1 )~ どっち・ときかれている ‘4名F ぎ) W記入 戸名
2 ) きか料ている答b部分たからヨ 2名
@ タヂ析的問題V(誤答の!もの '2 8名(、調笠問題の正答 8名，両者誤答 2 0名)'
1) ~のほうがを強調する一 2名 5) sがついている、 21毛
'2 ) 一番好意左ぎのをきいぜいる 4名 q 、);~ ;詰当K弘;Lた 、 21名
ヨ〕 大体強イ発音する }、 2名 ! 7 ) ザ無言以 1 4名
4) b e1 t e r1をばづきりさぜるo 1-i k'eを比較級ゼ修飾tJ訟 2名
(3) 1 i s t er ， b"r 0 t h e rが正容でるるが，正答率は低い。理由社みると， bu t'がつなぎのコ
トバでるるからというのが多〈み、られる占 no; t'ゐbutのl構女友'どと関連.ιてb'utが強くよま
れ，説明されたりしているのではない光ろうか。接続詞は普通st r es sがだいbだから注意
し友げればならない。誤各として ca n "， 'd 0 e sが011t'化ついで多 1くみ6れるが:文尾Vてきたと
きはstrong forrnをとる ζとが原因になっているの・ではたしミだ';:;，うみ。そのときは文中の
場合(weak form)よりもはっきりさきとれるのだが， ‘st'ressはないζとを注意すぺき
である。島宇答理由は次の工うである。
① 調査問題 ，分析的問題ともK正答のもの、 21名・
1 ) 私はさらいだが"my b r 0 t h e rは好きだから ，誰が好きかをはっ重りさぜる" 1 .5名
2) sがついている 1名 3 ) 書ざ表わ社長ト !i洛 "
4 ) 無記入 6名
② 介析的問題にのみ正答のもの 1 2名
1 ) 誰がどうだといっ乞いるから，弟が好きだから 6名
2 ) 一番重要な語であるから 1名 当) I笥われた単語ーを強ぐトぅ句、ら 干名
4 ) 無記入 ・ 4名
@ 分析的問題陀官搭のもの，5'-7名t~燭査陶題のみ定答 B名，両者誤答 。49'~ ) 
l' ) しかしと後!f)')とのつだき'である .前文と結ぶ逆接の緩急税調でtbる l' ~i~ 
2 ) 私は好きでな¥'7.I;， '~削Z好きi とい九っている ， 妹が好きだ刀、ら ， myをはiきりいれないと
弟とわからない A名
3 ) 前のと土げをうち消す単語 2名
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4 ) my motherがdoesか does notか をはっきりさせる 2名
兄弟が好きだと強調している 6名
兄弟は好きだが問いとは関側吐い 1名
みかんが好きだというのだから 2名
売台;い答のとき最後を強くいう 1名
doesがつくから 1名
発音が似ている 2名
一番だいじな語である t名
文章から 2名
無記入 1 5名
英語のリズムを整え ，意味Kも変化を与えるためUても Sentence s，t旨ess・1はたいぜつである。
原理的左ζとを心得て沿いて，レコード，ソノジートで.あるいはnative speaKer CC話をき
いてその調子Uてなれる ζ とが大切である。
調査問題 80.9' I .50.Q .1 J~: 2 .. I 
ιI 52.4 1. 74.9 I 
とえの(1). (2). (3)の文を.1か所だけく ぎって抗むとすれば ，ど乙でくぎりますかh くぎるとζ
ろをア，イ ，ウ，ヱの中力、ら一つずつ選んで.その詑符を
(1) Ye sもerday :l ft"，.oooロ T r e a d a n T<:"n g 1 i s'寸1 b 0 0 k • 
ア イウ ヨ:
(2) Th6 市 an standing at t~p door is 0ロr te:Jcnr-r. 
ア イ ウエ
(3) What did you say when you saw Tomワ
'"'7' イ4 ウ ヨユ
分析的 問題
次の(1)， (2) • (~) ， (~) . (5)の文をーか所くぎって読むとすれば，どζ でくぎりますか。くぎる
とζるをア，布，ウ，エめ中からーっすっ裂んニで.その記只そOでfflみなさい。
(i) Come hcre and road your boolc. 
ア イ ウ 二E
(2) ) t i s t e n m 1且 U t "" t 0 十 lV" by my watch. 
ア イ ウ コニ
(3i 1 s Y 0 u r b r 0 t h l> r 0 J d e r t h '1 n my b r 0 t h e r? 
ア イ? ワ エ
( 4)‘ Tw 0 d a y s a g 0 we w e n t 0 u t f 0 r a wa 1 k t 0 正c;'hcr.，
ア イ ウ エ
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己)Wh wil1 you do jf h c d 0 e s' n 0 t comeワ
(1 ) 調査問題と分析的問題の応答分布
ア イ ウ コニ 無答 平均
副議 (1) 5 。5 5 。
査 (2) 12 18 。2 。81 
間
題 (3) 4 |⑪ 10 2 。
(1) 5 ~~ 1 0 1 3 日分
(2) 5 25 @j 折
的 (3) 5 1 7 そり 7 64.6 
問 (4) 。8 11 4 3 
題
(5) i 2 2 。
(2) 調査問題と分析的問題の正答数の相関
分析的問題
正答数 5 4 5 2 。計
調
5 28 18 1 1 4 2 日 63 
査 2 2 7 7 2 5 z 23 
問。 1 1 5 。2 8 
題 。 。 5 。 1 ι 
言十 j31 I 27 22 9 6 5 100 
〈ぎりの問題は発音と関係、があると同時に文の理解κも大きく関係している。意味がわかり，文の
構造がわかればくぎりかたもわかる。すなわち irnmediate constituentがつかまれている
か， sense groupがは握されているかをみるととκなる。
① 調査問題(1)と分析的問題(4) 文頭の副詞句の次にできるものである。 yesterday
a!ternoonは91名の正答があるのに， t wo d a y s a g 0 では 74名である。 ζ とではウに応
答がみられるが，書き取りのテストなどでout の次できると思われる。 reading のんきに
なれさせるととが必要である。
@ 調査問題(2) The rnan standing at二七he door is our teacher. は is 
の前でくぎる。書き取りのときは standing の前後できるととも考えられるが，ーか所とい
うととであれば当然 isの前である ，
natura 1 speechでのreading practiceが必要であろう。
③ 調査問題(3) What di J you say when you saw Torn?分析的問題(3) 1 s 
your brother older than my brother? (5)What will you do if 
汽c does not corne?とれらは節を含む|問題でるる。いずれもwhen，thal.， ifの前で
きれるの 1 t}， i n k t h a t-宏どではthat. の次で，主ゐ生徒がみられる。笑際の会話では
内容がまとまらず that の次できるととがあるが .readingの場合はth a t の前できる。
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応答をみるといずれも接続詞の次できる誤答がみられるが，掛克詞は次の節K結びつけて読む
ζ との徹底がなされなければI.l:らない。
@ 分析的問題(1) Come here and read your book.正答は 74名であるが， 掛究
i周の1欠できる誤りが多い。 natural speedでpattern practice をつかって
intonationも併せて抱導する必要がるる。
@ 分析的問題:(2) It is ten minutes to five by my watch.ζとではby
my watch が一つのま とまりとなって，その前でされる。もちろん一息K読んでもよいる 誤
答としてウが多かったのは it-to-infinitive の構文にひかれたものか。ぞれKしても
6 l>名の正答は少ないと思われる。
親むときKは， <ぎりはたいせつであり，くぎりかたが迷うと，意味も， 1n to nationも変わ
って〈るζとを ，drillを通じて体得させるζとが必要である。
(11 Bob oan run 
????????
、?
? ? ?
、
faster 
全国平均
調査問題
f a s t
。f a11 the boys in hie 
fastest 
faster 
o 1 a S B 
ア them I 
イ they I 
(2) Some of { ~ wer.e very good. 
ウ theirl
エ thorel
(3) F a t h e r h a s j u s t 
ア come
イ comeG 
ウ came 
baok. 
コこ comlog 
分析的問題
次の(1)， (2) ， (3)がaしい文となるように，ァ，イ，ウ.ヱの申から一つずつ選んで ，その記事寺
をOで図みなさい。
??????? ? ? ?
，?、? ? ?
?? ?，
??????
??
?????
hard 
harder 
of al1 thp. girle io her 
hardest 
harder than 
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We 
、iVere very happy. 
our 
ourselves 
ノ
(3) F a t h c r h a s j u s t 
、????
?
???
? ?
?
?
? ?
。 。
?
???
?。
??
o u"t 
(1) 調査問題と分析的問題の応答分布 (2} 調査問胞と分析的問題の正答数の相関
ア イ ウ ヱ 無答 平均
J周 (1) 15 14 ⑪ 22 。
査 (2) 。1 9 14 16 。46.7 
間
題 (3) 1 3 34 13 日
分 (J) 可 1 3 @ 25 1 
析
:~ー ~l拘 (2) 17 1 2 2 
間
22 ⑪ 10 L1 -一一3宮 (3) 26 
i周 査 |渇 題
正答数 玉 2 a・ 。計
分
5 7 1 3 ι 。ヨ
t斤
2 7 1 8 ι 5 36 
的
問 5 1 0 1 4' 5 5日
題 9・ 1 、3 14 5 21 
E十 18 37 34 1 1 1日日
比較 ，完了形 ，前置詞と人称代名詞についての問題であるの
① 調査問題(1)，分析的問題(1) 比絞について， 最上級のfast号st，hardest を選ばせ
るものであるが ，正答は 49名 ，5 2名と低い。理由Kついては 3口名前後が 「最」コ級だからJ
としている。中にはそ う記以しながら叫答しているものもある。とれは両者共副詞のぬ合であ
るからtheのなも、もCを有蒋l仁官、って比較級+t h a.nにしたものも多かったと思われる。事IJ
詞の場合は形容詞のかげにか〈れてしまうととが多いが，そういうととの左いようvCi注意する
必要があるの政!由Kついては次のようKなっている。
①調査問題 ，分析的問題とも陀E答のもの 1¥ 2名
1 ) 最上級だから 2 61， 
2) ofallがついてクラスで一番だから 4名
3 ) 三人以上であと 1名 1¥) .d~校する人が多〈いる 1名
5 ) クラス全部だから harder thanVこした 1 1て
る〉 泡当だと患った 2名 7 ) 無記入 7 !t， 
@ 介析的問題Vcのみ正答のもの 1 1名
1 ) 最上級だ;6ら 1名
2) of 8.11がついて最上級だから 1 ;名
3 ) 二，三人以上だから 1名
4 ) その他，無記入 8名
@ 分析的問題vr~答のもの 4 6名(調査問題のみ正答 7名 ，両者誤答 3 9名〉
1 ) 最上級だから ，クラスで一番熱心だから 6名
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2) of all g'irls が複数だから， harder thanである 1名
3 ) 比較でthan が用いられている ，比較級 1 1名
4) harder (rCする とthanがいる ，hardest 陀すると the が左い 2名
5 ) その他無記入 2 6名
)) 調査問題(2)，分析的問題(2).前置詞の目的語となった代名詞の活用をみる問題であるのとれら
は基本自(J念functionword としてじゅうぶん托局知されてい念けれげ左ら設い。理由を
みると ，たとえば ，some of usは 「われわれのい〈らかJであるからof usは「われわ
れのJ!'(あたる「われわれの」は所有格であるから，といったように ，英語をは念れて日本語で
分析しているものがある。とれらはそのまま some of uS，some of themと覚えさせ
たほうがよいの rr私たちの』だから ，0 ur とすれげ .'0 fとかなさ勺て『私たちのの』とな
る。だからweVCしたJというのは誤りの過程がよく示されていると思う。 理由は次のようにな
っているn
① 識変問題 ，分析的問題ともに疋答のもの 4 5名
1) S 0 me 0 f のあとは uS. 私たちの二 ，三人はであるから 11名
2 ) 目的格だから 7名 3 ) 所有格にする 1名
その他，無記入 呈品名
@ 分析的問題のみI巨答のもの 2 3名
some of usとかほえていた 2名
われわれの中の何人かであるから 2名
主語だから 2名
目的絡だから 1名
その他 ，無記入 1 6名
]) 分析附問題(rCj誤答のもの 3 2名 (調査問題の正答 6名両者誤答 2 6名 〉
二 ，=人の人たちだiJ、ら 1名 主格が〈るから T名
we r e :o;t三人以上Uて使う 1名 4 ) 私たらはだからweにする 1名
所有格だから 1名 6 ) プヒ〈さんだからourを使う 1名
その他 ，無記入 2 6名
@現在完了Vてついて ，両者正答は 18名 ，いずれか一方のみ正答は45名となっている。理由K
ついても ，現在完了と記入のあるものは20名前後である。誤答ではcame，go， goes，が
多い。 came は単!I(i過去と考えたのか ，あるいはそれを過去介詞と考えたものであろう。go
go e s は単に現在と考えたものか ，理由陀 ihas となっているからgoでよいJrfather 
だからgoe sであるjなどがみられる。1た，現在克了 ，現在分詞 ，過去分詞という用語が混乱
している。 rgone は過去分詞で ，との文は過去では没いJi現夜完了だから現夜分調が〈るJ
「受身だからJ念どに示される。理由Kついては次のよう陀たっている。
白調査問題，分析的問題とも陀正答のもの 1 8名
.1 ) 現在完了だから ?名 2 ) ちょうど外κでたから
3) -したととろだから 1名 4) have 動詞のあとは必ず過去分詞
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1名
1名
h as j u s tだiJ、ら 1名 その他 ，無記入 5名
ゆ 分析的問題にのみ正答のもの '1 3名
現在完了だから 6名 ちょうど外にでたのだから 2名
has のあとは過去分詞 1名 その他 ，無記入 1 -1名
@ 分析的問題(i(誤答のもの 5 9名
現在完了だからア 2名 三人称単数だから 7名
. 2 ) 現在完7だからgoingの進行形 玉名 5 ) その他.A記入 4 4名
ちょうど~する文だから going 5名
小問務骨
調査問題
40 I 
-
46.5 I 
---
4官oI 
次の(1). (2)， (3) ， (4)の文を〔 〕内のさしずにしたがって瞥きかえさせたら， ァ，ィ，ウ
エの四とおりができま した。それぞれ宙しい文ぞ一つずつ選んで ，その記舟をOで凶みはざい。
(1) What w.as M九 White doing? (Mr. Whi tc .>eYou にせよ〕
ア What was you doing? ウ What you were doing? 
エ What were you doing? イ Wha t y 0 u w a s d 0 i n g? 
t2) He ca田 e to sde you yesterday. (r-...，..しまレたかJという過去の
間 1、の文にせよ〕
ア Was he com" 10 sce you yc.terday? 
イ Did he COIDe to sed you yesterday? 
ウ D i d h e C a me 10 see you ycaterday? 
エ Wa. he came 10 sce you yeaterday? 
(3) Bob will come hero tomorrow? Cf…・・しない乙とでしょう」という
未来の否定にせよ〕
ァ Dob wi I 1 not come here t。田orrow?
イ Bob not Vlill come here tomorrow? 
ウ B0 b w i 1 1 C 0 m e n 0 t. . hc r e t 0 m 0 rr 0 w? 
エ Bob not will here come tomorrow? 
(4) M r. Sm i t b t ea c h e s u s E n g 1is h? C f:私たちは……6れるJという現在
の受け身にせよ〕
ア We ar-: tcach EngJish by Mr.Smith. 
イ We were taught Eng lish by Mr. Sruith. 
.ウ We wcrc toach English by Mr. Smith. 
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エ We are taugbt by Mr. Smith. 
(1 )調査問題の応答分布 (2) .iE答数
ア イ ウ コニ 無答 平均
(1) 6 6 6 @ 1 
(2) 3 。2 1 1 。 72.2 (3) 8 1 5 5 
(4) 38 1 1 1 1 。
1. wa s Mr. wh i t eをwere youf'L変える問題であるが，もっとも基本的なものであり念が
ら81名の正答数であったの実際に書;かぜたらもっと低くなるのではないだろうか。
2. 過去の聞いであって， Did he come-? が正答である。誤答としてつがみられるが ，
Did he--には気づいたがcameをcome f'Lするととκ気づかなかったものか ，理解してい
ないものであろう。
五 未来の否定であるから ，wi 11 の次κnot を入れれげよいのであるが ，誤答ではウがみら
れる。 not を動詞の次κ ，すなわち ，b e動調の場合と同じであると思ったものであろうかの
transformation dri11 をとかしての徹底が必要であろう。
4. 現在の受け身でるるのκ39名の正答数は少乏し、。誤答7VL多くの応答があるが，現在VLひか
れて teach の過去分洞を忘れたものか。誤答イは，文.そのものは正しいが ，要求された答え
ではな<，誤りとなったのであるが ，時制について考えが及げなかったものであろう。
分 析的 問題
次の(1)， (2) ， (3) ， (4)の( )内に示した日本文の窓味そ表わす正しい英文7.e， ア，ィ ，ウ
エの申から一つずつ選んで ，その番手寺をOで悶みなさい。
(1) (とのえんびつは長い。)
ア This is pencil long. ゥ This pencil is long. 
イ This pencil long is. エ Tbis is 10ng poncil. 
(2) (ζれはなんと大きな猫だろう )
ア Wbat a big cat is t h i sノ
イ What big a cat i s t h i s/ 
ウ What a big cat tbis i s/ 
コニ What big a cat this i sノ
(3) (その赤ん坊は閑却にジャックと名づけられまレた。〉
ァ The baby is na皿 e Jack by h i ~ parents. 
イ Tb e b a b y wa s n a m.e J a c k b y b i s pa r e n t詰 .
ウ Tbe baby is na回 ed Jack by his parents. 
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エ T・IC baby was named Jack by his. parents. 
(4) (ぷは昨日から乙の本を説んでいます. ) 
ア I was r..ading this book sincc yesterday. 
イ I h a d be e n r ~ョ ding thi~ book since yesterday. 
ウ 1 have Leen readiuK lhill book since yesterday. 
エ I am reading this book &lnCC yesterday. 
(0 応答分前 (2) 巴科;数分布
ア イ ウ エ 無答 平均
(1) 6 6 ι I~ 
(2) 五|そり 2 1 1 72.2 
(3) |そり B 1 5 5 1 
(4) 38 1 1 1 1 39 
(1) 文窓口体，極めて簡単なものでるり ，正答数も 90名で ，理自についても特にとり立てるもの・
はないの
1) rとの鉛号室はjであるf、ら，他の文平は間途いであるから ，語j脱が正しいから等 5 4名
2 ) その他，然記入 3 6名
(2) 1必l決文であるが ，誤答 25名はWhat a b i ~ catの組み合ぜはできているが ，t h i s 
i sと1S this について明確なZ袈j似がなされていないと思われる。
正答者 75~ 
1 ) 感嘆文だから，語版が正しいから ，文型を覚えていた等 5 4名
2 ) その他，無記入 2 1名
誤答者 2 3名
1 ) 感E英文だから
.3 ) 主務は動詞の前にきている
5名
1名
2) b i g のあとvraがく る 1名
4 ) その{住 ，無記入 1 8名
(3) 受動態であるが ，弱査問題vc対し過去の問題である。正答 42名， nameを名詞として考えて
いたためであろうかのふつうの名詞構文と波うととがはっきり意識されなけれげならない。
正答者 4 2名
1 ) 過去の受り身だから 2 0名 2 ) 過去形だから B名
.3) be+p.1?の受け身だから 5名 4 ) その他 ，無記入 1 1名
誤君子名 5 8名
1 ) 過去でwas だがnameはー 官d VCならない 1 .3名
2 ) 受動態だから 玉名 .3 ) 過去J杉だから 5名
4) b e動詞が過去のとき ，うしろの動詞は現在にする 2名
5 ) 現在だから is name 1名 6 ) 名づりられてずっとそうだから 1名
7 ) 名前は前Kつりられたので namedだが ，今はジャックという名前だから過去κしない。
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1名
B ) その他 ，無記入 3 2名
(4) 現ィ主完了進行形の問題である。誤答者の理由に 「継続だからJというのがあるが ，文法用語の
理解と実際の英文の理解が一致していないn 文法用語は ，種々の知識をまとめるのVてたい・ぜつで
はあるが，ぞれ以前I!L，英文VC~れる ζ とのほうが必要である。
① 正答者 7 4名
1 ) 現在完了進行形だから 2 3名 2 ) 現在の継続だから 1 6名
3 ) 現企進行形だから have been 玉名
4) -からず，とであるから have been 4名
5 ) その他 ，無記入
ゆ誤答者
1 ) 進行形だから 5名
3 ) 昨日からだから 1名
2 6名
2 6名
2 ) 継続だから 4名
4 ) 昨日というのは、長い間であるからhave been 1名
5 ) 過去完了だから 1名 6 ) その他，無記入 1 6~ 
文の構造を理解させるのに， 1 C分析(immediate cOl1stituen七 analysis)もな
会いI!L&I!Lたつが ，さらK一歩進んで ，書きかえや英作文念どをとかして体得させる ζとが必要であ
る。それκは 「ほとんどすべての文は少数kernel sentence('CtransIormation とい
う一連の操作を加えて作られるJとする transformation grammarが ，えいへん役Kitつ
ものであるの書きかえそのものは目新しいものではないが，その過程が順序をふんでいかねげなら設
い点がたいせつなのであり，乙の原則を溜J解して ，英語教育に利用し，役だてるfぞきである。
-77-
